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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　その日は朝から快かい晴せいだった。


　頭上に広がった雲一つない青空が、初夏に相応ふさわしい爽さわやかな一日を約束してくれているようだ。


　だが、何い時つもと違ちがう出で来き事ごとがあったわけではないし、何時もと違う出来事が起きそうな予よ兆ちようが何ど処こかにあったわけでもない。


　彼、即すなわち葛かつら城ぎ駿しゆんにとって、天候を別にすれば、まったくもって何時もと同じ朝だった。


　彼処あそこであんなものを目もく撃げきするまでは。


　目撃してしまった後あとは世界が変わった。


　洒落しやれでも冗じよう談だんでも比ひ喩ゆでもなく変わったのだ。一いつ朝ちようにして。


　それが幸運だったのか不運だったのかと問われれば、彼は間違いなく「不運だった」と答えるだろう。


　そして、彼はこう続けるに違いない。


　その不運は今も続いている、と。


　だが、幸運であるか否いなかなど、しょせん本人がどう感じるかでしかない。


　ある人物がある局面で幸運だったのか不運だったのかを客観的に証しよう明めいする手しゆ段だんなどないのだし、同様に、ある人物がいま現げん在ざい、幸運なのか不運なのかを測はかる手段もないのだから、彼の主しゆ張ちようを思い込こみであると退しりぞけることもできる。


　尤もつとも、彼の主張を認みとめようと退けようと、事じ態たいは何も変わらない。


　葛城駿は、あの日あのとき、通学の途と中ちゆうのあの公園で、あの奇き妙みような少女に出で遭あって以来、非ひ日にち常じようという名の懼おそるべき世界にどっぷりと浸つかってしまったのである。
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　見た瞬しゆん間かんに、これはヤバいと思った。


　駿の本ほん能のうが、今すぐこの場を離はなれるべきだ、と鋭するどい警けい告こく音おんを発している。


　普ふ通つうじゃない。どう見たって普通じゃない。


　むしろ不可解おかしい。かなり怪あやしい。


　どう怪しいかというと。


　その少女はセーラー服を着て、踝くるぶしまで隠かくれるほど長くて襞ひだのある濃のう紺こんのスカートを穿はいていた。


　そこまでは、まぁ、いいだろう。今どき、そんな長いスカートを穿く奴やつがいるだろうかという疑ぎ念ねんが浮うかぶが、しかし、その程てい度どの恰かつ好こうは許きよ容よう範はん囲いと言えなくはない。


　葛城駿が許容できなかったのは、少女が左ひだり腰こしに日本刀を差していることだった。


　セーラー服に日本刀。


　あまりに非日常的で、あまりにぶっ飛んでいる。


　これが怪しくなくて、何が怪しいと言うのだ!?


　駿は呆ぼう然ぜんと木こ陰かげに立ち尽つくしたまま、異い様ような出いで立ちの少女に見入っている。


　少女は動かない。身じろぎもしない。


　風も止やんだ。


　物音一つ聞こえない。


　少女だけではない。


　あらゆるものが静止して動かない。


　時間の流れが凍こおりついたのかと思えるほどだ。


　不意に少女が動いた。


　ゆっくりと左手を持ちあげ、左腰に差している日本刀の鍔つば元もとに置いた。


　彼女のその動作が合図になったかのように時間が流れだした。


　温ぬるい微そよ風かぜが吹ふいた。


　梢こずえの戦そよぐ微かすかな音が駿の耳に届とどいた。


　駿は大きく息を吐はき、大きく息を吸すう。


　肺はいの中に久ひさしぶりに新しん鮮せんな空気が入ってくるのを感じた。


　どうも息をするのさえ忘わすれていたらしい。


　いったい、どれほどの時間が経けい過かしたのか。


　もし息をするのを忘れていたのなら、それほど長い時間ではない。ほんの十数秒だろう。


　我われを取りもどした駿は、もう一度、彼女の立ち姿すがたを斜ななめ後方からじっくりと眺ながめた。


　それをきっかけに駿の思考能力が活動を再さい開かいし、そして真っ先に思いついたのが……。


　コスプレか？　コスプレ撮さつ影えい会でもやってるのか!?


　そこは小さな公園で、ちょっとした林に囲まれた空間には砂すな場ばがあり、ブランコがあり、シーソーがあり、何かの動物の姿をしたベンチと、ごく当たり前の形の石のベンチが設せつ置ちされている、ただそれだけの、公園というのも気き恥はずかしくなるような場所だった。


　それでも午後になると、子こ供どもを連れた母親が集まってきて、井い戸ど端ばた会かい議ぎに無む駄だ話ばなしの花が咲さいたりするのだが、朝早いこんな時間には人がいることのほうが少ない。


　駿は、ちょっと近道をしようと通りかかっただけだ。


　同じように近道をする学生を、何い時つもの朝なら偶たまに見かけるのだが、今日は駿以外には誰だれもいなかった。


　人のいないその公園に、腰に日本刀を差した少女が一人、朝日を浴びて佇たたずんでいる様さまは、絵になっているといえば絵になっている。


　朝は人が少ないから、コスプレの撮影には穴あな場ばかもしれない……と思った駿は、素す早ばやく周囲に目を走らせたが、誰も見当たらなかった。


　彼女自身がカメラマン兼けん業ぎようか？


　それにしては三さん脚きやくもカメラも見当たらない。


　カメラマンがいないのなら、セルフタイマーを使って自分で撮とる以外にないのだから、三脚に載のせたカメラが何ど処こかに設置してあるはずなのに。


　となると、どうもコスプレ撮影のセンはなさそうだった。


　じゃあ、いったいなんなんだ？


　駿は、すぐにこの場から離れろという本ほん能のうの声を抑おさえつけ、セーラー服姿の少女が腰に日本刀を差している理由を考える。


　少しして、ようやくコスプレ撮影以外の別の可か能のう性せいを思いついた。


　剣けん道どうか居い合あいの早朝特訓にでも来たのかもしれない。いや、すでに早朝というような時間ではないけれど。


　だが、朝あさ練れんというのはあり得うるだろう。


　腰に差しているのは、まさか真剣ではあるまい。


　おそらく、木ぼく刀とうか模も造ぞう刀とう。


　そうだ。そうに決まってる。セーラー服にスカートなどという練習に相応ふさわしくない出いで立ちなのは、きっと学校へ行く途と中ちゆうだからだ。


　駿はそう推すい察さつした。


　そして彼は、こう結けつ論ろんづけた。


　だったら、少し見学させてもらうのもいいかもしれない、と。


　駿がそう思ってしまうほど、遠目に見ても、その少女は恰好よかった。


　背せが高く、手足も長く――スカートが長いから足はほとんど見えていないのだが、駿はそう確かく信しんする――腰まで垂たらした真まっ直すぐで艶つややかな黒くろ髪かみ。


　後ろ姿を見ただけで、ぐっと来る。


　そんな女子が剣を振ふるう姿など、然そう然そう、拝おがめるものではないのだから。


　駿は、この年代の男子ならたいていがそうであるように、女の子は好きだった。


　美人だったり可愛かわいかったり恰好よかったりすれば、それはもう大好きだった。


　だから、ちょっと邪じや念ねんを起こしてしまったからといって、誰が彼を責せめられようか。


　あとから考えれば、その邪念こそが駿の敗はい因いんだった。


　何に敗まけたのか？　という議論はさておき、最初に感じた違い和わ感、危き機き感を、彼はすっかり忘わすれている。


　いや、忘れているわけではない。


　彼の本能は、直感は、今だって警けい告こく音を発し続けているのだ。


　すぐにこの場を離はなれるべきだと。


　その直感に従したがっていれば、彼の未来も、また違ちがったものになったのであろうが、人間としての危機回かい避ひの本能の警告音よりも、若わかい男子としての本能の叫さけび声のほうが遥はるかに大きかったということだろうか。
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　そのとき。


　凜りんとした声が辺りに響ひびいた。


　駿は何ど処こかでサヌカイトでも鳴ったのかと思った。


　彼女の声はそれほどまでに美しく、硬こう質しつで、そしてよく通った。


「見つけたぞ」


　駿は思わず首を竦すくめた。


　一いつ瞬しゆん、木こ陰かげから覗のぞき見していた自分が見つかったのかと思った。


　だが、彼女は相変わらず向こうを見たままだ。


　顔を動かすこともなく、前方を一いつ心しんに見つめている。


　であれば、見つかったのは駿ではない。


　いったい彼女は何を見つけたのだろう。


　駿はもう一度、少女の周囲を窺うかがった。


　あれ？　と駿が首を捻ひねる。


　少女の正面、石のベンチに、背広姿すがたの男が一人、腰こしを下ろしていた。


　先ほどまでは、そこには誰もいなかったはずなのに。


　いや……いたのか？　ということは、あいつがカメラマン？


　駿の思考は、もう一度、コスプレ撮さつ影えい会へと戻もどっていく。


　ひょっとしたら、さっきは見落としただけかもしれない。


　駿がそう思ったのも無理はない。


　ベンチに座すわる男は、それほどまでに存そん在ざい感がなかった。


　まるで空気が背広を着て座っているようだ。


　背広を脱ぬげば、体を透すかして向こうの景色が見えるのではないかとすら思える。


　そんな男がコスプレのカメラマンというのは、どうにも似に合あわない。


　似合わないというより、ずれているといった感じだ。


　何かが何ど処こかでずれている。


　調ちよう律りつが狂くるったピアノが耳みみ障ざわりな音を立てるときのような、何処か軋きしんだ、何処か外はずれた、何処か歪いびつな音。


　そんな不ふ快かいな音が駿の脳のう内ないで鳴った。


　駿は脳内の雑ざつ音おんに眉まゆを顰ひそめつつ目を凝こらす。


　存在感というより……抑そもそも、その男には生気が感じられなかった。


　生気。あるいは熱と言い換かえてもいい。


　赤外線暗あん視し装そう置ちを覗いても、あの男は発見されないのではないか。


　では、どうして、あそこに見えている？　そんな男が、なぜ見えている？


　いや、先ほどまでは見えていなかった。


　駿には見えていなかったのだ。


　だから、少女が一人で佇たたずんでいると思ったのではないか。


　そうだ！


　駿は重大なことを思いだす。


　彼があの男に気づいたのは、少女が「見つけた」と言ったからではないか。


　つまり少女も、先ほどまであの男が見えていなかった、気づいていなかった……ということになる。


　だったら、あいつがカメラマンであるはずがない。


　ぞくり、と駿の肌はだが粟あわ立だった。


　まさか、死んでいるんじゃないだろうな、という不ふ吉きつな思いを駿は慌あわてて振ふり払はらう。


　死んでいるはずがない。死んでいたら、あんなふうにベンチに座ってはいられない。


　果たして駿の考えは正しかった。


　男が声を上げたのだ。


　死人なら声を出すはずがない。


　だが。


「見つかりましたか」


　と返した男の声は、人の話し声とも思えない空くう虚きよなものだった。


　感かん情じようが欠落している。


　なんというか、がらんどうなのである。


「見つけたよ。貴き様さま、曾ひ孫まごだな。朝っぱらから餌えさ漁あさりか。ご苦労なことだな。だが、その貪どん欲よくさが命取りだ」


　凜りんとした声を残して、一歩、二歩と踏ふみだした少女の歩ほ法ほうが駿の目を引いた。


　彼女は足の裏うらを地面から離はなすことなく歩いている。


　スケート選手がスケート靴ぐつの刃ブレードを氷につけたまま氷上を滑すべるのにも似て、彼女は地面の上を滑るように進んだ。


　よくよく見ると、履はいているのはスニーカーや革かわ靴ぐつではなく、草ぞう履りだった。


　その上は靴下ではなく足袋たびである。


　セーラー服に日本刀に草履と足袋。


　異い様ようである。


　異様すぎて、もはや駿には評ひようする言葉が見つからない。


　その異様な出いで立ちの少女は、石のベンチに座っている男に滑るように近づいていく。


　少女の体から闘とう氣きが立ち昇のぼっているのが駿にも判わかった。


「あなたにわたしが殺せますか？」


　虚うつろな声が響ひびき、男が立ちあがった。


　こちらは、糸で操あやつられた人形のような不可解おかしな動きだった。


「曾孫如ごとき、造ぞう作さもない」


　曾孫って、なんだ？


　駿は内心で首を捻ひねる。


　あの男の曾そう祖そ父ふと少女は顔見知りだとでもいうのだろうか。


　年ねん齢れいを考えるなら、そんなことはあり得ないはずだが。


　歩きながら、少女はゆっくりと右手を持ちあげる。


　持ちあげた右手で、左ひだり腰こしに差している刀の柄つかを軽く握にぎった。


　またしても虚うつろな声が響いてきた。


「……無む明みよう刀とう」


　凜とした声が返る。


「無明刀参さん番ばん、玉たま響ゆら」


　少女の体から闘氣が消えた。


　先ほどまで溢あふれていた闘氣が噓うそのように消えた。


　男の視し線せんが揺ゆれている。


　おそらく少女の闘氣が消えたのに戸と惑まどっているのだろう。


　その間にも、男と少女の距きよ離りが縮ちぢまっていく。


　とてつもない緊きん張ちよう感だった。


　少女の闘氣は綺き麗れいに消えたというのに、空気は極きよく限げんまで張はりつめ、ぴりぴりと振しん動どうしている。


　息をするのも忘わすれて見入っている駿の肌をちくちくと刺さすように、その振動が伝播つたわってきた。


　なのに少女は、緊張感を欠片かけらも感じていないように静かに滑なめらかに歩ほを運ぶ。


　五メートル。


　四メートル。


　三メートル。


　そして二メートル。


　すでに手を伸のばせば届きそうなほど、少女と男の距離は縮まっていた。


　次の瞬しゆん間かん、男が動こうとした。いや、したのだろう。


　だが、動けなかった。


　何い時つの間まにか彼女の刀が抜ぬかれていた。


　駿は、彼女が刀を何時抜いたのか判らなかった。


　見えなかったわけではない。


　彼女の手は、それほど速くは動いていない。むしろ、ゆったりとした動きだった。


　それなのに、駿には抜くのが判らなかった。


　そう、判らなかったのだ。


　見えないのではなく、駿が気がつかないうちに少女は刀を抜いていたのである。


　右足を踏みこんだ少女は、上体を垂すい直ちよくに保たもったまま右みぎ膝ひざを九十度の角度で曲げ、左足を真まっ直すぐ斜ななめに伸ばしていた。


　彼女の動きに反はん応のうして長い黒くろ髪かみが、ふぅわりと膨ふくれた。


　背中に黒くて大きな花が咲さいたかのような妖あやしい美しさだったが、それも束つかの間ま、黒い花はすぐに窄すぼまり、元通り彼女の背中に垂れた。


　刀を握った彼女の右手は前方に真っ直ぐ伸びていて、水平に振られた刀の切っ先は男の頭のすぐ横で止まっている。


　そして、男は……。


　駿は腰を抜かしそうなほど驚おどろいた。


　男の顔の三分の一ほどが無くなっているではないか。


　額ひたいから上が消え、水平に切せつ断だんされた脳のう味み噌そが覗のぞいている。


　真まっ平たいらの見事な切断面だった。それなのに、ほとんど血が出ていない。


　あまりに異様で凄せい絶ぜつな光景に、駿は叫さけぶことも忘れ、その場に立ち尽つくすことしかできなかった。


　だが、ほんとうに異様な光景が現げん出しゆつしたのは、その後あとだった。


　額から上が無くなった男が少女に向かって跳とんだのだ。


　そんな人間がいるはずがない。


　頭の三分の一を無くして動ける人間など……。


　だが、その男は口を大きく開け、人の物とは思えない鋭するどい牙きばを剝むきだしにして少女に飛びかかった。


　二人は互たがいに手を伸ばせば届とどきそうなほどの至し近きん距離にいるのだから、その距離で飛びかかられては、さすがに少女も避よけようがないと思われた。


　しかし、男の牙が少女に届くことはなかった。


　男の動きを予よ測そくしていたかのように、少女は相手の頭のすぐ横に留とどめておいた切っ先をほんの少し動かして男の体の前に置いた。


　それだけで、男は自ら少女の刀に突とつ進しんするような恰かつ好こうになった。


　左ひだり胸むねに刀が刺ささって、男の突進が止まる。


　同時に少女が刀を押おし込こんだ。


　男の体に刀が潜もぐり込み、切っ先が背せ中なかから飛びだす。


　もちろん、そこまでは駿の位置から見えないが、刀とう身しんの中なか程ほどまで相手の体に刺されば、切っ先が背中に飛びだしていることが容よう易いに想そう像ぞうがつく。


「かしゅぅぅっっ」


　男の体から、空気が漏もれていくような声がした。


　かと思ったら、いきなり男の体がぐずぐずと崩くずれだし、やがて霧む散さんした。


　比ひ喩ゆではなく、本当に塵ちりとなって消えたのだ。


　少女は斜めの血ち振ぶりをした後のち、流れるような所作で納のう刀とうした。


　なっっ……いったい何が……。


　駿は、眼がん前ぜんで繰くり広げられた光景が、どうにも理り解かいできなかった。


　常じよう識しき的には、あり得ないことだった。


　これを信じられるなら、世の中のありとあらゆる不ふ条じよう理りだって信じられそうな気がする。


　ああ、そうか、と駿は思いついた。


　きっと映えい画がの撮さつ影えいか何かなんだ。男が消えたのは映画の特とく殊しゆ効こう果かで、頭の上三分の一が無くなったのも特殊メークで……。


　駿の思考は現実から逃とう避ひする方向に走り始めていた。


　映画の撮影なら大がかりな撮影機材と大おお勢ぜいの撮影スタッフが存そん在ざいするはずなのに、少女以外には誰も何も見当たらない。そんな簡かん単たんなことも駿は忘わすれていた。


　忘れているというより、無意識のうちに無む視ししたといったほうが正解だろう。


　それは、自分の精せい神しんの平へい衡こうを保たもとうとする本能的な働きだったに違ちがいない。


　彼の目の前で起こった出来事は、それほどまでに非常識で非現実的で受け容いれ難がたいものだった。


　だから駿が、主しゆ演えん女じよ優ゆうにサインを貰もらっておこう、などと愚おろかしいことを考えてしまったとしても、彼を責せめることはできない……のかもしれない。


　駿は鞄かばんの中をまさぐって筆入れとノートを取りだそうとした。


　少女は、すぐにその気配に気づき、振り返った。


　少女と駿の目が合った。


　闇やみのように漆黒くろく、吸すい込まれそうなほど深遠ふかい瞳ひとみ。


　彼女はその瞳を大きく見開いて駿のことを見ていた。
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「驚おどろいたな」


　と少女は言った。


　凜りんとしたいい声だ。


　またしても駿は、サヌカイトの音ね色いろを連想してしまった。


　動きを止めた駿が少女に見入っていると、少女が駿に向かってゆっくりと歩みだした。


　相変わらず左手は、左腰の刀の鍔つば元もとに置かれている。


　今や駿の正体を見み極きわめようとするかのように細められた少女の目は、猜さい疑ぎと疑ぎ惑わくと疑念と不ふ審しんに彩いろどられていた。


　ヤバい。なんだか判わからないけど、危あぶない。逃にげなきゃ……。


　駿の本能の警けい告こく音が極きよく大だいまで高まった。


　異常な出来事とか、異様な光景とか、そんなものはどうでもいい。すぐにこの場から、いや、あの少女から逃げだすべきだ。


　駿の本能はそう叫んでいる。絶ぜつ叫きようしている。


　だが、彼は動くことができなかった。


　圧あつ倒とう的に異い質しつで圧倒的に強大なものを前にすると、本当に動けないのだ。


　それは蛙かえるだろうと人間だろうと、同じだった。


　蛇へびに睨にらまれた蛙という諺ことわざの真実ほんとうの意味を、彼は今、初めて知った。体感した。


　結局、駿は逃げられなかった。


　足どころか、指一本すら動かせないのだから、逃げる、逃げないの話ではない。


　駿は少女が眼前に立つまで、その場で呆ぼう然ぜんと固まっていることしかできなかった。


　駿の目の前に立った少女は美しかった。


　それは、ただたんに容貌かおが綺き麗れいだとか、そういうレベルではない。


　もちろん容貌かおも美しいのだが、なんというか、身に纏まとっている雰ふん囲い気きが常人離れしていて美しい……といったほうが近しいだろうか。


　歩き方、立ち姿すがた、呼こ吸きゆう法、発声法、それらすべてが清せい冽れつで鮮せん烈れつで、人の目を、人の魂たましいまでをも釘くぎ付づけにしてしまう、そんな魅み力りよくがその少女にはあった。


　足どころか、指どころか、今や駿は視線すら動かすことができなかった。


「君」


　と少女が呼よびかけてきた。


「ははは、はいぃ？」


　と応こたえる駿の声は、情なさけないことに裏うら返がえっている。


「君は、何い時つからそこにいた？」


「いや、何時からって、その……ずっと前から……」


「ずっと前？」


　少女の疑念はさらに膨ふくらんだようだ。


「では、君、そこで何を見た？　よかったら教えてくれないか」


　口調は静かで抑おさえめだったが、有う無むをいわさぬ強さが秘ひめられていた。


「な……何を見たって、なんか、貴女あなたがその刀を振るって……」


「なんだって!?」


　少女が目を見開いて駿を見ている。明らかに驚きが表情かおに出ていた。


「君には、この刀が視みえたのか？」


「は？」


　どういうことだ？　何を言っているのか判らない。見えたのかと訊きくほうがどうかしている。あんなに堂々と腰に差していれば、嫌いやでも見えるに決まっている。


　というようなことを駿が応こたえると、少女は小さく首を傾かしげ、


「そうか視えるのか、不思議だな」


　と呟つぶやいた。


　しかし、何が不思議なのか、駿にはさっぱり判らない。


　というより、あんたの存そん在ざいのほうがよっぽど不思議だわ！


　少女は右手で柄つかを握にぎり、鍔つばに載のせている左の親指で鯉こい口ぐちを切ると、静かに刀を抜ぬいた。


　だが、刀身の半分ほどが見えたところで抜く手を止め、そのまま鞘さやに戻してしまった。


　その間、少女は駿の顔を見たままだ。


「わたしが何をしたのか、視えていた？」


　と少女に訊かれ、駿は怪け訝げんな表ひよう情じようで頷うなずいた。


「刀を抜きかけて、止とめたんでしょう？」


「そうか。本当に視えているのだな」


　と少女は同じようなことを呟いた。


　そして、困こまったな、と言ってため息を吐つく。


「あの……どうもよく判らないんですけど、見えたら何か拙まずいことでもあるんですか？」


「拙いことはないのだが、困ったことではある」


「……はぁ」


「まずもって、君にわたしの刀が視えるということは、君がわたしの同類であるか敵てきであるかのどちらかだと思うのだが……」


　少女は無ぶ遠えん慮りよな視線を駿に這はわせてきた。それこそ、頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さきまで。


　その目つきの鋭するどさは、とても駿と同年代の少女のものとは思えない。


「だが、見たところ、どうもそういう感じではない。だから、わたしには君が何者か判らなくて困っている」


　いや、俺おれには、貴女あなたのほうがもっと判らないんですが。


「だが、それは些さ細さいなことだ。本当に困ったというのは、じつはこういうことだ。聞いてくれるかな？」


「え……ええ、まぁ」


「君がわたしの同類でないのなら、君がわたしの敵であろうとなかろうと、わたしはわたしの、いや、我われ々われの秘ひ密みつを守るために君を殺さなくてはならないのだ」


「……は？」


　何ヲ言ッテルンダ、コイツハ!?


　駿の混こん乱らんは頂ちよう点てんに達した。


「どうだ、困るだろう？」


「困るどころじゃないわっっ！」


　駿は思わず大声を上げて突つっ込こんだ。


　こいつ、アレか？　おかしい人か？　危あぶない人か？　イカれた人か？　近づいちゃいけない人か？


　駿は、じりっと後あと退ずさった。


　大声を出したおかげで金かな縛しばり状じよう態たいは解かい消しようされたようだ。


　体が動くようになっている。


　しかし。


　駿がその場で回れ右しようとした瞬しゆん間かんに、彼女の右手がゆぅるりと動いた。


　例によって、速さは感じない。


　それなのに、気がついたときには刀の刃は先さきが駿の首くび筋すじに押おし当てられていた。


「ひっっ」


　小さな悲鳴を上げて駿の体が固まった。


　先ほど見た光景が夢ゆめや幻まぼろしではないのなら、この刀は人の頭ず蓋がいを叩たたき斬きっている。


　ということは本物だ。真しん剣けんだ。


　波打つ刃は紋もんも、まさにこれが真剣であると主しゆ張ちようするかのように銀色に煌きらめいた。


「なななな、ひっ、何をっ、どっどうしてあんたは、ひっ、こっこんなことをっっ」


　駿の声は裏うら返がえるどころではなく、悲鳴のような、泣き声のようなものが混まじっている。


「ふぅむ、偶たま々たまというレベルではないようだ。本当に全部視みえている。いよいよもって判わからなくなった。判らないといえば、張っておいた結界を軽く無む視ししてここまで入り込んできたというのも判らないのだが」


　刀身を首に押し当てたまま、少女はそんなことを呟いた。


　死ぬ？　殺される!?　こんなところで、訳わけも判らないままに、訳の判らない女の手にかかって斬り殺されるのか!?


　と思ったら、いきなり度ど胸きようが据すわった。いや、開き直ったのか。


　ともあれ駿は少女を睨にらみつけ、下したっ腹ぱらに力を込めて言った。


「俺を殺すってのなら、その理由を教えてもらおうか。見えるとか見えないとか、同類とか敵とか、なんのことだ!?　さっき斬られた男が塵ちりみたいになって消えたのは、いったいどういう手て品じなだ!?」


「ふむ、そうだな」


　少女は真面まじ目めな顔で首肯うなずいた。


「君も、何も知らないまま死んでいくのは本意ではあるまい。いいだろう、いちおう説明しようではないか。ただし、説明したからといって、君が納なつ得とくできるとも理解できるとも思えないのだが、まぁ、何も知らないままで死ぬよりは多少ましかもしれないな」


　駿が怒ど鳴なった。


「ましじゃねぇよっ」


　開き直ったというより、自棄やけになっただけかもしれない。


　少女が僅わずかに口の端はしをあげた。


「おいおい、動かないほうがいいぞ。わたしが斬る前に、自じ刃じんしてしまう」


「あぅぅ……」


　首筋に押しつけられている刀身の冷たさを感じて、駿の動きが止まった。


「まぁ、立ち話も何だから、あちらで座すわって話そうではないか」


「立ち話とか座り話とか、そういう問題じゃ……」


「いやいや、君はどうだか知らないが、わたしが座りたいのだ。つき合ってくれないだろうか？」


　刀身が、ぴたぴたと駿の首筋を叩たたいた。


　その冷たさが、改めて恐きよう怖ふ感を煽あおる。


　駿は壊こわれた首振り人形のように、かくかくと首を縦たてに振ることしかできなかった。
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　駿と少女は動物型のベンチに並ならんで腰を下おろした。


　最初、少女は普ふ通つうのベンチに座ろうとしたのだが、駿が断だん固こ、拒きよ絶ぜつした。


　何しろそこは、あの訳の判らない男が座っていた場所だ。少女に斬られたあの男が座っていた場所だ。


　そう思うと、気味が悪くて座れない。


　少女は、


「意外と繊せん細さいなのだな」


　と言って軽く笑った。


　相変わらず、左の親指は鍔つばにかけたままだった。


「これから死ぬかもしれないのに、そんなことを気にしても、しようがあるまい？」


「しようがなくは、ないわっ」


　と叫さけんで、駿は荒あらい息を吐はく。


「ああ、もう、どうしてこんなことになったんだか……」


　駿は腰を折り、頭を抱かかえてしまう。


　退たい屈くつで決まり切った、何の変へん哲てつもなく、少しも面おも白しろみがない日にち常じようが、昨日きのうと同じ今日きようが、今日と同じ明日あしたが淡たん々たんと続く毎日が、これほど懐なつかしく大切に思えたことはない。


　そんな駿の様子を冷れい徹てつな目で見下ろしていた少女は、さて、と呟つぶやいた。


「いったい何から話したものか」


　少し考えこんだ少女は、おお、そうだ、と右手で軽く鞘さやを叩いた。


「君の質しつ問もんに答える形式にしよう。そのほうが、多少なりとも君が理解し易やすいのではないかな」


　うん、それがいいそれがいい、と少女は自賛した。


「さぁ、君、なんでも訊きいてくれ。答えられる範はん囲いでなら、なんでも答えよう」


　のろのろと顔だけを上げた駿は、腰を折った体たい勢せいのまま、少女を見上げるようにして訊いた。


「貴女あなた、どこの誰だれ？　どういう人？　っていうか、何者？」


「まず、そこから来たか」


　少女は右手を口くち許もとへ持っていき、こほんと一つ咳せき払ばらいをすると、ゆっくりと右手を膝ひざの上に下ろした。


「わたしは修しゆう学がく院いん香か月づき。十七歳さい。高校二年生だ」


　十七!?　高二!?　俺と同おない年どしかよ。そうは見えないけどな。老ふけて見えるとか、そういう容よう姿しの問題じゃなく、なんというか……修しゆ羅ら場ばをくぐってるというか、そんな雰ふん囲い気きがある……からか？


「次の質問は？」


「は？　それだけ!?」


「それ以外に何を言えと？」


「いや……趣しゆ味みとか好きな男のタイプとかスリーサイズとか」


　修学院香月と名乗った少女が、不思議なものを見るような目になった。


「君、なかなか度ど胸きようがあるのだな。自分の生いき死しにがかかっているというのに。ちょっと感心した」


「……すみません」


「いや、怒おこっているのじゃない。誉ほめているのだ」


　誉められてる気がしねぇ。


「では、もう少しだけつけ足そう。わたしの流りゆう派はは天てん心しん無む明みよう流りゆう、腕うで前まえは免めん許きよ皆かい伝でんだ。好きな男のタイプは……ネギ・スプリングフィールド」


　ショタコンかよ。


「スリーサイズは秘密だな。次の質問は？」


「天心無明流って？」


「それは居い合あいだ。居合の流派名だよ」


「ああ、やっぱり居合！　だから刀を持っているんだ？　それ、真剣なの？」


「其そ処こだ」


　香月はひとつ、小さなため息を吐ついた。


「この刀は、普通の人には視みえないはずなのだ」


「……はぁ？」


「ごく偶たまに、感受性の強い人や霊れい性せいの高い人が、なんとなくこいつの存そん在ざいを感じることはあるが、視えはしない。わたしが『ここにある』と注意を喚かん起きすれば別だが、君のようになんの予よ備び知ち識しきもないままはっきりと視し認にんできた者に、わたしは今まで遭あったことがない。視えるのは、わたしの同類かわたしの敵てきだけ……のはずなのだ。しかし、どう見ても君は同類には見えない。だいいち、同類なら『その刀は？　真剣？』などと訊くはずがない。これが狗く牙が絶だちの劔つるぎであることは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだし、君だって狗牙絶ちの武ぶ器きを持っているはずだ」


　香月は上体を捻ひねり、駿の顔を覗のぞき込む。


　少女の美しい容貌かおが目の前に迫せまる。


　駿は思わず頭を引いた。


「持っているのかな？」


　ぶんぶん、と駿は首を横に振る。


「そうだろう、そうだろう」


　香月は二、三度、首肯うなずくと顔を戻もどした。


「であれば、君は狗牙だ……ということになるのだが、しかし君は狗牙ではない。それはわたしにも判る。ひょっとして、狗牙の因子を持った潜せん在ざい的な狗牙予備軍だという可能性までは否ひ定ていしきれないが、とはいえ、狗牙に潜せん伏ぷく期間があるなどという話は聞いたことがないし……」


「ちょっと、ちょっと」


　駿が右手を挙げて少女の話を遮さえぎった。


「ん？　どうした？」


「ひとりで話を進められても、相変わらず俺には、さっぱりなんのことか判らないんですけど。俺の質問に答えてくれるんじゃなかったっけ。ってことで訊くけど、その『くが』というのは、なに？」


「狗牙、か。狗牙は」


　少女が宙ちゆうを見上げた。


「言っても信じられないかもしれないが」


「信じるか信じないかは俺おれの問題だろ。だから教えてよ。それとも機き密みつ事じ項こうなの？」


「そう、機密だ。第一級機密事項なんだ。だから困っている。狗牙の存在を、そして我々の存在を一いつ般ぱん人じんに知られることは、あってはならないことなんだ」


「じゃあ、聞きません。っていうか、此こ処こで俺は何も見なかった、何も聞かなかった、誰にも会わなかった。ってことで許ゆるしてくださいよ」


　駿は頭を伏ふせ、両手で両耳を押おさえる真似まねをした。


「うん、だが、君が聞きたいと言うのなら話そうか」


「いや、だから、言ってないよ」


「どうせ死ぬのだしな」


「おい！」


「狗牙とはな」


「だから、聞きたくねぇって言ってるだろ！　人の話を聞けよ！」


「早い話が狼おおかみ男おとこだ。ああ、どちらかというと、吸きゆう血けつ鬼きと言ったほうが判り易やすいのかな。人の生き血を吸すう不ふ老ろう不ふ死しの怪ばけ物もの。うん、そちらが近い。そういう人で無い者の存在は秘密なんだ。だから、それらを狩かる者である我々の存在も、また秘密であるのだ」


「………………」


　危ない人だ。とんでも危ない人がいるよ。


「ほら、そういう表情かおをする。君、わたしのことを頭のおかしい人だとでも思ったのではないか？」


　思った。


　ふふふ、と香月は密ひそやかに笑った。


　ぞくりとするほどの凄せい絶ぜつな笑え顔がおだった。


　駿は、慌あわてて彼女の顔から目を逸そらせた。


「当たらずとも遠からず、だな。この二十一世紀の御み世よに、こんな刀を振るって狗牙絶ちの闘たたかいをしているのだから、元より普通まともじゃない」


「いや、でも……もし、その話が……本当だとしても、だよ」


　駿は明後日あさつての方向を見ながら、もごもごと口を動かす。


「だったら、みんなにその……怪ばけ物ものの存在を報しらせて、注意を喚かん起きしたほうがいいんじゃないのか？」


「真まっ当とうな反はん応のうだ」


「何が？」


「今の君の意見が、だ。しかし、そんなことをして何なにになる？」


「な……なんになるって、そのほうがみんな、予あらかじめ備そなえられるだろ。そ、その、吸きゆう血けつ鬼きみたいな存そん在ざいに」


「備えたらどういうことになるか、考えてみたことがあるか？」


「え？」


「人は異い物ぶつを、異種を異常に、極きよく度どに懼おそれる。それは本ほん能のう的な恐きよう怖ふと言っていいのかもしれないが……。いいか、君、過か去こには同じ人間同士なのに、民族が違ちがう、宗しゆう教きようが違う、肌はだの色が違うというだけで互たがいに争ってきたんだぞ。争い、殺し、殺された。大おお勢ぜいの人間が。人間同士でさえ、それだ。もしも人の姿をした人で無いモノが存在している、などということが公おおやけになってしまえば、どういう事じ態たいになるか。人は恐怖し、すぐに闘いを始めるだろう。人で無いモノとの闘いをな」


　駿は、ぽかんと口を開けた。


「え……それで……いいんじゃ？」
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「だが、人がどうやって、人で無いモノの存在を量はかる？　人には誰が狗牙であるかなど、判わからない。狗牙は、人の姿すがた形かたちをしているんだ。人として人の社会に紛まぎれ込んでいるんだ。奴やつらの正体を判はん別べつできるのは我々、狗牙絶ちの者だけだ。判らないのに闘おうとすれば、どうなる？」


「ど、どうなるわけ？」


　香月の口調が吐はき捨すてるようなものに変わった。


「異い端たん狩がりが始まるだけさ。人では無いと疑うたがわれる者を片かたっ端ぱしから捕とらえ、拷ごう問もんし、殺す。最後には異端かどうかなど、どうでもよくなるだろう。ただ、誰かを殺し、殺し、鏖みなごろしにする」


　そこで言葉を切ると、彼女は口の端はしを吊つりあげた。


　その表情かおは、何かを軽けい侮ぶするような、あるいは自じ嘲ちようするような笑みに見えた。


「そうすることで己おのれの恐怖を誤ご魔ま化かすんだ。殺す側にいれば、当とう座ざは安心だからな。そうして血で血を洗あらう異端狩りは続く。だが、殺される側だって、何い時つまでも大人おとなしく殺されてはいない。反はん撃げきをする。殺し、殺され、人間同士が意味もなく際さい限げんなく闘い続けることになる。今日は殺す側の者が、明日には殺される側に回る。逆ぎやくもまた然しかり。それが、何い時つまでも続くのさ。そんな事態になれば人間社会は崩ほう壊かいするだろう？　ちょっとした異物が混ざっているだけだというのに。君は、そんな事態を現出させろと？」


「いや……でも……ちょっとした異物……なのか、それは？」


「狗牙はいる。人間社会に紛まぎれ込んでいる。だが、その被ひ害がいは、日本でいえば年間の交通事じ故こ死者よりも少ない。今すぐ社会が崩壊するような、そんな危機レベルではないのだ。だったら、我々に任まかせておけばいい。そのために我々はいるのだから」


　彼女は不意に立ちあがった。


　なんの予備動作もなく立ちあがった。


　駿が気がついたときには、香月が冷れい徹てつな目で彼を見下ろしていた。


「人は、何も知らないほうが幸せなこともある。だから、知られてはならないのだ。人で無いモノ……狗牙の存在を。我々、狗牙絶だちの存在を。絶ぜつ対たいに」


　駿は……香月の眼がん圧あつに圧おされた。眼光に射い竦すくめられた。


　何かを言いたかった。


　だが、上手うまく口が動いてくれない。


「わたしは大のために小を殺すことを厭いとわない。わたしを恨うらんでもかまわない。恨むことにも恨まれることにも……慣なれている」


　香月の目から一ひと筋すじの涙なみだが零こぼれ落ちた。


「ど……ど……」


　どういう意味だと問いたかったのだが、やはり言葉は出てこなかった。


　香月の右手がゆぅるりと動いた。


　右手が柄つかに置かれ、左手が鯉こい口ぐちを切る。


　駿が気がついたときには、すでに切っ先が左胸に押し当てられていた。


「ちょ……おま……ど……」


　水平になった切っ先は剃刀かみそりのような鋭するどさでまずシャツを切り破やぶり、なんの抵てい抗こうもなく駿の肋ろつ骨こつの合あい間まに沈しずんでいった。


　駿の目が極きよく限げんまで見開かれ、己の体内に消えていく刀を見つめる。


　ば……本当に……突つき刺さしやがった、この女……。


　何故なぜか痛いたみは感じない。


　だが、刀が体に潜もぐり込んでいく感覚はある。はっきりとある。


　香月は涙を流したまま、静かに、静かに、刀を押し込んでいった。


　すぐに切っ先は背せ中なかから飛びだすだろう。


　いや、その前に、刀が心しん臓ぞうを貫つらぬけば、そこで駿は死ぬ。


　死ぬ……死ぬのか……俺は……。


　駿の意い識しきが昏くらくなってきた。
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　そのとき。


　急速に薄うすれ、昏い深しん淵えんへと沈みかけていた駿の意識を現げん世せいに呼よび戻もどす声がした。


「あ……あれ？」


　美しいが、どこか調子っぱずれの声だった。


「あれれ？」


　もう一度、香月はそう言った。


　はっきりと戸と惑まどいが声に出ている。


　その声で意識を取り戻した駿は、閉とじていた目をうっすらと開いて自分の左胸を見た。


　刀は刀身の半分ほどが胸に刺さっていた。


　ということは、疾とうに心臓まで達しているはずだ。


　どころか、切っ先は背中に飛びだしているだろう。


　見ていて気持ちのいい光景ではない。


　というより普ふ通つうは見られない。


　こんな目に遭あえば死んでしまうのだから。


　だが、彼はまだ死んでいない。


　な……なんで生きて……るんだ、俺は!?


　のろのろと視線を移い動どうさせた駿が、力ない視線を香月の顔に当てた。


　彼女は、なんとも形けい容ようしがたい奇き妙みような表情かおで、駿が思ったのと同じことを口にした。


「……なぜ君は……まだ生きて……いる!?」
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　濃のう紺こんのセーラー服に襞ひだのある濃紺の長いスカート、そして左ひだり腰こしに刀の鞘さや。


　長い艶つややかな黒くろ髪かみ、整った綺き麗れいな容貌かお、足あし下もとは足袋たびに草ぞう履り。


　妖あやしくも美しく、しかしどこかアンバランスで清せい冽れつな少女、修しゆう学がく院いん香か月づきが刀を突つき刺さしている。駿しゆんの左胸むねに。


　切きっ先さきは深々と体に潜もぐり、心しん臓ぞうを貫つらぬき、疾とうに背せ中なかへ抜ぬけているはずだった。


　だが、不思議なことに駿はまだ死んでいない。


　駿は喘あえぐように少女に問とうた。


「……やっぱり……俺おれ……死んでない……んだ？」


　些いささか間まが抜けた光景だが、駿はどこまでも真しん剣けんで、あくまでも必死だった。


　何しろ左胸に刀が突き刺さっているのだ。


　本当は既すでに死んでいて、自分が死んだことに気づいていないだけかも？


　などと馬ば鹿かなことまで考えてしまう。


　香月の疑ぎ念ねんの籠こもった視し線せんが駿の瞳ひとみを射いた。


「死人は『俺、死んでないんだ？』などと訊きいたりしない」


「じゃぁ……俺は……」


　やっぱり死んでないんだ。本当に死んでないんだ。まだ生きてるんだ。刀で左胸を刺されてるのに。


　刀の柄つかを握にぎっていた香月の手が微かすかに震ふるえているのが駿にも判わかった。


　理り解かい不ふ能のうな事じ態たいを前にして、沈ちん着ちやく冷静、剛ごう胆たん剛ごう毅きな彼女も些いささか動どう揺ようしているらしい。


「まさか、真しん祖そでもあるまいに。いや、抑そもそも、こんなふうに狗く牙が絶だちの劔つるぎを、大人おとなしく心臓に刺されるような間抜けな真祖がいるはずがない。いったい、どういう……」


　わ……悪かった……な……間抜けで。というか……。


　駿が掠かすれた声を上げた。


「ねえ、ちょっと……刀抜いてくれよ。ほんとに死ん……じゃうよ、俺」


「殺すつもりで刺したのだから、死んでくれないと困こまるのだが……」


　猜さい疑ぎと疑念と不ふ審しんと驚きよう愕がくと困こん惑わくと混こん乱らんが入り混まじった香月の視線が、きょときょとと揺ゆれている。


　少しして彼女の視線は、駿の顔に戻ってきた。


「君、痛いたくはないのか？」


「いや……痛いっつ～か……なんか気持ちが……悪い……」


「刀を心臓に刺されて、気持ちが悪いで済すめば上じよう々じようだな」


「馬鹿言ってないで……頼たのむよ……なんだか……俺……」


「心臓を刺されて死なないのにも驚おどろきだが、いちばんの驚きは、刀とう身しんを半分までも刺したのに、切きっ先さきが背中に出ていないことだ。どんな手て品じな師しだ、君は!?」


「は？　どういう……意味？」


「どういう意味もこういう意味も、言ったままだ。いいか、わたしの刀、玉たま響ゆらは、刀身の半分以上が君の体に刺さっている。なのに、切っ先が背中から出ていない。わたしの刀は君の体内で九十度の角度に折れ曲がったのだろうか？　君の心臓は鋼こう鉄てつ製せいか？」


　冗じよう談だんか？　それは冗談なのか？　まったく笑えねぇぞ。


　駿が大きく喘いだ。


「んな……わけな……いいから……早く刀……抜いて……苦し……なんだか……」


　低く唸うなった香月が、不ふ承しよう不ぶ承しよう、首肯うなずいた。


「そうだな。君が何者なのかは、今後の検けん討とう課題としよう。どのみち、わたしの刀で死なないのであれば、あとは首の骨ほねを折るか、首を絞しめるか、鈍どん器きで撲ぼく殺さつするしかないのだが、わたしの細ほそ腕うででは無理そうだしな」


　こいつ……冗談なのか……本気マジなのか……。


「仕方がない」


　香月は吐はき捨すてるように言った。


　それからようやく、刀の柄を握っていた手の力を緩ゆるめた。


「しかし……狗牙とはいわないが、いずれにせよ只ただの人間ではないな、君は」


「いや俺は……どこにでもいる……只の平へい凡ぼんな高校……二年生で……」


　香月の目が吊つりあがった。


「心臓刺されて生きてる奴やつが、平凡な高校生とか言うな！」


　香月も、そろそろ己おのれを律りつしきれなくなってきたようだ。


　先ほどまでと違ちがい感かん情じようの起き伏ふくが大きくなっている。


　それはそれで、なかなか面おも白しろい見み物ものだが、駿には彼女の心の揺れを楽しんでいる余よ裕ゆうがなかった。


「逃にげようとかわたしを攻こう撃げきしようとか、君がそんな真似まねをしたら、今度は頭を斬きり割わる。刺しても駄だ目めなら斬ってみろだ。いいな？」


　香月は今にも嚙かみつきそうな形ぎよう相そうだった。


　いいわけ……あるか。


「っていうか、頼むから早く……な、なんか、体の中が沸ふつ騰とう……しそうな感じで……し、死んじゃう……」


「判わかった判った。できればわたしとしては、そのまま死んでくれたほうがいいのだが」


　などとぶつぶつ言いながら、香月は刀を引き抜ぬこうとした。


　したらしい。


　したのだが。


　彼女の眉まゆが極きよく限げんまで顰ひそめられた。


　せっかくの綺き麗れいな容貌かおが台だい無なしだ。


「抜けない」


「……は？」


「刀が抜けないんだ。君、何かしてるんじゃないだろうな？」


「し……してねぇよ……っていうか……できるか、そんなことっ」


「まぁ、鋭するどい刃は物ものが刺ささると、希まれに筋きん肉にくが収しゆう縮しゆくして刃物を締しめあげ、抜けなくなるという話は聞くが……しかし、君、本当に何もしていないか？」


「俺は……早く抜いて欲ほしい……って言ってんのっ。抜くの邪じや魔まして……どうすんだっ」


　喘あえぎ喘ぎ、駿が叫さけぶ。


　香月は小さく肩かたを竦すくめ、もう一度、今度は両手で柄つかを握にぎり直した。


　それから左足を上げた彼女は、履はいている草ぞう履りの裏うらを駿の鳩みぞ尾おちの辺りに置いた。


「おい……」


　何するんだ！　という駿の抗こう議ぎを聞き流し、香月は両腕で思い切り刀を引っ張りながら、左足で駿の体を蹴けるように押した。


　こ……この女おんな……最低～～。


「駄目だ。びくともしない」


　刀から両手を離はなした彼女は、額ひたいに浮うきでた脂あぶら汗あせを右手の甲こうで拭ぬぐった。


「いったい全体、何がどうなっているんだ」


　俺が訊ききたいわ。


　とそのとき。


「あっっっ!?」


　鋭い叫び声が香月の口から漏もれた。


「噓うそっっっ!?」


　続けて短く叫ぶと、彼女は飛びつくようにして刀の柄を握った。


「な……噓……どうして……」


　香月の顔がみるみる真っ赤になる。


　駿が慌あわてて視し線せんを落とすと。


「なぁあぁっっっ!?」


　駿も仰ぎよう天てんした。


　刀が、じりじりと自分の体内へ潜もぐり込こんでいるではないか。


「おいっ、何すんだよっ、抜けよっ、どうして刺さしてんだよ、おまっっ」


「違ちが違ちが違ちが～～」


　香月が叫んだ。


「何が違うんだよっっ!?」


「刀が引きずり込まれていくんだっ。勝手に君の体に潜り込んでいくんだよっっ」


「はぁぁあぁぁ!?」


　たしかに彼女は、刀を引こうとして躍やつ起きになっているように見える。


　単なるゼスチャーではなさそうだった。


「君、馬ば鹿かな真似まねは止やめろっ」


「馬鹿はどっちだっ。早く刀抜けっ」


「そんなことを言われてもだな……」


　駿も泣きそうなら、香月はもっと泣きそうな表情かおになっている。


「だっ駄目だ、止とまらない。どうしてっ!?」


「そんなこと、俺が知るか……うわぁっっ」


　目を落とした駿が目を皿のように見開いた。


　刀身は、ほぼすべて体内に消えていた。


　あと少しで鍔つばが体に触ふれる。


　刀が駿の体内へと潜り込んでいく理由はさっぱり判らなかったが、いくらなんでも鍔が引っかかるだろうとふたりとも思った。


　だが、この怪かい異いな現象は、やはりあくまでも怪異なままだった。


　鍔が服の切れ目を押おし広げるように、ずぶりと皮ひ膚ふに埋うまった。


「うわぁあ～～っ」


「ひいぃぃ～～っ」


　駿と香月が同時に悲鳴を上げていた。


　鍔はそのまま駿の体内へと消え、次ついで、柄までもが呑のみ込まれていく。


　眦まなじりを吊つりあげ、鬼おにのような形相で香月が柄を引っ張っている。


　それなのに柄はゆっくりと、しかし着実に移い動どうしていた。駿の体内へと。


　やがて香月の手が駿の服越ごしに体に触れた。


　まさか、こいつの手も俺の体の中へ、なんてことが……。


　不気味な想そう像ぞうに身み震ぶるいした駿だったが、それは杞き憂ゆうだった。


　香月の手は駿の体に邪じや魔まされ、それ以上前に進めない。


　だが、柄は、柄だけは、相変わらず微び速そく前ぜん進しんを続けていた。


　香月の両手が、すぽんっと柄から抜けた。


　もう握っていられるほど柄が残っていないのだ。


　そして、最後に見えていた柄つか頭がしらが、とうとう見えなくなった。


　彼女の刀は、すべてが駿の体内へと消えてしまった。


「あ…………」


　香月の全身から力が抜ぬけたのが判わかった。


　彼女は、そのままそこに、ぺたんとしゃがみ込んでしまった。


　香月はしばらく呆ほうけた表情かおで天を仰あおいでいた。


　ベンチに座すわっている駿の目の前に彼女の顔がある。


　うわ、こいつでも、こんな間抜けな表情かおをすることがあるんだ。


　少しだけ溜りゆう飲いんを下げた感じの駿だった。


　噓うそ……どうして……訳わけが判らない……などと、口の中でぶつぶつと呟つぶやいていた香月だが、やおら両手で駿の膝ひざを摑つかんだ。摑んで揺ゆさぶった。


「返してよっ。わたしの刀、返してっっ。玉たま響ゆら返してよ～～っっ。最低最低、最っ低ぃ、女の子の刀盗とるなんてなんて、最低の男だよ君は～～っっ」


　錯さく乱らんしている。


　かなり溜飲が下がった駿だった。


「あ～～ん、酷ひどい～～、どうしてぇぇ、なんでそういうことするの～～。早く返してったらぁぁぁぁ」


　とうとう泣きだした。


　大いに溜飲が下がった駿だった。


　殺されかけたことの半分くらいはチャラにしてやってもいいような、そんな気分だ。


「って言われても、俺にだって何がなんだか判らないよ」


「酷い酷い酷い～～」


　香月は泣き続けている。


　彼女のその取り乱みだし様ようは、冷静にして沈ちん着ちやく、狗牙とかいう人でないモノを一いち撃げきで屠ほふり、駿の左胸に平然と刀を突つき刺さした少女と同一人物とは、とても思えない。


　駿は、少しほっとしていた。


　少なくとも彼女が、感かん情じようのない冷れい酷こく非ひ道どうな殺人者ではないことが判り、安あん堵どしていた。


　香月の人間らしい一面を見て、彼女に対する恐きよう怖ふ感や嫌けん悪お感は、かなり薄うすらいでいた。


　っていうか、ちょっと可愛かわいいじゃないか。
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　しばらく香月は泣いていた。


　駿も、彼女にかける言葉がなく、ただ黙だまって見ているだけだった。


　いちばん訳が判らないのは駿自身なのだ。


　どういう言葉をかけたらいいのか、皆かい目もく、見当もつかない。


　それに、ここで下手へたなことを言ったら、地じ雷らいを踏ふむ虞おそれもあるしな。


　そうして、どれだけ経たっただろう。


　やがて泣き止やんだ香月は、少しだけ顔を上げ、駿の顔を盗ぬすみ見るようにして涙なみだで濡ぬれた目を向けてきた。


　うわ、なんだよ、それ。反はん則そくじゃねえか。そんな表情かおで、そんな目で見られたら、俺が虐いじめたみたいだぞ。虐められたのは俺だってぇの。


　とは思ったものの、さすがにこの状じよう況きようで彼女を責せめたり非ひ難なんしたりするような度ど胸きようは、駿にはなかった。


　いや、あのさ……と、とりあえず声をかけてみたものの、しかし、なんと続ければいいのか、やはり判らずに、駿は結局そこで口をつぐんでしまう。


　香月は赤く泣き腫はらした目を逸そらせ、消え入るような声でぼそりと言った。


「み……見苦しいものを見せてしまった。申し訳ない」


「いや……まぁ、なんちゅうか、べつに見苦しくはなかったよ。むしろ、可愛かったというか……」


　ぼんっっ、と香月の顔が赤くなる。


　慌あわてて駿に背せ中なかを向けた香月は、ぎくしゃくとした動きで立ちあがり、スカートについた泥どろを払はらい、セーラー服の袖そでで目をごしごしと拭ぬぐった。


　そのとき、駿は初めて彼女のスカートが、ふつうの物とは違ちがう作りになっていることに気づいた。


　ウエスト部から長く延のびた細い帯が腰こしに巻まかれているのだ。


　左腰には大きな開口部があり、そこから中身を喪うしなった鞘さやが覗のぞいていた。


　スカートの下にも、幅はば広ひろの帯を締しめているようだった。


　開口部からは剝むきだしの彼女の太ふと腿ももも見えている。


　駿はどきりとして、思わず目を逸らせた。


　動きを止めた香月は、駿に背を向けたまま声をかけてきた。


「今日のところは、わたしの負けだ」


　いや……勝ちとか負けとか、そういう問題じゃないだろ!?


「しかし、わたしとしても刀を取られたまま引き下がるわけにはいかないのだ。玉響あれは、無む明みよう刀とうの中でもいちばん扱あつかい易やすく、手に馴な染じんだ刀なんだ」


　駿は、はぁ、さいですか、と意味のない言葉を返す。


　すると香月が、その場でくるりと回った。


　襞ひだのある濃のう紺こんの長いスカートが、ふぅわりと膨ふくらみ、そして窄すぼんだ。


「だから返してもらわないと困こまる」


　香月は、以前の落ちつきを取りもどしつつあるようだった。


　表情かおも引き締まっているし、声も硬こう質しつで乾かわいたものになっている。


　やはり彼女にはこっちが似に合あってるな。


　そう思いつつも、駿は。


　さっきの泣いてる姿すがたも捨すて難がたい。


　などと不ふ埒らちなことを考えてしまう。


「そう言われてもなぁ。俺にも何がなんだか判らないし。というか、殺されそうになったのは俺だし」


「うぅっ」


　香月は少しだけ仰のけ反ぞった。


「まぁ、俺には必要のない物だし、返してもいいんだけど」


　香月の顔が、ぱっと輝かがやいた。


「返してくれるのか!?」


「でも、返した直後に殺されるのも嫌いやだし」


　輝いた香月の顔は、すぐに曇くもった。


「俺を殺さないって約束してくれたら返す」


　腕うで組ぐみした香月が、う～～ん、と唸うなる。


　彼女は難むずかしい表情かおで考え込んでしまった。


　駿は嫌そうな表情になる。


「そんなに考えるなよ。っていうか、まだ諦あきらめてないのかよ、俺を殺すことを」


　腕組みを解ほどいた香月が顔を上げた。


「判わかった。約束しよう。だが、君にも約束してもらわねばならん」


「ん？　何を？」


「わたしのこと、狗牙のこと、それを口外しないと。それを約束してくれたら、わたしも君を殺さないと約束しよう」


「判った。約束する」


「では、約束の証あかしだ」


　香月が右手を掲かかげた。小指だけを伸のばして。


「は？」


「だから、指切りげんまん」


　まさか高校生にもなって指切りげんまんをさせられるとは思わなかった。


　些いささか呆あきれた表情かおで駿が香月を見やっていると、彼女は焦じれたように小指を突つきだして寄よ越こした。


「ほら早く」


「……判ったよ」


　駿が香月の小指に自分の小指を絡からめると。


「指切りげんまん、噓うそ吐ついたら針はり千本呑の～ます」


　そう言って、香月は手を上下に揺ゆすった。


　変な奴やつ……。


　小指を解ほどくと、香月は澄すました表情かおで駿に向かって右手を伸ばした。


「では、約束が成立したということで、まずはわたしの玉たま響ゆらを返してもらおうか」


「どうやって？」


「は？」


「いや、だからもちろん、俺は返す気満々だよ？　でも、どうしたら返せるかなんて判らないもの。貴女あなたの刀なんだから、貴女が知っているのではないの？」


　その場で香月は俯うつむいてしまった。


　伸ばした右手を下ろし、ぎゅっと拳こぶしを握にぎる。


　彼女の右拳が、ぷるぷると小こ刻きざみに震ふるえているのが見えた。


「それが判るのなら」


　いきなり香月が右腕を振りあげた。


「最初はなから刀を呑み込まれたりしないわっ」


　駿は顔面を思いきり殴なぐられた。グーで。


　彼女の拳は見た目よりずっと硬かたかった。


　駿は勢いきおいよく背せ中なかから地面に落ちた。





　　　　３




「はい、ええ、そうです……ええ、ええ……ですが……まだなのですか……はい、それは……判りました。では……」


　少し離はなれた場所で、香月が携けい帯たい電話で誰だれかと話をしている。


　足を肩かた幅はばに開き、背せ筋すじを真まっ直すぐ伸ばし、斜ななめ上を睨にらみつけるようにして。


　背中に一本、心しん棒ぼうが入っているような見事な姿し勢せいだった。


　その足あし下もとには、小さなデイパックが置いてあった。


　どうやら彼女は、あれを背せ負おってここまで歩いてきたらしい。


　刀を腰こしに差して。足袋たびと草ぞう履りで。


　刀は普ふ通つうの人には見えないって話だったけど……それにしても不思議な奴だな。そんな不思議少女でも携帯は持ってるわけか。いや、携帯もそうだけど、あいつがデイパックを持ってるってのも、なんか不思議だよな。
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　ベンチに腰を下ろした駿は、殴られた眉み間けんを撫なでながら、電話をしている香月の背中を見るとはなしに見ていた。


　いきなりだったので驚おどろいたし、痛いたいことは痛かった。


　女子の拳にしては硬かったが、それでも目から火花が散るというほどではなかった。


　あいつが居い合あい少女でよかったと、つくづく思う駿である。


　空から手て少女だったら眉間が割われていたかもしれない。


　しかしなぁ……いったい、どういうことなんだか。


　怪ばけ物ものがいるとか、怪け物退たい治じをしている剣けん士しとか、常じよう人じんには見えない刀とか、秘ひ密みつを守るために口くち封ふうじとか、そんなものは漫まん画がやアニメの中だけの話かと思っていた。


　止とどめは、俺の体の中に刀が入っちまったことか……。夢ゆめなら、そろそろ覚さめて欲ほしいもんだが。


　そう、駿の体には今、日本刀が入っているはずだ。


　にも拘かかわらず、以前と変わらず息をして、以前と変わらず動いてる。


　あり得ない。


　いや、あり得ないといえば、抑そもそも、左胸を刀で突つき刺さされて生きていること自体があり得ないのだ。


　不思議、不思議のオンパレード、大バーゲンである。


　不思議などというものは、滅めつ多たに起こらない、滅多にお目にかかれないから不思議であるはずなのに、こうも次から次へと立て続けに起きては、不思議の価か値ちが暴ぼう落らくするというものだろう。


　駿は、いま自分の身に起きていることがどうしても信じられなくて、長い長いため息を吐ついた。


「……はい、了りよう解かいしました。では、現げん場じようで待機します」


　駿がぼんやりと香月を見ていると、ようやく相手との話を終えた彼女が、通話終了のボタンを押おした。


　足下のデイパックを左手で拾い、携帯を右手に持ったまま、香月がゆっくりと駿の下もとへ歩み寄ってくる。


「誰と話をしていたの？」


「わたしのお師し様さまとだ」


「おし様？」


「お師し匠しよう様さま」


「ああ、居合の」


「居合の。それと、狗牙絶ちの。今回の仕事のために、わたしはお師様と共に、この街へ来たのだ」


　なるほどね、と言って駿は小さく首肯うなずいた。


「で、何か判わかったわけ？」


「どうやらお師様には何かしら心当たりがあるらしい。こちらに来るから、それまで君を見み張はっているようにと言われた」


「はぁぁ？　見張ってろぉ!?」


「もちろん、言われなくてもそのつもりだったのだ。なんといっても、君はわたしの玉たま響ゆらを呑のみ込こんでいるんだからな。このまま逃にげられでもしたら、目も当てられない」


「逃げるかっ」


「そう怒おこるな。べつに取って食うわけではないよ。見張るだけだ」


「ちっ、しようがないな。で、いつ来るの、そのお師匠さんは？」


「いま駅の反対側の小神おこ川がわ神社という場所にいるそうだ。天気もいいし散歩がてら歩いて行くと言っていたが、わたしにはそこが、ここからどのくらい離れているのか判らない」


「小神川神社？　あそこから歩くとなると、軽く一時間はかかるぞ？」


「では、お師様が散歩がてらなら……四、五十分といったところかな」


「随ずい分ぶんと歩くの、速いんだな？」


「まぁ……速いな」


「で、貴女あなたの師匠が来るまで、俺たちはどうするわけ？」


「ここで待っていろと言われた」


　駿が嫌いやそうな表情かおになった。


「ここで？」


「何か問題が？」


「いや、俺おれ、学校があるんだけど」


「そんなものは後回しだ」


　学校を「そんなもの」呼よばわりしましたよ、この女おんな。いやまぁ、たしかに……。


　たしかに、この異い常じよう事じ態たいの謎なぞが解かい明めいされない限かぎり、おちおち授じゆ業ぎようを受けている気分ではなかった。


　どころか、真まっ当とうな日常生活すら送れないかもしれない。


　こいつの師匠とやらが、この不思議事じ件けんの種明かしをしてくれることを祈いのるしかないな、と駿は諦あきらめた。


　は～～、と改めて盛せい大だいなため息を吐ついて立ちあがった駿は、自分の胸むな元もとに目をやった。


　左胸、まさに心しん臓ぞうの真上、シャツに小さな穴あなが開いている。


　穴というより、二、三センチの幅はばで切れているといったほうが正確だろうか。


　駿は服の破やぶれ目に指を入れて押し広げてみた。


　そこから覗のぞく肌はだには、なんの傷きず痕あともなかった。


　おそるおそる、肌を指で撫なでてみるが、やはりなんの痕こん跡せきも感じない。


「わけが判らないな。全然、わけが判らない」


　と呟つぶやき、駿は胸から手を離した。


「あ～～、ところで、君」


　顔を上げた駿が香月に向き直る。


「俺は駿。葛かつら城ぎ駿」


「そうか。では、葛城君」


「駿でいいよ」


「で、では、駿」


「なに、修学院さん？」


「いや……わたしも香月、でかまわない」


「いいの？」


「うむ」


「了解」


　駿がにっこりと微ほほ笑えむと、香月は少し頭を後ろに引いた。


「で、何かな、香月？」


「体はなんともないか？」


「ああ、それなんだけど」


　駿は右手で自分の左胸むねを軽く叩たたいた。


「なんともないね。いま見ても傷痕はないし、触さわってみても、なんともなかった。自分でも驚おどろくくらい、なんともない」


「いや、わたしも驚いているんだが」


「ところで、香月のお師し匠しようさん、『心当たりがある』って言ったわけ？　それって、どういうこと？」


「わたしにも詳くわしいことは……。『狗牙絶ちの劔を呑み込んでしまうような者がいるとすれば、それは』と仰おつしやったので、何かご存ぞん知じなのかと思い重ねてお尋たずねしたら、『実じつ際さいに見てみないと、なんとも言えない』と、はぐらかされてしまったんだ」


「そうか。まぁいいや。これで少しは光こう明みようが見えたわけだ。じゃあ、香月のお師匠さんが来るのを大人おとなしく待つとするか」


「ああ、その前に一言注意しておくが、駿」


「ん？　何か？」


「お師様の前で迂う闊かつなことを口にしないほうがいいぞ」


　と言って目を逸そらせた香月は、命が惜おしければ、などと物ぶつ騒そうな言葉を続けた。


「ちょい待ち、ちょい待ち。今のはどういう意味？　っていうか、香月のお師匠さんって、どういう人？」


「どういう人と言われても……天てん心しん無む明みよう流りゆう十七代当主で居い合あいの達人だよ。もちろん、狗牙絶ちの達人でもある」


「香月より強いんだ？」


　彼女は何故なぜか胸を反そらせ、こう応こたえた。


「あの人が獰どう猛もうなグリフォーンだとすれば、わたしなど、養よう鶏けい場じようで飼かわれているひ弱な鶏にわとりにすぎない」


　不思議な喩たとえ方するな、こいつ。というか、胸を張るところか、そこ？　いやいやいや、そのひ弱な鶏に、あっさりと殺されそうになった俺は……。


　駿は思いきり情なさけない表情かおになって訊きいた。


「でも、免めん許きよ皆かい伝でん……なんだろ？」


「うん、皆伝ではあるが。しかし、あの女ひとの強さは出で鱈たら目めな域いきに達しているからな。わたしなどとは比ひ較かくできないよ。それに、これはあまり大きな声では言えないんだが」


　香月はそこで言葉を切ると、何かを窺うかがうように周囲に視し線せんを走らせた。


「少しばかり性せい格かくに難なん点てんがあるのだ」


　出鱈目に強くて性格に難点……か。そりゃ、危き険けん人物だな。


「ありがとう。注意しておくよ」


　右手を挙げた駿は気楽な様子でそう言った。


「駿、君、真面まじ目めに考えていないだろ？」


「いやいや、真面目だって」


　そうか？　と疑うたがわしそうな表情かおで駿を見ていた香月だが、やがて、まぁいいか、と目を転じ、頭上に広がる青空を見上げた。


　すでに太陽は東の空高くに昇のぼり、公園の木々が作りだす黒い影かげも短くなっている。


　だいぶ気温も上がってきた。


　五月にしては暑い一日になりそうだった。


「さて、お師様が来るまで四、五十分か。たいした時間ではないが、することもなしに、ただ待つには長い時間だな」


「あ、何か飲み物でも買ってこようか？　たしか公園の入り口に自じ販はん機きがあったはずだよ。もっとちゃんとした飲料ものが飲みたいのなら、七、八分歩いたところにマスタードーナツがあるから、コーヒーとドーナツでも……」


「マスド！」


　香月の目が、きらりと輝かがやいた。


「わたしはマスドのドーナツが大好物なのだ、駿」


「そ、そうなのか？　じゃ、マスドまで行ってくるから、ちょっと待ってて。少し急いで、往おう復ふくで二十分弱ってところかな」


「一時間でも待つよ」


　すでに香月は、にこにこ顔だった。


　おいおい、俺が刀を持ち逃にげしないように見張ってるんじゃなかったっけ？　一時間も目を離していいのか？　ドーナツ如ごときに釣つられるなんて意外とお人ひと好よしだな、こいつ。


　駿が要いらぬ心配してしまうほど、彼女は上じよう機き嫌げんだった。


　そんなに好きなのか、マスド。


　香月の人間らしいところを、もうひとつ見つけた気がする駿だった。
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「ああ、そうそう、君の鞄かばんは預あずかっておくからな、駿」


　見ると、いつの間まにか香月は駿の鞄を手にしていた。


「あまり戻もどりが遅おそいようだと、退たい屈くつしたわたしは、君の鞄を開けて、中身を調べ始めてしまうかもしれない」


　などと、彼女はにこにこ顔のまま言った。


　うわ、やっぱ全然お人好しなんかじゃねぇよ、こいつ。


「ああ、判わかった。判ったよ。なるべく早く戻ってくるから、できれば俺の鞄の中身を点てん検けんするのは控ひかえてくれないか」


　そう言い残して、駿が歩きだした直後に香月の笑え顔がおが消えた。


　彼女は駿の鞄と自分のデイパックを地面に落とし、眉まゆを顰ひそめて辺りに視し線せんを走らせる。


「駿！」


　香月の声に何やら張はり詰つめた緊きん張ちよう感を感じ、駿はびくりと足を止めた。


「どうかしたのか？」


「君の携けい帯たいを貸かしてくれないか」


「はぁ？　どういうこと？」


「いいから、早く！」


　焦じれた表情かおつきで香月が右手を突つきだした。


　彼女がどういうつもりか判らないまま、駿は自分の携帯をポケットから取りだした。


　そのまま駿は香月へと歩み寄り、彼女の右の掌てのひらに自分の携帯電話を載のせた。


　受け取った香月は、駿から数歩距きよ離りを取ると、彼の携帯を弄もてあそぶようにくるくると手の上で回した後、縦たてにしたり横にしたりして携帯を覗のぞき込んだ。


　駿が怪け訝げんな表情かおになる。


「俺の携帯に何か不ふ審しんな点が？」


　香月は携帯を見るのを止やめて顔を上げた。


「いや、そういうわけではない。しかし、意外とつまらない携帯を使っているんだな」


「大きなお世話だよっ」


「もういい。返す」


　香月は、アンダーハンドで駿に向けて携帯を投げ返してきた。


「うわ、危あぶねっ」


　慌あわてて両手を伸のばして携帯を受け取った駿は、手の中のそれに目を落とすと、ますます怪訝そうな表情かおになった。


「おい、これって、いったいどういう意味？」


　駿の問いには応こたえずに、香月は左手を水平に挙げ、駿の顔に向けて掌てのひらを広げた。


「下がっていろ、駿」


「は？」


「お客さんのようだ」





　　　　４




　香月が視線を向けた先へ駿も視線を送る。


　疎まばらな木々の間に見知らぬ男が立っていた。


　暗あん色しよくの背せ広びろとズボン、白いシャツ、やはり暗色のネクタイ。


　恰かつ好こうだけなら、どう見ても冴さえないサラリーマンだが、しかし、駿はその男を見た瞬しゆん間かん、鳥とり肌はだが立った。


「あ……あいつは……」


　駿を庇かばうように、男と駿を結ぶ直線上へと香月が移い動どうした。


「狗牙だ」


「狗牙……」


　香月が小さく舌した打うちした。


「迂う闊かつだった。曾ひ孫まごがいれば、近くに孫か子がいることを疑うたがっておくべきだった」


　くっくっくっくっ。


　男は嗚お咽えつするように笑いながら、進みでてきた。


　笑い声を上げているのに、無表情のままなのが怖こわい。


　体が微び妙みように左右に振ふれているのも不気味だ。


「たしかにぃ迂闊でしたぁねぇ。しかも、そちらぁの、狗牙絶ちのお嬢じようさぁん、あぁなた、どうしてだかぁ、武ぶ器きを持っていないぃようじゃぁありませんかぁ」


「駿！」


「え？　なに？」


「この中にわたしの携帯が入っている。送信履り歴れきの最新のに電話して、お師し様さまに、狗牙に襲おそわれていると伝えろ」


　香月が足あし下もとに置いてあったデイパックを拾い、駿に向けて差しだした。


「そうはぁいぃきませんよぉ」


　狗牙が跳とんだ。


　人間離れした跳ちよう躍やく力りよくだった。


　当然だ。その男は狗牙であって、人間ではない。


「危ないっ」


　デイパックを放ほうり投げ、香月が駿に飛びついた。


　そのまま彼女は駿を押おし倒たおすようにして、共に地面に転がった。


　香月の胸が駿の顔に密みつ着ちやくしている。


　あ、ちょっと嬉うれしいかも……なんて言ってる場合じゃねぇぇぇ。


　香月が素す早ばやく起きあがる。


　続いて駿も起きあがった。


　もう一度、香月は駿の前に立って狗牙に正対する。


「危ない危なぁい。あの女おんなを呼よばれたりしたらぁ、わたしも尻しつ尾ぽを巻まいてぇ退たい散さんしないといけぇませんからねぇぇ」


　狗牙は香月のデイパックを手に持っていた。


「そうか、貴き様さま、お師様が追っている奴やつか」


「かかかか、どうですかねぇ」


「にしても、素早いな」


「当然でぇす。さぁて」


　デイパックの口を開けた狗牙が中を覗のぞいた。


「なるほぉど、これですかぁ。これはぁ潰つぶしておぉきましょうねぇぇ」


　狗牙は携けい帯たい電話を取りだすと、右手の親指と人指し指で摘つまんで、いきなり押し潰した。


　二本の指だけで携帯電話を粉こな々ごなにした。


「あぁっっっ」


　香月ではなく、駿が悲鳴を上げた。


「駿」


　と呼びかける香月の声は、冷静にして沈ちん着ちやく。


　それで、駿も少し落ちつくことができた。


「な……なに？」


「君はここから逃にげて、助けを求めに行け」


「助けって、いったい誰に？」


「わたしの携帯があれば、送信履歴からお師様に電話ができたんだが、仕方がない。誰でもいいから、とにかく人を集めるんだ。人が大おお勢ぜい集まってきて騒さわぎが大きくなれば、奴も退ひかざるを得ない。ひとり、ふたりでは駄だ目めだ。判わかったな？」


「あ……ああ、判った。でも、香月は？　刀無しで平気なのか？」


「逃げるくらいなら、なんとかなるだろう。応おう援えんが来るまでの間、逃げてみせる」


「そ、そうか」


「行け！」


　駿が、脱だつ兎との如ごとく走りだした。


　香月が油ゆ断だんなく狗牙の男を見つめる。


　だが、狗牙は何もしようとはしなかった。


「余よ裕ゆうだな」


「くふふぅ、公園に張ったお嬢さぁんの結界は、まだ効きいてぇいぃますからねぇ。人を呼ぶにしてぇも、公園の外まぁで出なくてはならなぁい。そぉこで何人もの人間を集めてぇここに戻もどってくるぅまでだと、どんなにぃ早くてもぉ十分以上はかぁかるぅ。あぁなたを殺すぅには……」


　く～～っくっくっくっくっ、と男は耳を塞ふさぎたくなるような異い質しつな声で笑う。


　笑っているのに無む表ひよう情じようのままだった。


「殺して喰くうには充じゆう分ぶんすぎぃる時間ですよぉぉぉ」


　男の様子を観察していた香月は、相手のレベルを見切った。


　狗牙絶ちの者は、相手がどのレベルの狗牙なのかが判る。


　逆ぎやくに言えば、それが判らないようでは狗牙絶ちなど、やっていられない。


　こいつ、孫まごか……。得え物ものさえあれば、どうということはない敵てきだが、さすがに素す手でではきついな。やはり逃げるしかないのだが。


「でぇはぁ、行きまぁすよぉぉぉ」


　男が香月を目がけて跳とんだ。


　空中で右手を振ふりあげ、振りおろす。


　男の手から伸のびた鋭するどい爪つめが香月を襲った。


　その攻こう撃げきを彼女はすんでのところでかわし、地面を転がった。


　男は着地した瞬間に方向を変え、転がった香月を目がけてもう一度跳ぶ。


　振り向くことすらしない。


　跳んで、上から香月を狙ねらって腕うでを振るった。


　彼女に立ちあがる暇いとまさえ与あたえない連続攻撃だ。


　香月は続けざまに地面を転がり、紙かみ一ひと重えで敵の攻撃を避よけることしかできなかった。


「なかなぁか頑がん張ばりますねぇ。あまり時間をかけてぇもいられないのぉで、そろそろ本気でぇ行きまぁしょうかねぇぇ」


　男の攻撃の速度が上がり、鋭い爪が何度も香月の体を掠かすめていった。


　既すでに彼女の着ている服は、セーラー服もスカートもあちこち切り裂さかれ、切られた紺こん色いろのスカートから覗のぞいた足には赤い筋すじがいくつも走っていた。


　血だ。血が滲にじんでいるのだ。


　香月の血を見て、男が初めて表情かおを変えた。


　にぃたぁぁっと、口の端はしを歪ゆがめ、爪の先に付いた香月の血を、長い舌したで刮こそぎ取るように舐なめた。


「あなたぁ、その足の傷きずじゃぁ、もおぉ逃げ切れないないですよぉぉ？」


　狗牙は、くつくつと笑う。


「あぁぁ、わたしは運がいいぃ。武ぶ器きを持たない狗牙絶ちに遭あえるぅなんてぇぇ。しかもそれがぁ、若わかい女の子だなんてぇぇぇぇぇ」


　地面に転がったまま香月が問う。


「わたしを喰くう気か？」


「もちろんでぇす。全部食べてあげまぁす。腕も足も腹はらも背せ中なかも内ない臓ぞうも脳のう味み噌そもぉ、全部全部全部ぅぅ。脂し肪ぼうが詰つまった乳ち房ぶさもぉ美味おいしそうですねぇぇぇ。あぁあぁ、狗牙絶ちの女を喰えるなんてぇぇ、夢ゆめのぉようだっぁぁぁああぁ」


　男は喜き悦えつに身をよじりながら咆ほう哮こうした。


　大きく開けた口には、およそ人の物とは思えない鋭い歯が並ならんでいる。


　その鋭い歯の間から、滝たきのように涎よだれが流れ落ちた。


　絶ぜつ体たい絶命の危き機きを前にしても、香月の瞳ひとみは揺ゆるがない。


　彼女は信じているからだ。駿が、あのトリックに気づいてくれたことを。


　さて、もうそろそろだな。
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　香月がゆっくりと立ちあがった。


　狗牙が吼ほえた。


「さぁぁ、美味おいしぃい美味ぃしい食事の時間でぇす。まずはぁ手足をへし折りぃ、身動きできなくしておいてぇ、服を剝むいて全ぜん裸らにしてぇ、生きたまま喰ってあげまぁすよぉぉ。くきょきょきょきょ、腹を切り裂いてぇ、血ち塗まみれの臓物を引きずりだしてぇ、目の前でぇ喰ってあげまぁす。なるたけ苦く痛つうを与あたえたいのでぇ、簡かん単たんに死なないでくださいよぉぉ。自分の臓物を喰われるのを眺ながめなぁがら、ゆぅっくりと死になさぁいぃぃ」


　だが、香月は怖おそれるふうでもなく狗牙に正対すると、静かに言った。


「残念だが、貴き様さまにわたしは喰えない」


「おやおやおやぁ、まぁだそんなことをぉ？　足に傷を負ったあなたにはぁ、もうわたしから逃にげる術すべはぁ、あぁりませんよぉぉ？」


「もう、逃げる必要がないのだ」


「……言ってる意味がぁ、よぉく判わかりませんがぁぁ」


　狗牙が跳んだ。跳んで右腕を振るった。


　鋭い爪が香月の体に食い込むその寸すん前ぜん、彼女は腰こしから抜ぬいた鞘さやで狗牙の腕を払はらっていた。


　狗牙の右の前ぜん腕わん部ぶがおかしな方向に曲がっている。


　どうやら腕が折れたようだが、しかし。


　狗牙は腕の骨こつ折せつなど毛ほども気にしていないように香月に向き直った。


「まぁだ抵てい抗こうしやぁがりますか。諦あきらめが悪いでぇすねぇ。生かしたまま喰おぉうと思ってましたぁが、もうぅ面めん倒どうですからぁ、ひぃと思いに殺ぉしましょうぅぅ」


　狗牙の左の掌てのひらが、めきょめきょと音を立てて膨ふくれあがった。


　皮ひ膚ふが角かく質しつ化したように硬かたくなり、爪はさらに長く鋭く伸のびた。


「それでは死になさぁい、お嬢じようさぁん。あなたの死体はぁぁ肉も脳味噌も内臓も全部ぅ、美味しく喰って差しあげまぁすからぁぁ」


「残念、時間切れだ」


「寝ね言ごとを言うのぉも……」


「ほら、来た」


　びくりと動きを止めた狗牙は、目を見開いて振り返る。


　来る。


　何者かが恐おそるべき速さで、香月と狗牙がいる場所へと突とつ進しんしてくる。


　およそ尋じん常じようではないその速度は、空を飛ぶ矢か、それとも天あま翔かける竜りゆうか。


「まっっまさかぁぁっっ!?　どうしてこんなに早くぅ来ぉられるんだぁぁっっ!?」


　恐きよう怖ふの叫さけびを上げた狗牙が逃にげだそうと身を翻ひるがえしたその瞬しゆん間かん、一陣じんの旋つむじ風かぜが襲おそった。


　香月は思わず手で眼がん前ぜんを覆おおう。


　旋風が収おさまったとき、狗牙の首は胴どうから離はなれて高々と宙ちゆうに舞まっていた。


　なんとも綺き麗れいな切せつ断だん面めんだった。


　首を無くした狗牙のすぐ前に、小こ柄がらで可愛かわいい女じよ性せいが立っている。


　刀身が一メートル近い超ちよう長ちよう刀とうを相手の胸に突つき刺さしているその女性は、ゴスロリと言えばいいのかボンデージふうと言えばいいのか、黒が基き調ちようの妖あやしいミニスカート姿すがただった。


　その上、なんのつもりか体に鎖くさりを巻まいている。


　それだけでも異い様ような光景なのだが、止とどめは彼女の履はき物ものが一いつ本ぼん歯ばの高たか下げ駄ただったことだ。


　駄だ目め押おしは裸足はだしだったことだ。


　ぼとりと、狗牙の首が地面に落ちた。


　その首に向かって現あらわれた人物が名乗りを上げる。


「天てん心しん無む明みよう流りゆう十七代当主、舘かん山ざん寺じ遊あそ眞ま推すい参さん……って、もう聞いちゃいねぇか」


　可愛い容よう姿しに似に合あわないハスキーな声で名乗った女じよ性せいは、狗牙の体から刀を引き抜くと、斜ななめに血ち振ぶりをして、流れるような美しい所しよ作さで、自分の腕よりも長い長刀を左腰の鞘さやに難なん無なく納のう刀とうしてみせた。


「久ひさしぶりに全力で走ったから、ちっと疲つかれたぜ」


　首を斬きられ、心しん臓ぞうを刺された狗牙は、血を噴ふきだすこともなく、ぐずぐずと崩くずれて人としての形状かたちを無くし、やがて風に乗って霧む散さんしていった。


　香月が舘山寺遊眞に向かって腰を折り、頭を下げた。


「ご苦労様です、お師様」
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　首を刎はね心臓を刺さし、狗く牙がを瞬しゆん殺さつした師し匠しように向かって修しゆう学がく院いん香か月づきが声をかけた。


「お疲つかれ様です、お師し様さま」


「べつに疲れちゃいないがな」


「とにかく助かりました。ありがとうございます」


　師匠に礼を言って立ちあがった香月は、自分の足の怪け我がの具合を調べてみる。


　セーラー服やスカートはあちこちが切り裂さかれ、傷きずからは血が滲にじんでいるが、致ち命めい的な深ふか手ではなかった。


　全力疾しつ走そうは無理でも、ふつうに歩くくらいは大だい丈じよう夫ぶそうだ。


　香月は安あん堵どする。


　そんな香月の下もとへ、彼女の居い合あいの師、舘かん山ざん寺じ遊あそ眞まが、つかつかと歩み寄よって……いや、つかつかという表現は正しくない。何しろ彼女は高たか下げ駄たを履はいているのだから。


　ゴスロリミニスカートに高下駄という大だい胆たんかつ面めん妖ような出いで立ちの舘山寺遊眞は、香月の前に立つと、いきなり刀の柄つか頭がしらを弟で子しの腹ふく部ぶに突き入れた。


「はぼぉっっっ」


　香月は堪たまらず腰こしを折り、腹はらを押おさえて地面に両りよう膝ひざを落とした。


　苦く痛つうに顔を歪ゆがめて呻うめき声を漏もらす香月の頭上から、遊眞の叱しつ声せいが降ふる。


「てめぇ、あんな雑魚ざこに手こずってんじゃねぇよ。免めん許きよ皆かい伝でん、取りあげるぞ」


「いやでも……刀が無くて……ですね……」


　顔を歪めたまま遊眞を見上げた香月が、ぼそぼそと言い訳わけを始めた。


　遊眞は黙だまって右足を持ちあげ、高下駄で弟で子しの顔を踏ふみつける。


「お……お師様？」


　跪ひざまずいた姿勢の香月の顔に下駄の歯を載のせた遊眞が、ぺっと唾つばを吐はいた。


「馬ば鹿か野や郎ろう。刀が無くても闘たたかえるのが天てん心しん無む明みよう流りゆうだろうが。てめぇにはまだ鞘さやが残ってたんだ。鞘一本ありゃあ、あの程てい度どの狗牙、十秒で倒たおせ。てめぇはな、無む明みよう刀とうに頼たよりすぎなんだよ」


　遊眞は、煙草たばこの火を踏み消すときのように、下駄の歯をぐりぐりと動かした。


「……痛いです、お師様」


「痛いように踏んでんだよ」


「そうですか。ところで、お師様」


「なんでぇ？」


「ぱんつが見えてます。お年の割わりには随ずい分ぶんと派は手でな物をお穿はきになって……」


　香月の顔に載せた高下駄から素す早ばやく右足を抜ぬいて後方へ振ふった遊眞は、そのまま弟子の鳩みぞ尾おちへ蹴けりを見み舞まった。


「ぐごぉっっっ」


　遊眞の爪つま先さきが香月の鳩尾にめり込んでいる。


　天心無明流の十七代目は、可愛い顔とは裏うら腹はらに、ヤクザ顔負けの凶きよう悪あくさだった。


　ばったりと地面に上体を倒たおした香月が、またもや声にならない苦く悶もんの呻き声を漏らしていると、そこへ駿しゆんが戻もどってきた。


「えっ？　かっ香月っ!?」


　駿が慌あわてて駆かけ寄ってくる。


「おい、狗牙あいつにやられたのか、香月!?」


　香月の傍かたわらに跪いた駿が、彼女の体に手をかけた。


　香月の顔から転げ落ちた高下駄を履き直した遊眞が駿に呼びかける。


「大だい丈じよう夫ぶだ、若わかいの。香月そいつをやったのは、あたしだ」


「え？」


　顔を上げ、首を巡めぐらせた駿が、遊眞の全身を見回す。


　ああ、と駿が安あん堵どの息を漏もらした。


「あなたが、お師匠様、ですね」


「そうだ。天心無明流十七代当主、舘山寺遊眞だ。遊ぶ眞まこと。古いほうな」


　イ……イメージと全然違ちがう～～。居合の師匠っていうから、もっとこう、枯かれた老人を想そう像ぞうしてたんだけど。っていうか、遊眞？　変な名前……。


　内心の驚おどろきを必死で抑おさえた駿は、ぺこりと頭を下げた。


「俺は葛かつら城ぎ駿です。助かりました。ありがとうございます」


「おお、いい挨あい拶さつだ。最近の若者にしちゃ、上じよう出で来きな部類だな、おまえ」


「はぁ、どうも」


　再ふたたび顔を上げた駿は、遊眞の左腰に目をやった。


「それにしても……駆けていくのを見たときにも思ったんですが、随ずい分ぶんと長い刀を持っているんですね」


　続いて駿は彼女の足下――高下駄にも目をやった。


　むしろ、長刀よりもこちらのほうが驚きだ。


　電話をかけたときに遊眞から、あたしが行くまで絶ぜつ対たいにそこを動くな、と言われたので、公園の片かた隅すみでおとなしく待っていた駿だが、その駿の目の前を飛ぶような速さで駆け抜けていった人物があった。


　腰に刀を差していたので、きっとあれが香月のお師匠さんだろうと見当をつけたのだが、そのときは遊眞の走る速度が速すぎて、彼女が下げ駄たを履はいていることまで気がつかなかったのだ。


　宙ちゆうを飛んでるように見えたのは、この高下駄のせいか。いやだがしかし。こんな下駄を履いてて、あの速さかよ。しかも一本歯だよ。こんなの、歩くのさえ難むずかしいだろうに。


　改めて度ど肝ぎもを抜かれる駿である。


　遊眞は、ふん、とひとつ鼻を鳴らした。


「なるほど、視みえているわけか。こりゃまた、どうもこうも、面おも白しろい者もんと出で遭あっちまったもんだな……って、おい、いつまで寝ねてんだ、さっさと起きねぇか、香月」


　苦悶に顔を歪ゆがめながらも香月はなんとか立ちあがった。


　切り裂さかれたスカートの裂け目から彼女の太ふと腿ももが覗のぞいている。


　駿は、それにちらっと目をやったあと、少し視線を外して訊きいた。


「いやでも、香月、ずたぼろじゃないか。本当に平気なのか？」


「大丈夫だよ、駿。このくらいの傷きずは、薬を塗ぬって包帯を巻まいておけば、すぐに治るさ。致ち命めい傷しようなのは、たった今、お師し様さまにもらった一いち撃げきだけだ」


「なんでぇ、駿に香月だとぉ？　もう名前で呼よび合っちゃってるのかよ。いいね、いいね、若い者もんはさぁ。なぁおい、お姉さんとも名前で呼び合わないか、駿ちゃんよ」


「え～～と、じゃぁ……遊眞ちゃん？」


「年上を、ちゃんづけにすんじゃ、ねぇ」


　遊眞の高下駄が飛んできた。駿の下か腹ふく部ぶ目がけて。


　そして見事に命中した。


　低く呻うめいた駿が股こ間かんを押さえて頽くずおれ、香月は顔を覆おおって天を仰あおいだ。


　天心無明流十七代当主は、ヤクザなどより遥はるかに凶悪で凶きよう暴ぼうだった。
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　香月の傷の応おう急きゆう手当てを済すませると、三人は公園にほど近いマスタードーナツへと移い動どうした。


　そこに至いたる道みち筋すじで擦すれ違ちがう人々が、どれほど好こう奇きと驚きよう愕がくの目を三人に向けてきたかは、改めて触ふれるまでもないだろう。


　何しろ香月はセーラー服に足袋たびに草ぞう履りなのだ。


　しかも、セーラー服やスカートは、あちこちが破やぶれている。


　そして遊眞は、ゴスロリミニスカートに裸足はだしで高たか下げ駄たなのだ。


　これで刀が見えていたら大騒さわぎになるところだが、それは起こらなかった。


　本当に見えてないんだ、刀は、と感心してしまう駿である。


　だからといって注目度が減へるわけではない。


　駿は恥はずかしくて堪たまらないから、なるべくふたりから離はなれて歩こうとした。


　だが、遊眞が許ゆるしてはくれなかった。


　離れようとすると遊眞が寄よってきて駿の隣となりに立ち、わざわざ彼の手を取ったりするものだから、始末に負えない。


　すでに登校時間が過ぎているため、学生の姿すがたがないことだけが救いだった。


　こんなところをクラスメートに見られたら明日あしたから学校に行けないぞ、と駿は冷や汗あせを流した。


　まったく、羞しゆう恥ちプレイの一種か、これは。


　駿は歯を食いしばって、ふたりと共にマスタードーナツまで歩いてきたのだった。


　そして今、店に入った三人は各おの々おの注文した品をトレイに載のせ、四人掛がけの席についたところである。


　ふたりの足あし下もとが隠かくれれば好奇の目も収おさまるかと期待していた駿だが、席に座すわった後あとも、人々の目は別の意味でふたりに釘くぎ付づけだった。


　というのも、テーブルの上には……。


　駿はなるべくそれを見ないように努力している。


　しかし、目の前のことなので、どうしても目に入ってしまう。


　駿は、これほど怖おそろしい光景を未いまだかつて見たことがなかった。


　香月の前に置かれた大きな皿には、マスドのドーナツが十八個こ、積まれていた。


　遊眞の前に置かれた特大の皿には、マスドのドーナツが二十三個、積まれていた。


　それはもはや山と呼びたくなる高さだった。


　店内にいるすべての客と店員が、好奇心と恐きよう怖ふと軽けい侮ぶと羨せん望ぼうと驚愕の入り混まじった目を三人に向けてくる。


　こいつらのほうが狗牙なんかより、よほど人間離れしているんじゃないか？


　そう思わずにはいられない駿だった。


「なにふぁいいふぁいふぉとふぇふぉ？」


　口の中にドーナツを詰つめ込こみ、ほっぺたを思いきり膨ふくらませた遊眞が、もごもごと口を動かしているが、何を言っているのか、よく判わからない。


　可愛かわいい見た目が台無しだ。


　というか、この女ひと、いったい何歳いくつなんだ？


　遊眞の年齢としを確かく認にんしたくてしようがない駿だが、香月に「迂う闊かつなことを口にするな」と忠ちゆう告こくされている。


　そして、彼女の先ほどの凶暴さを鑑かんがみれば、これは絶ぜつ対たいに本人に訊いてはいけない類たぐいの質しつ問もんだろう。


　まぁ、いいや。この女ひとがいないところで、こっそりと香月に訊くとして。


　駿は、もう一度、皿の上に山積みになっているドーナツに目をやった。


　遊眞はばくばくと、香月はもくもくと、山積みのドーナツを順調に減へらしている。


「ふたりとも、そんなに食べて大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


「なにふぁ？」


　ドーナツを咀そ嚼しやくしながら遊眞が睨にらんできた。


　なんとなく栗り鼠すを連想してしまう駿だった。


「いや、その、体重とか」


　彼女は口の中のドーナツをカフェオレで喉のどに流し込んでから、おもむろに口を開いた。


「馬ば鹿か野や郎ろう。この程てい度どのカロリーを消化できないような柔やわな修しゆ行ぎようしてねぇぞ。このくらい、毎日食ったって太りゃしねえ」


　毎日……これを食べる……うっ駄だ目めだ、想そう像ぞうしたら胸むね焼やけが……。


「それに今日は久ひさ々びさに全力疾しつ走そうしたからな。あの一ひとっ走ぱしりで、このくらいすぐに消える」


「あ、それなんですけど。遊眞さん、俺が電話した時点では、たぶん、まだ歩いて三十分くらいかかる場所にいたんですよね。小神おこ川がわ神社から歩いていたのなら。俺が電話した後、どうしてあんなに早く、あの公園まで来られたんですか？　それとも、すでに走っている最中でした？」


「違ちがうよ。散歩中だったよ」


「へ？　でも……」


　駿が困こまった表情かおを香月に向ける。


　淡たん々たんとドーナツを食べていた香月は、その手を――いや、口を止めて応こたえた。


「お師し様さまが本気で走れば、そのくらいの距きよ離りは五、六分で来られるのだ」


　駿は目を見開いて目の前に座っている遊眞を見つめる。


「疑うたがってるのふぁ？」


「い、いえ、そんなことは……」


「本当なんだ、駿。お師様がフルマラソンに出場すれば、二時間半は軽く切るだろう」


　マジすか!?　それって……女子の一流選手並なみだぞ。


「一方、短距離でも速いんだ。二百メートルなら、そうだな、二十二、三秒程度で走れるのではないかな」


　そ、それも一流選手並みだ。っていうか、あと少しで世界記録に届とどきそうだ。短距離も長距離も世界レベルかよ。どんな超ちよう人じんだ、この女ひと。


　香月が、ふふ、と小さく笑った。


「お師様やわたしのように、古流を能よくする者は、普ふ通つうの人とは少しばかり違う走り方なのだ。その走法なら、スピードを維い持じしたまま長い距離を走れて、消しよう耗もう度どは遥はるかに少なくてすむ。お師様の高下げ駄たも、その走り方と密みつ接せつな関係があるのだ」


　そう言われれば……と駿は思いだした。


　遊眞の走る姿すがたを見たときに感じた違い和わ感を。


　あれは、ただたんに速いというだけではない、何かおかしな印象だった。


　その理由が、いま香月が言った「普通の人とは違う走り方」のせいなのだろうか。


　具体的にどこがどう違うのか、この時点での駿には皆かい目もく見当もつかなかったのだが。


「ふぅん、なんか……凄すごいんだな」


「そう、お師様が本気で走れば恐おそろしく速いのだ。それが判っていたからこそ、わたしは一ひと芝しば居い打ったんだよ、駿」


「一芝居……ああ、あの携けい帯たいね」


　駿が小さく首肯うなずいた。


「最初、香月が何を言ってるのか判らなかったけど、あいつが現あらわれた後あとの説明で判ったよ。おかげで俺おれの携帯、壊こわされちゃったけどな」


「う……いや、それは、人命に関かかわる緊きん急きゆう事じ態たいだったということで、ひとつ……」


　額ひたいに脂あぶら汗あせを浮うかべた香月が、駿に向かって拝おがむように手を合わせる。


　ひたすらドーナツを咀嚼していた遊眞が、隣となりの席の香月に顔を向けた。


「ん？　おまふぇ……何ふぁ小こ細ざい工く……しやふぁっは……のふぁ？」


　食うか話すか、どちらかにすればいいのに。意外と行ぎよう儀ぎが悪いな。居合なんてやってる人は、もっと礼儀とか立ち居振ふる舞まいとかにうるさいのかと思ってた。


　ぎろりと、遊眞が駿を睨んだ。


　駿は慌あわてて目を逸そらす。


「ええ、まぁ。あの狗牙を油ゆ断だんさせるために、駿とわたしの携帯をすり替かえたんです。あいつは奪うばった駿の携帯を、わたしの物だと思い込んで、それを潰つぶして安心したのですよ。これでもう、お師様に電話はできないと。ところが駿が持って逃にげたのが、わたしの携帯だった。だから駿は発信履り歴れきから、お師様に電話できたわけです」


「ふん。機転が利きくのふぁ認みとめるふぁ、そうひふ機転を闘たたかいふぇも活いかふようにふぁれ」


　遊眞は口の中のドーナツを呑のみ込こむと、次の物は口に運ばず、椅い子すの背せもたれに自分の背中を預あずけてふんぞり返った。


「さっきも言ったがな、おまえは無明刀に頼たよりすぎなんだよ。素す手でで狗牙を相手にしろとは言わねえがな、鞘さやが残ってるのなら、それで闘えるじゃないか」


「それは……はい、奴やつの攻こう撃げきを鞘で払はらって防ぼう御ぎよしました」


「違ちげ～よ。守るんじゃなくて攻せめろっつてんだよ」


「しかし、鞘で腕うでの骨ほねを折ったくらいでは、狗牙には大したダメージでは……」


「だから。おまえの闘い方は綺き麗れいすぎるってぇの。刀に拘こだわったり、形に拘ったり。そんなもんに拘ってると、おまえ、いずれ死ぬぞ」


　うわ、なんか、今の話を聞くと、ほんとうに居い合あいの師し匠しようっぽいなぁ、と駿が密ひそかに感心しているその目の前で、香月が神しん妙みような表情かおで頭を下げた。


「肝きもに銘めいじておきます」


「あたしならなぁ」


　ふふんと、遊眞が鼻を鳴らした。


「お師様なら？」


「鞘を使って、金きん的てき、狙ねらうね」


　ぐっと言葉に詰つまった香月が、大きく頭を引いた。


「そ、それは……」


「相手は狗牙とはいえ男なんだからよ。腕や足やボディでは効き目が薄うすくても、金的なら利きく。なぁ、駿ちゃん、利くだろ？」


「俺、遊眞さんの下駄が命中したとき、最悪、男を辞じ退たいすることになるかも……って思いましたよ」


「はっはっはっ。女の陣じん痛つうと男の金きん痛つうは、異性には永えい遠えんに判らない激げき痛つうらしいからなぁ。もっとも、あたしはどちらも経けい験けんしちゃいねえが」


　なんだよ、金痛って。普通、そういう表現するかな。本当に居合の師匠とも思えない品のない女ひとだなぁ。


　などと駿が考えたのを察知したのか、遊眞は駿を睨ねめつけてきた。


「もう一度、金○マに下駄ぶつけてやろうか」


　うわ？　人の耳じ目もくがあるこんな場所で「金○マ」なんて口に出して言うか!?　品がないというより、ずばり下品な女ひとだ。


「っていうか、面めん倒どうだからあたしが直ちよく接せつ、手で握にぎり潰してやんよ。玉が潰れる瞬しゆん間かんなんて、そりゃぁもう、天にも昇のぼるくらい気持ちいい痛さらしいぞ？」


　どんな痛さだ、それは！　っていうか、まるで実じつ際さいに潰したことがあるような言い草だけど。いや、この女ひとなら……あるかもしれない。


「勘かん弁べんしてくださいよ。そんなことされたら本当に男じゃなくなっちゃいますって」


「大だい丈じよう夫ぶだよ。駿ちゃんが男を止やめるような事じ態たいになったときは、香月が嫁よめに貰もらってくれるだろ」


「お師し様さま、わたしは女おんなです」


「んなこたぁ知ってるよ。おめえとは何度も風ふ呂ろに入った」


　と言った遊眞が上体を乗りだし、駿の顔に自分の顔を近づけた。


「駿ちゃん、こいつさぁ、一見ガリガリちゃんに見えるけど、意外と凄すごいんだよ～～。胸なんか、こう、ぼぼん、ぼぼ～んだぜ？」


　ぼぼん？　ぼぼんなのか、香月の胸は!?


　遊眞は、くっくっくっくっといやらしい思いだし笑いをしてから、そっと囁ささやいた。


「盗とう撮さつ写真あるけど、買うか？　それはもう、いろいろ写ってるぜ？　いろいろっつ～か、余あますことなく全部」
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　かっ買う。


　思わず内心で即そく答とうしてしまう駿だった。


　香月が低く唸うなった。


「お師様～～」


　遊眞が唸り返す。


「なんでぇ～～」


　ふたりは額ひたいをぶつけんばかりに顔を近づけ、睨にらみ合っている。


「恥はじというものを知らないんですか～～」


「知るか、そんなもん～～」


「だったら、一度、恥というものを教えて差しあげましょうか～～」


「要いるか、そんなもん～～。撮とられて気づかないおめえが悪いんだ。もっと周りの気配に敏びん感かんになりやがれ～～」


　動物園から逃げた猛もう獣じゆうが二頭、店にやって来て唸り合いを始めたかのような迫はく力りよくだ。


　店内にいた客が次々とトレイを持って立ちあがり、返へん却きやく口にトレイを戻もどすのも早々に、あたふたと店から出ていった。


　そんなふたりの様子を見た駿は、師し匠しようと弟で子しというより、仲のいい友だちみたいだなぁ、と感心してしまう。


　とはいえ、何い時つまでも猛獣の真似まねをさせておくわけにもいかない。


　駿は手を伸のばして、ふたりを分けようとした。


「ほらほら、ふたりとも、もう止やめましょう。周りのお客さんが迷めい惑わくしてますから。店員さんも睨んでるし。ねっ、ほら」


　ちっ、と大きく舌した打うちして、遊眞が頭を引いた。


　それで、香月も顔を戻す。


「それより、本題に入りましょうよ～～」


「本題？　本題ってなんだ？」


　がくぅっと、駿がずっこけた。


　香月が助け船を出す。


「ですから、駿がわたしの刀を呑のみ込こんでしまったという話です」


「ああ……それな」


「何か、お心当たりがあったようですが？」


「まぁ、あるっていや～あるかな。逆に言えば、ないわけじゃないっつ～か。うん、だが、ちょっとばかし、難むずかしい問題を孕はらんでいやがるのよ、これが」


　師匠を見る香月の目が、すっと細められた。


「随ずい分ぶんと回りくどい言い方をされますね」


　ああ、まぁな、と呟つぶやくように言うと、遊眞はふんぞり返っていた姿し勢せいを戻して、残っていたドーナツに手を伸ばした。


「話は、これ、食い終わってからでいいか、駿ちゃんよ？」


「え……ええ、かまいませんけど」


「じゃ、ちょっと待っててな」


　遊眞は猛もう烈れつな勢いきおいでドーナツにかぶりついた。


　彼女がドーナツを食べている間、特にすることもないので、駿は見るともなしに正面に座すわっている遊眞を見ている。


　店内に残っている客の何人かは、まだちらちらと三人のほうへ視し線せんを送って寄よ越こすが、その視線もテーブルの上と、座っている三人に限げん定ていされていて、背はい後ごの壁かべに立てかけられた遊眞の刀と香月の鞘に注目するような人間は皆かい無むだった。


　それが駿には不思議で仕方がない。


　だが、今までのことを振り返れば、他ほかの人には刀が見えていないのは確かく実じつだ。


　見えない……刀。それなのに、自分にだけは見えている。いったい、どういうことなんだろう……。


　だが、考えても判わかるわけはない。香月にだって判らなかった。


　だから彼女は、師匠を呼んだのだ。


　駿が改めて自分の服の破やぶれ目に目を落としたとき、遊眞が最後の一個こを食べ終わった。


　ほぼ同時に香月も自分の分を食べ終わっていた。


　二十三個のドーナツをすべて胃の中に収おさめた遊眞は、少しだけ残っていたカフェオレを飲み干ほし、静かにカップを置いた。


「駿ちゃんよ」


　はい？　と駿が顔を上げた。


「河岸かし、変かえようか」


「え？」


「いや、さっきから店の連中、あたしらを睨んだままだし、周りの客も、こっち見てやがるしよ。これから話す内ない容ようは余よ人じんには聞かれたくないんでな。どこか人のいないところへ行こうや」


　注目されてるのは一から十まで全部あんたらのせいだ、と思う駿だが、それには触ふれず、黙だまって首肯うなずいた。


「……はい、判りました」


　遊眞が自分のトレイを香月に押おしやった。


　香月がふたり分のトレイを手に立ちあがる。


　駿も自分の分を片かたづけるために腰こしを浮うかせた。
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　マスタードーナツを出ると、


「人がいなくて静かに話せる場所はないか？」


　と遊眞が駿に訊きいてきた。


「あたしも香月も、この辺には詳くわしくないんでな。地元民のおまえなら、どこか心当たりがあるだろ？」


　駿には、ひとつ心当たりがある。あるが。


　このふたりをあそこに連れていってしまっていいのかな、という不安は拭ぬぐえない。


　とはいえ、この出いで立ちのふたりと一いつ緒しよでは、ファミレスに行こうが喫きつ茶さ店てんに行こうが、マスドの二の舞まいになるのは確実。静かに話など、できるはずもない。


　駿は観念した。


「ええ、はい、ないこともないですよ」


「じゃあ、そこへ案内してくれ」


「少し散らかってますけど、いいですか？」


　と駿が遊眞に訊くと、彼女は鷹おう揚ように首肯うなずいた。


「かまわないよ。静かに話ができて、人に聞かれる心配がなければ、それでいい」


「じゃあ……こっちです」


　ささやかな繁はん華か街がいを抜け、閑かん静せいな住じゆう宅たく街へと、駿はふたりを案内した。


「ここか？」


　遊眞と香月が六階建ての茶色っぽい塗と装そうのマンションを見上げている。


「普ふ通つうのマンションに見えるんだが？」


「もちろん、普通のマンションですよ。ここに俺の部屋があるんです。ここなら静かだし、他人ひとに邪じや魔まされることもありませんし。お茶くらいなら出しますよ」


「だが……家の人は？」


「大だい丈じよう夫ぶです。いま両親はいないんで」


「そうか。じゃあ、お邪魔するとしようか」


　エントランスのオートロックを開けて、駿がふたりを建物の中に誘いざなった。
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　十二、三畳じようほどあるリビングの三人がけのソファに遊眞と香月が並ならんで腰こしを下ろす。


　遊眞は自分の刀をソファの横、床ゆかの上に横たえた。


　香月も師し匠しように倣ならい、鞘さやだけを床の上に置く。


　駿は自分の部屋へ鞄かばんを放ほうり投げると、キッチンへ行ってお湯を沸わかし、お茶を淹いれた。


　お茶の入った湯飲みを盆ぼんに載のせて駿がリビングへ戻もどってくると、ふたりは物もの珍めずらしそうにあちこちに視線を走らせていた。


「何か珍しい物でもありましたか？」


「いや、珍しいというか、なんとなく家族の匂においがせんなぁと思ってな」


「そうでしょうね。ここには俺しか暮らしていませんから。はい、どうぞ。安物のお茶で申し訳わけないですが」


「ああ、かまわんよ」


　湯飲みを持ちあげた遊眞が、ふぅむ、と小さく唸うなった。


「ということは、駿ちゃんは両親を亡なくしているのか？」


「縁えん起ぎでもないことを言わないでください。両親は健けん在ざいです。今は海外に長期出しゆつ張ちよう中ちゆうなんですよ。その間、自宅に俺ひとりで住むのはもったいないから、そちらは賃ちん貸がしに出していて、俺はマンションにひとり暮らしなんです」


　遊眞はもう一度、リビングを見み渡わたした。


「ここだって、ひとり暮らしには随ずい分ぶんと広いように思えるが？」


「二年も三年もひとりで留る守す番ばんするんです。このくらいの贅ぜい沢たくは許ゆるされてもいいでしょう。それに、たまに親が日本へ戻ってきたときには、ここに泊とまるんですから」


「最近の若わか者ものは贅沢に慣なれやがって……」


　ぶつぶつと文もん句くを言いながら、遊眞は出されたお茶に口をつけた。


「確かに安物だな」


「文句があるなら片かたづけますけど？」


「文句はないよ。ただ、不味まずいと言ってるだけだ」


「お師様……」


　香月が隣となりで苦く笑しようしている。


　ふたりが座っているソファの対面に、ひとりがけのソファがふたつ置いてある。


　駿は、その片方に腰を下ろした。


「それより、遊眞さん、人に聞かれたくない話って、なんですか？」


「それなんだがな」


　遊眞は手にした湯飲みを静かに卓たくの上に置くと、正面から駿の顔を見つめた。


「すまなかった」


　遊眞が、いきなり頭を下げた。


　それがあまりにも唐とう突とつだったので、駿は、へ？　という間ま抜ぬけな声を出すことしかできなかった。


　両の掌てのひらを卓につけ、肘ひじを上げ、額ひたいを卓に擦こすりつけた遊眞は、もう一度、謝あやまった。


「うちの馬ば鹿か弟で子しが馬鹿なことをして、迷めい惑わくをかけちまった」


「えっと……？」


　駿が怪け訝げんそうな視し線せんを香月に向けると、彼女は驚おどろいた表情かおで、頭を卓に擦りつけている師匠を見つめていた。


「ほら、てめえもちゃんと謝らねぇか」


　上体を起こした遊眞は、右手を伸のばして香月の後頭部を押おさえると、思いっきり前に押し倒たおした。


　香月の額が勢いきおいよく木もく製せいの卓に激げき突とつし、ごん、という大きな鈍にぶい音が聞こえた。


「……お師様……痛いたいです」


「痛いじゃねえ。謝れっつってんだよ！」


「な……何をです？」


「何をだぁ？」


　香月の後頭部から手を離はなした遊眞が、ソファの背せに寄よりかかって、ふ～～っとため息を吐ついた。


「おまえ、他人ひと様さまを殺そうとしといて、知らん顔かよ。てぇした女だな、おい？」


「こ……殺そうとしたのはたしかですが、しかし、それは我われ々われの秘ひ密みつを守るためにしかたなく……」


　頭を上げた香月が――おでこが赤くなっている――心外そうに師匠に抗こう議ぎをしていると、遊眞はゆっくりと手を伸ばし、駿が湯飲みを運んできた盆を持ちあげた。


　何をする気だ？


　と駿が見ている目の前で、遊眞は香月の頭とう頂ちよう部ぶ目がけて盆を振ふり下おろした。


　がこ～ん、という鈍い音がリビングに響ひびき渡り、木の盆は真まっ二ぷたつに割われてしまった。


　けっこう石頭なんだな、香月は。


　どうでもいいことに駿は感心してしまう。


「あのなぁ、あたしは『絶ぜつ対たいに知られてはならねえ』っつったけど、秘密を知った人間を殺せとは言ってねえぞ」


　涙なみだ目めになった香月は、まだ何か言いたそうに、もごもごと口を動かした。


「で……ですが……」


「一いつ般ぱん人じんには絶対に知られない。そういう覚かく悟ごで事に当たれってことだ。どこでどう勘かん違ちがいしたんだか知らねぇが。知られたのは、おまえが迂う闊かつだったからだ。未み熟じゆくだったからだ。てめえの迂闊さを、未熟さを、他人ひとに押しつけるな。それで殺そうなんて、とんでもねぇ話だぞ、おい」


「……申し訳わけありません」


　駿は遊眞に謝しや罪ざいされたのにも吃驚びつくりしたが、彼女の言っていることを聞いて、さらに吃驚した。


　自分たちのことを知られたら目もく撃げき者しやを殺す、というのが彼女たちの基き本ほん方ほう針しんだと思っていたのだが、どうもそうではないようだ。


　たんに香月の早とちり、っていうか、勇いさみ足……だったのか？


「知られることがあっちゃならないが、万一、知られたら、そのときはそのときのこと。どうすればいいかは臨りん機き応おう変へんに考える。考えもせずに人を殺すなんてぇのは、狗牙と同じだっつぅの」


　返す言葉もなく、香月は悄しよう然ぜんと萎しおれてしまった。


「香月こいつは、どうも頭が固くていけねえ。それに狗牙絶ちの仕事を始めて、まだ日が浅いからよ、よく判わかってねぇこともあるんだ」


　遊眞がまたも頭を下げた。


「勘かん弁べんしてやってくれないか、駿ちゃん」


「いや、あの……」


「ほら、香月、てめえも謝れよ！」


「すまなかった、駿。わたしは愚おろかだった。浅はかだった」


　香月は恐おそるべき勢いで頭を下げた。


　勢いをつけすぎて、またも額が卓に激突し、ごん、という大きな音が響いた。


　卓が割れないかと駿は要いらぬ心配をしてしまう。


「謝る言葉など、ない。いや、謝って済すむものでもない。もしも君がわたしを許ゆるせないと思うのなら、君も同じようにしていい」


「同じって……」


「わたしを刺さしていいよ、駿」


「いや、もう、いいから……ふたりとも、頭を上げてくださいよ」


「おお、許してくれるのか、駿ちゃん!?」


　顔を上げた遊眞が、上うわ目め遣づかいに駿を見た。


「はぁ、まぁ、なんというか、俺はこのとおり、無事だったんですから」


「許してくれるってよ、香月。よかったな」


　上体を起こした遊眞が、思いきり香月の背中を叩たたいた。


　香月は顔を伏ふせたまま、消え入りそうな声で、


「ありがとう、駿」


　と言った。


「いやでも、刺されたときは死ぬほど吃驚びつくりしましたけどね。何故なぜか死ななかったんだし。っていうか、傷きずひとつ、ついていないし」


「それだ」


「え？　どれです？」


　遊眞は難むずかしい表情かおになって腕うで組ぐみした。


「香月の結けつ界かいは、完かん璧ぺきと言うにはほど遠いが、それでも人を近づけない効こう果かは発はつ揮きする。なのに駿ちゃんは公園に入ってきた。駿ちゃんよ、公園に入るとき何か感じなかったか？　あるいは何かを考えなかったか？」


「え～っと……そう言われてみれば……たしかに今日はここを通らないほうがいいんじゃないかなって思ったような気が……」


「そう、そんなふうに人の心に働きかけるのが、あたしたちの張はる結界なんだよ。べつに物理的な障しよう壁へきを張るわけじゃねえ。でもな、だからこそ、人は自分でも気づかないまま、あたしらが来て欲ほしくない場所に近づくのを避さけるんだ。ところが駿ちゃんは、行かないほうがいいんじゃないかと考えながら、結局は、あの公園に来ちまった。他ほかに入ってきた者はいなかったんだろう、香月？」


　頭を上げた香月が、はい、と首肯うなずいた。


　目が赤く腫はれている。


　伏ふせたまま泣いていたのかもしれない。


　やっぱ、香月こいつ、基本的に善いい奴やつだよな。


　改めて駿はそう思った。


「つまり、結界はちゃんと働いていた。なのに駿ちゃんは入ってきた。あたしが考えるに、無明刀で刺されても死なないような人間だったからこそ、香月の結界が効きかなかった……てぇのは、どうよ？」


「どうよ？　と言われましても……」


　戸と惑まどった表情かおで駿が遊眞と香月を交こう互ごに見た。


「要するに、俺が死ななかったことと、結界とやらをすり抜ぬけたことは、密みつ接せつに関係している……ということですか？」


「している可か能のう性せいは高い、とあたしは思うね。さて、そこでだ」


　腕組みを解ほどいた遊眞が上体を乗りだしてきた。


「狗牙絶ち衆しゆうの張った結界が効かなかった。無明刀で刺されても死ななかった。どころか、無明刀その物を呑のみ込こんじまいやがった。そんな駿ちゃんは、いったい何者なのか？」


　駿も上体を乗りだして、目の前にある遊眞の顔を見つめる。


「何者なんですか、俺は？」


　香月も、ごくりと唾つばを呑み、横目で師し匠しようの口くち許もとを凝ぎよう視しした。


　遊眞は、ふっと駿の顔から視し線せんを逸そらせて上体を戻もどし、湯飲みに手を伸ばした。


　湯飲みを手にした遊眞は、またもやソファの背もたれに自分の背中を預けた。


　遊眞さん！　と駿が迫せまると、香月も追い討うちをかけた。


「電話で話したとき、お師様には心当たりがあるような口振りでしたが、それはいったい、なんなのです？」


　温ぬるくなったお茶を一口すすると、遊眞はゆるゆると視線を戻す。


「自分が何者か、どうして死ななかったのか、どうして刀を呑んじまったのか。知りたいかい、駿ちゃんよ？」


「知りたいに決まってるじゃないですか！」


　少し怒ど気きを含ふくんだ声で駿が怒鳴った。


　湯飲みを戻すと、遊眞は足を持ちあげ、ソファの上で胡座あぐらをかくような恰かつ好こうになった。


　誰が見たって行ぎよう儀ぎが悪いと即そく断だんするであろう体たい勢せいだが、彼女はそんなことにはまったく頓とん着ちやくせずに、意味ありげな視線を駿に向けてきた。


「聞かない、という選せん択たく肢しもあるぞ？」


「どういう意味です!?　やっぱり関係者以外には教えないと？　相手が当事者でも!?」


　遊眞は、わざとらしく右手で耳を塞ふさいで視線を逸らせた。


「そう、がなり立てなさんなって。話すことを拒きよ絶ぜつしてるわけじゃない。選ぶ権けん利りは当然駿ちゃんにある。聞くか、聞かないかのな」


「だったら、そんなの、決まって……」


　と言いかけた駿の鼻はなっ面つらへ、遊眞は冷や水を浴びせた。


「聞いちまえば、駿ちゃんは此方こちらの世界の住人だぜ？」


「……あ」


「あたしが言いたいのはそういうことだ。聞かなければ、今日起きたことを忘わすれちまえば、これまでどおりの日にち常じよう生活を送れるさ。何も知らずにとはいかないだろうが、駿ちゃんはまだ、かろうじて其方そちら側に立っている。距きよ離り的にはあと数歩かもしれないが、最後の一線は越こえちゃいねえ。呑んだ刀だって、病院でレントゲン撮とったら写うつってる、なんてこともねぇだろ。だけどな、駿ちゃんよ。あれこれ聞いちまえば此方側へ来ることになるんだぜ。そしてだ、いったん間はざまを越えて此方に来たら、もう引き返せないと思え」


　駿は言葉に詰つまってしまった。


　知りたい、聞きたいばかりで、知った後あと、聞いた後にどうなるかまでは、少しも考えていなかった。


　舘山寺遊眞がこう言い切る以上、駿の体に起きたことの謎なぞ解ときをすれば、彼の何なに気げない日常を破は壊かいするのに充じゆう分ぶんな衝しよう撃げきがもたらされるに違ちがいない。


　聞いていいのか。聞かないほうがいいのか。


　だが、このまま此方側へ引き返すことができるのか。


　あんなことを見たのに。あんな体験をしたのに。


　いや、だからこそ引き返すべきではないのか。今なら、まだ間まに合うのだろう。


　いや……でも……俺おれは……どうしたら……。


　駿は判わからなくなった。
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　固まってしまった駿を見て、遊眞がにっと小さく笑った。


「まぁ、今すぐに結けつ論ろんを出せってぇのも酷こくな話だわな。何しろ一生もんの決断だからな。ということで、駿ちゃんには一週間の猶ゆう予よをやろう」


　顔を上げた駿は、え？　と首を傾かしげた。


「だから、一週間の間あいだに考えろ。自分が納なつ得とくするまでな。そして納得してから結論を出せ。そうしないと、きっと後で後こう悔かいすることになるぜ？」


　遊眞はひとり、うんうんと首肯うなずいた。


「どうだ、悪い話じゃないだろ？」


　あのう、と駿が遠えん慮りよがちに右手を挙げた。


「一週間も俺を野の放ばなしにしておいて、いいんですか？　貴女あなた達のこと……誰だれかに話すかもしれないのに。というか、俺、香月の刀を呑のみ込こんだままなんですけど」


「もちろん、野放しになんか、しておくものかよ。一週間の間は、ずっと香月をおまえに付けておくから」


「ええぇ？」


「朝から晩ばんまで張はりつかせる。それはもう、ストーカーと言っていいくらいにだ」


「えぇぇえ～～っっ!?」


　香月が思わず立ちあがっていた。


「そんな話、聞いていません、お師様」


「当たり前めえだ。いま初めてしてるんだから」


「し、しかし……」


「座すわれ、香月！」


　香月は神しん妙みような表情かおで、すとんと腰こしを下ろした。


「もう駿はあたしらと関かかわっちまってる。万が一ということがあるだろうが」


　香月は目を見開いて、あ！　と言った。


「え？　え？　どういうことです？」


「それはだな、おまえはまだ其方そちら側にいるとしてもだ、狗牙のほうで、おまえを敵てきと認にん識しきしちまう可か能のう性せいも僅わずかだがあるってことだよ。その場合、誰か側そばにいないと、駿ちゃん、殺されるだけだぜ？　そして、駿ちゃんが殺されたら、無明刀の参さん番ばん、玉たま響ゆらは、そのまま喪うしなわれるかもしれねえ。それじゃ困こまるんだよ」


　香月が重々しく首肯うなずき、駿は喘あえぐように、


「そんなことが……」


　と言った。


「まぁ、可能性そのものは少ないが、絶対にねぇとも言えねえ。だから、香月を付ける。言ってみりゃあ護ご衛えいのようなもんだ。もちろん見張りもするがな。いいな、駿ちゃん？」


「はぁ……まぁ……なんというか……ありがとうございます」


「香月も、いいな？」


「はい。ですが、お師様、朝から晩までといっても、駿が学校にいる間は近づけません。それに、彼が自宅ここにいるときだって」


　香月がそう言うと、遊眞がにたりと笑った。


「駿ちゃん、ひとり暮らしは不便だろ。飯めしなんか、コンビニ弁べん当とうばかりじゃないのか？」


「いや、そんなことは……まぁ、時々」


「だろうな。そこでだ、美人で腕うでの立つメイドさん欲ほしくないか？　料理作るの上手うまいぜ、そいつ」


　香月の目が、す～～っと細められた。


「お師様、それ、まさか……」


　駿は、ちらっと香月に視し線せんを走らせ、すぐに逸そらせた。


「ほ、欲しい……かな」


「はっはっはっ、だろうだろう」


　声高に笑った遊眞は、続けて身を乗りだしてきた。


「ついでにさぁ、可愛かわいくてお茶目で腕が立って優やさしくて美人のお姉さんは要いらないか？　料理食べるの上手うまいぜ、そいつ」


「けっこうです。っていうか、料理食べるの上手くても意味ないでしょっ!?」


「即そく答とうで拒きよ否ひかよっ。しかも厳きびしい突つっ込こみつき！」


　遊眞に殴なぐられた。


　割われた盆ぼんの片かた割われで、思い切り。


　駿の目から火花が飛んだ。


　…………どこが、優しい…………。


　額ひたいを押おさえて、駿が卓たくの上に突つっ伏ぷす。


「けっ、いろいろと楽しいことを教えてやろうと思ったのに。あんなこととか。こんなこととか。あまつさえ、そんなことまでも。でも、もう止やめた。どうしても教わりたきゃ、香月に教われ」


「教えません！」


　怖おそろしい目つきで師し匠しようを睨にらみつけてから、香月がふっと体の力を抜ぬいた。


「ですが、お師様、本気なのですか？」


「しようがねぇだろ。誰かさんが下手へた打ったおかげで、玉たま響ゆらを喪うしなうかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんだからな」


　ううぅ、と香月が低く呻うめいた。


　自分の失しつ態たいであるから、そこを衝つかれると彼女は反論ができない。


「自宅のほうは、まぁ、それでいいとして」


　顔を上げた駿が、思わず内心で突っ込んだ。


　いいのかよ!?　ほんとうに、それで!?


「学校のほうは……そうだな、あたしが裏うらから手ぇ回しといてやるから、香月、おまえ、駿ちゃんの学校に転校しろ」


「……判わかりました」


　いや、判っちゃうのか、そこ。というか、そんな簡かん単たんに転校できるのか？　裏から手を回すって、いったい……。


「そんな表情かおするな、駿ちゃんよ。この仕事はな、いろんな組織ところと繫つながってないと、できない仕事なんだよ」


「はぁ……」


　遊眞が、よし！　とばかりに、ぱちりと指を鳴らした。


「ちょうどいい。あたしも今日はここに泊とめてもらうことにするわ。ホテル代、浮うくしな。ああ、気にするな。あたしも香月も、ソファだろうが床ゆかの上だろうが寝ねられるから」


　うへぇ。


「なんだ、その嫌いやそうな表情かおは!?」


「全然、嫌じゃないですよ～～？」


「んじゃ、まず、ホテルへ戻って荷物を引き取ってくるとするか」


　遊眞と香月は、一昨日おとといから駅前のビジネスホテルに泊まっていたのだそうな。


　そして、今日も泊まる予定だったという。


「でも……俺、学校が」


「んなもん、一日くらい休んだって死にやしねぇよ。どうせ今から出たところで、午前中は全ぜん滅めつだろ？」


　学校を「んなもん」呼ばわりですよ、この女ひと。弟で子しが弟子なら師匠も師匠だな。


　しかし、これだけとんでもない目に遭あいながらも、何ど処こか、わくわくドキドキしている自分を駿は感じていた。


　これから一週間、香月と一いつ緒しよにいられることへの期待感なのか、それとも退たい屈くつで決まり切った日にち常じようが破やぶられたことへの喜びなのか。


　それは判らない。


　だが、もしも後者だとすると……遊眞に訊きかれた問といの答えを出すのは、意外と簡かん単たんなのかもしれない。


　理由を聞かないで、いつもの日常へと戻るのか。


　理由を聞いて、非ひ日常の世界へと足を踏ふみだすのか。


　今すぐには決められないが、どちらに惹ひかれているのか、すでに駿には明白だった。
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　学校から帰った俺おれを、香か月づきが玄げん関かんまで出で迎むかえてくれた。


　背せが高く手足も長く、腰こしまで垂たらした艶つややかな黒くろ髪かみと涼すずしげな容貌かお立ちが魅み力りよく的な香月。


　そして何より、強い意い志しの光を湛たたえた漆黒くろい瞳ひとみが印象的な香月。


　そんな彼女が何故なぜか今日きようは白と黒のひらひらメイド服に身を包んでいる。


　メイド服のスカート丈たけはかなり短く、すらりと伸のびた彼女の足の白さが目に眩まぶしい。


　似に合あってる。っていうか、似合いすぎ。


「お帰り、駿しゆん」


　彼女が俺に向ける優やさしい笑え顔がおに、俺の心はもう蕩とろけそうだ。


「ご飯はんにする？　それとも先にお風ふ呂ろ？」


「そうだな、お風呂がいいかな。もちろん、香月と一いつ緒しよにね」


「も～～、駿ったら」


「俺と一緒じゃ、嫌いや？」


「嫌じゃないけど……」


　ここで一ひと押おし。


　俺は香月の手を取って強く引いた。


「じゃあ、ほら、一緒に入ろうよ～～」


「ご……強ごう引いんなんだからな、駿は」


　速そつ攻こうで靴くつを脱ぬいだ俺は、香月の手を引いたまま脱だつ衣い所じよに行って。


「ほら、脱がしてあげる、香月」


　香月のメイド服に優しく手をかける。


「あ……駄だ目めだったら、駿……」


　香月は抵てい抗こうの素そ振ぶりを見せるけど、彼女の抵抗が本気じゃないことなど、俺は先せん刻こく承しよう知ちなのだ。


「ほらほら、香月ちゃん、無駄な抵抗は止やめておとなしく脱がされましょうね～～」


　俺は背はい後ごから強く香月を抱だき締しめるようにして。


　服の結び目を解とき。


　ボタンを外し。


「あ、駄目……駿、服が皺しわに……なっちゃう……自分で……自分で脱ぐから……」


　観念した香月は、自分の手でゆっくりとメイド服を下ろし、続けて……。
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「……………………駿」


「かづぅき～～」


「…………駿」


「ほらぁはやぁくぅ」


「……駿？」


「ぜぇんぶぬぅいでぇ」


「駿！」


「うわぁあっ!?」


　駿が跳はね起きた。


「ようやく起きたか。さっさと朝ご飯を食べないと、遅ち刻こくするぞ」


　寝しん室しつのベッドの上で、きょろきょろと駿が周囲を見み渡わたした。


　そこは見み慣なれた自分の部屋だった。


　ベッドと書しよ棚だなと勉強机づくえ、テレビとテレビゲームとミニコンポ。


　それら、男子高校生なら持っているであろうありふれた物に囲まれた部屋で。


　窓まど際ぎわに立った香月が、カーテンに手を伸のばしている。


　むろんメイド服ではなく、いつものセーラー服の上にエプロンを着けているだけだ。


　高校生にして天てん心しん無む明みよう流りゆう居い合あいの使い手である修しゆう学がく院いん香月。


　その恰かつ好こうも魅力的と言えば魅力的なのだが。


「……あれ……お風呂は？」


「は？　お風呂？」


　カーテンを開けた香月が疑ぎ念ねんの籠こもった目で駿を見ている。


　朝日の眩しさと香月の目の圧あつ力りよくに耐たえきれず、思わず駿は目を逸そらせた。


「そういえば、なんだか楽しそうな夢ゆめを見ていたようだが」


「いや、それは……」


「わたしの名前が聞こえたような気もしたけど、ひょっとして駿の夢には、わたしが出しゆつ演えんしていたのかな？」


「い、いや、それは……」


「どんな楽しい夢だったのかな。そして駿の楽しい夢の中で、いったいわたしは何をしていたのだろう。よかったら教えてくれないか、駿」


　そんなこと、言えるわけない！


　駿はわざとらしく顔を巡めぐらせ、本棚に載のっている時計に目をやり、わざとらしく驚おどろいた。


「うわぁ、もうこんな時間！　急がないと」


　ベッドから飛び降おりた駿は、いきなりパジャマを脱ぎだした。


「ちょ……女の子の前でいきなり着き替がえを始めるなんて、失礼な奴やつだな、君は」


「そう思ったのなら、出ていく、出ていく」


　パジャマを脱ぎかけたまま、駿が香月の背せ中なかを押おした。


「判わかった、判った。もう」


　ぶつぶつ文もん句くを言いながら、香月が駿の自室から出ていった。


「早くしないと、ご飯はんが冷めてしまうぞ」


　了りよう解かいっ、と叫さけんで駿はドアを閉しめた。


　危あぶなかった。いくら夢の中とはいえ、香月にメイド服を着せたり脱がせたりしてるなんてことが知られたら……あまつさえ一いつ緒しよに風ふ呂ろに入って、あんなことやこんなことをしているなんてことが知られたら……殺されるかも。


　駿は大きく安あん堵どの息を吐はいた。


　でも……。


　駿は自分の両手を持ちあげ、眼がん前ぜんで掌てのひらを広げてみる。


　夢の中で抱いた香月の体は柔やわらかくて温あたたかくて、まだ掌に温ぬくもりが、感かん触しよくが残っているような気がした。
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　香月との同どう居きよが始まって五日が過すぎ、今日で六日目になる。


　香月だけとの同居ではないのが少し（かなり？）残念だったが、楽しい五日間だった。


　自じ宅たくで、自分以外の人間と話をしたり食事をしたりＴＶを見たりすることが、こんなに楽しいものだとは思わなかった。


　駿が子こ供どもの頃ころに味わった家族の団だん欒らんが、突とつ然ぜん、蘇よみがえったようだ。


　温かく満ち足りた五日間だった。


　だから言いだせなかったのかな、と駿はそう思う。


　もう決心はついているはずなのに。


　日にち常じようと別れを告げ、非ひ日常の世界へと足を踏ふみだす。


　此方こちら側から彼方あちら側へと足を踏みだす。


　その覚かく悟ごは、できたはずなのに。


　そう、このまま知らん顔をして日常に留とどまるなんてことは、駿にはできそうになかった。


　何故なぜなのかを知りたい。


　刀で刺さされても死ななかった理由を。


　香月の刀を呑のみ込こんでしまった理由を。


　自分は何者なのかを知りたい。


　刀で刺されても死なない自分は何者なのかを。


　香月の刀を呑み込んでしまった自分は何者なのかを。


　これから何を為なすべきなのかを知りたい。


　自分がもし普ふ通つうの人と違ちがう者であるならば、いったいこれからどうすればいいのかを。


　知りたい。どうしても。


　確かく認にんしたい。必ず。


　見つけたい。絶ぜつ対たいに。


　たとえ命の危き険けんがあろうとも。


　しかし……。


　まだ決心を決行に移うつすまでには至いたらなかった。


　楽しい五日間に流されていたと言えなくもない。


　決心したつもりでも、何ど処こかに躊躇ためらいの気持ちがあったのかもしれない。


　だが、明日あすはもう約束の日なのだ。


　何い時つまでも先さき延のばしにすることはできない。


　今日にしよう。


　駿はそう決意していた。


　その決意は、昨さく晩ばん、香月に伝えておいた。


　遊あそ眞まの話を聞けば、その時点で、いつもの日常と決別することになるのだろう。


　少し惜おしいような、少し恐こわいような、少し寂さびしいような、そんな気持ちになる。


　だけど、彼女と一緒なら。


　そう、修学院香月と一緒なら、駿は危険な彼方あちらの世界にも行けそうな気がした。


　理由はよく判わからない。


　彼女のことが好きだからか。


　そうかもしれない。


　でも、それだけじゃない。


　確たしかに駿は彼女に惹ひかれているが、それは彼女を好きかどうかという次元とは別の問題のような気がするのだ。


　それがなんなのか、と問われても駿には上手うまく答えられない。


　香月が駿のことをどう思っているかも判らない。


　ただ、これだけは言える。


　この先、駿が非日常の領りよう域いきに足を踏み入れるとすれば、香月は駿にとって重要で大切な人物になるだろう。


　香月にとっても、俺が重要で大切な人間になればいいんだけど。


　そんなことを考えながら、駿は学校の制せい服ふくに着き替がえ終えた。


　これで最後になるかもしれない「いつもの日々」の始まりだ。


　駿はひとつ深しん呼こ吸きゆうしてからドアを開け、リビングへと向かった。
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「んん？　おふぉいは、ひゅんはんほ」


　ダイニングテーブルに陣じん取どって朝ご飯を食べているもうひとりの同どう居きよ人にん、舘かん山ざん寺じ遊眞が口一いつ杯ぱいにご飯を頰ほおばったまま声をかけてきた。


　遊眞は香月の居合の師し匠しようなのだが、香月とは違って、かなり小こ柄がらな女じよ性せいだった。


　年ねん齢れいはたぶん二十代半ばから後半のはずだが、恐おそろしくて駿は未いまだに確かく認にんできていない。


　彼女こそが天心無明流の十七代師し範はんである。


　香月と遊眞は、狗く牙がという人に非あらざる怪ばけ物ものを狩かっている狗く牙が絶だち衆しゆうなのだそうだ。


　俄にわかには信じられない話だが、香月は駿の眼がん前ぜんで狗牙を殺している。


　たしかに、あの死に様ざまは人ではなかった。


　あれを見せられたら、駿としては信じるしかない。


　その香月が「自分より遥はるかに強い」と評ひようする師匠の遊眞だが、こうして見ていると全然そうは見えないところが、面めん妖ようというか面おも白しろいというか。


　遊眞は駿の予よ備びのパジャマを着ていた。


　サイズが大きすぎて上着の袖そでやズボンの裾すそを幾いく重えにも折り曲げているその様は可愛かわいいと言えば言えなくもない。


　黙だまってさえいれば。


「は～～～～、も～～～～」


　駿は、盛せい大だいなため息を吐ついた。


「なに言ってるか判らないです。食べるか話すか、どちらかにしましょうよ、遊眞さん」


　駿を睨ねめつけた遊眞だが、何も言わずに口の中のご飯をひたすら咀そ嚼しやくして呑のみ込こんだ。


「遅おそいな駿ちゃんよ、って話だよ。のんびりしてたら遅ち刻こくするんじゃないのか？」


「急いでご飯を食べて学校へ行きますとも」


「ほら、駿」


　駿が椅い子すに腰こしを下ろすと、ご飯をよそってくれた香月が、ご飯はん茶ぢや碗わんを差しだした。


「ああ、ありがと」


　受け取った駿が急いで朝食を食べ始めると、遊眞が、ふっふっふっ、といやらしい笑い声を立てた。


　箸はしを止めた駿が遊眞に顔を向ける。


「なんですか？」


「香月の飯めしは美味うまいだろ？」


「ええ、本当に。久ひさしぶりに家庭の味を堪たん能のうできて、香月には感かん謝しやしてます」


　駿がそう言うと、香月が少し顔を赤らめて目を伏ふせた。


「ああ、いや、それならよかった……けど」


　そのまま香月は、そそくさとキッチンのほうへ消えていった。


「新しん婚こんさんみたいだなぁ、駿ちゃんよ」
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「ええ、そうですね。遊眞さん、貴女あなたさえいなければ」


　うっ、と小さく唸うなって遊眞が頭を引いた。


「言うじゃねえか、駿ちゃんよ」


　再ふたたびご飯を口に運び始めた駿が、いかにも不満そうに言った。


「そのくらい言わせてもらってもいいと思いますけど」


「何が不満なんだよ!?」


「だって、ず～～っと貴女がいるんだもの」


「あたしがいちゃ悪いのかよっ!?」


　駿が手に持っていた茶碗を荒あら々あらしくテーブルの上に置いた。


「香月が俺おれに張はりつく……はずだったのでは？　遊眞さんまでずっとここにいるなんて話、これっぽっちも聞いてませんでしたけど!?」
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　あの日――遊眞と香月が駿の家に泊まった翌よく日じつ、遊眞は、


「これからいろいろと準じゆん備びしてくるからな。終わったら電話するから、駿ちゃん、学校に行くのは、その後あとにしろ。そのときには、香月の転校手続きも済すんでるから。いいな？」


　と言い残して何ど処こかへ出かけていった。


　昨日きのう休んだばかりなのに、と思わないでもない駿だったが、自分のことであれこれ世話をしてくれているのだから文もん句くも言えない。


　それで遊眞からの電話を待って、午後から香月と共に学校に出たのだった。


　背せが高くスタイルがよく、凜り々りしくて落ちついた雰ふん囲い気きの香月は、男女を問わず、たちまちクラスの人気者になったのだが、それはそれとして。


　学校が終わって駿と香月が駿の自じ宅たくに戻もどってくると、何故なぜか遊眞がいた。


　彼女はリビングのソファに寝ね転ころがって本を読んでいた。


「あれれ？　どうして遊眞さんがここに？　っていうか、鍵かぎはどうしたんです？」


「駿ちゃんよ、もう少しいい鍵にしねえと、泥どろ棒ぼうに入られるぜ？　今どきの泥棒は、やれピッキングだ、やれサムターン回しだって、進歩してやがるからな」


「まさか、貴女……」


「うん、開けた」


「……エントランスのオートロックは？」


「管理人を騙だまして入れてもらった」


「こ、この女ひとは……」


　まぁまぁ駿、と香月が宥なだめる。


「お師し様さまに正せい論ろんを言っても無む駄だだよ」


　どういう師匠だよ、それは。


　しばらく口の中でぶつぶつとぼやいていた駿だが、すぐにもう一度、遊眞と相あい対たいした。


「まぁ、鍵のことは措おいといて。で？　何故、遊眞さんがここにいるんですか？」


「だからさ、おまえと香月をふたりだけにしたら、きっといろんないいこととかエロんないいこととかしちゃうだろ？　そうならないように、見張るんだよ」


「するかっ」


「しませんっっ」


　駿と香月が見事にハモった。


「本当かぁ？」


「しませんよ」


　香月は即そく座ざに否ひ定ていしたが。


「ああ、いや、それはその……」


　駿のほうは歯切れが悪かった。


　香月が目を細めて駿を見る。


「駿、君……」


「いやいや、そうじゃなくて。ほら、あれだよ、たとえ俺がその気になっても、香月が相手じゃ、瞬しゆん殺さつされちゃうだろ？　駿なだけに瞬殺……なんちて」


「その気になるわけ？」


「あ～～、なんというか……なるかも」


「そ、そうなのか。それは……困こまったな。君を殺すわけにもいかないし。なんといっても、君はわたしの刀……無む明みよう刀とう参さん番ばんの玉たま響ゆらを呑のみ込こんだままだから」


　そう、数日前、ひょんなことから体内に呑み込んでしまった香月の刀は、今も駿の体に入ったままなのだ。


　この非ひ常じよう識しきな事じ態たいに際さいし、この後、どうすればいいのか。


　駿は遊眞から一週間の猶ゆう予よを貰もらっていた。


「駿が香月の刀を呑み込んだ理由に心当たりがある」


　と遊眞は言った。


　だが彼女はこうも言った。


「理由を聞けば、日常の世界とは決別することになるかもしれない。一生を左右するかもしれない決けつ断だんだから、一週間、よ～く考えて返事をしろ」


　駿は迷まよった。


　迷ったが、このまま知らん顔で日常の生活に戻ることはできない、という結けつ論ろんを出したのは前ぜん述じゆつしたとおりである。


　だから駿は……。


　駿と香月が無言で互たがいの顔を見やっていると。


　いきなり遊眞が、どんとテーブルを叩たたいた。


「おい！　あたしを無む視しして、早くもふたりでいちゃついてんじゃねえよ！」


「いちゃついてなんか、いません！」


　ふん、と遊眞が馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らした。


「そんな危あぶないふたりだからな、間ま違ちがいが起きねえように、あたしが見張りに来たんじゃねえか」


　お邪じや魔ま虫むしめ！


　などと駿は内心で毒づいたものだが。


　とにもかくにも、そのとき以来、三人の奇き妙みような同どう居きよ生活が始まることになった。
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　二日目の昼間、駿と香月が学校へ行っている間に、遊眞はいったん自分の道場へ戻り、香月のために別の刀を持ってきた。


　学校への行き帰りに香月が鞄かばん――かなり横長の特注品だった――に忍しのばせている小こ太だ刀ち二本がそれで、無む明みよう刀とう弐に番ばん「罪つみ無なし」というのだそうだ。


　常人に視みえないとはいえ、学校へ行くのに長い刀を持ち歩くのは邪魔になるということらしい。


「やはり玉響のほうが手に馴な染じむ。小太刀は扱あつかいにくいんだ」


　と香月はこぼしていたが、もしも狗牙と闘たたかう羽目になれば、選えり好ごのみはしていられない、とも言った。


　ちなみに、遊眞が持っている超ちよう長ちよう刀とうは無明刀の六番「亢こう竜りよう」というらしい。


　亢竜とは天高く昇のぼりきった竜りゆうのことだから、達人遊眞が持つに相応ふさわしい刀だとは言えそうだが。


　しかし「玉響」に「亢竜」に「罪無」って、どういうネーミングセンスなんだ？


　駿は残りの無明刀の名前も知りたかったのだが、遊眞は、機会があればそのうちにな、と言うだけで教えてはくれなかった。


　これまでの五日間は、概おおむね何事もなく過すぎていた。


　概ねというのは、香月と駿が学校にいる間あいだ、妙にべったりとくっついているので、男子学生たちからいろいろと嫉しつ妬とされたり言いがかりを受けたりした程てい度どのことはあった、ということだ。


　だが、所しよ詮せんその程度だった。


　遊眞や香月が心配したような、狗牙による襲しゆう撃げきなど、不ふ測そくの事態は起きていない。


　そして今日。


　遊眞が駿に「一週間の猶予をやろう」と言ってから、六日目の朝を迎むかえていた。


　明日は、もう約束の期日なのだ。
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「香月が俺に張はりつく……んじゃなかったんですか？　遊眞さんまで、一週間ここにいるなんて話は聞いてませんでしたけど!?」


　駿が上体を乗りだしてそう文もん句くを言うと、遊眞が、よよと泣き崩くずれた。


「駿ちゃん、酷ひどいよ……お姉さん、邪魔？　迷めい惑わく？　悪者？　ふたりのことが心配だっただけなのに」


「泣き真似まねしてもダメ！」


「ちぇっ」


　何い時つもの不ふ貞て不ぶ貞てしさを取り戻もどした遊眞が、右足の膝ひざから下を引っ張りあげ、椅い子すの上に乗せた。


　ご飯の最中なのに。相変わらず行ぎよう儀ぎが悪いな、この女ひと。


「だから何度も言うがな、おまえらふたりだけにしとくと、どんな若わかさ故ゆえの過あやまちを犯おかすかもしれねえだろ。遠く離はなれた親おや御ごさんが知ったら、泣くぜ？」


　泣くかな。むしろ喜ぶんじゃないかな、あのふたりなら。っていうか、若さ故の過ちの相手が香月なら、俺は歓かん迎げいだけど。


「犯しませんてばっ」


　と抗こう議ぎの声を上げながら、香月がキッチンから戻ってきた。


　駿は、慌あわてて表情かおを引き締しめた。


　狗牙に切り裂さかれた物は捨すてて新品と交こう換かんしたらしいが、いま彼女が身に着けている濃のう紺こんのセーラー服は、基き本ほん的に駿と出会ったときと同じデザインだ。


　駿の学校の制せい服ふくがまだできていない、というのがタテマエだが、どうせ、またすぐ転校するので、新しい物を作るのがもったいない、というのが本ほん音ねである。


　その辺は遊眞が裏うらから手配しているようで、香月だけが違ちがう物を着ていても、学校側は特に何も言ってはこなかった。


　香月がエプロンを外しながら言った。


「駿、お師し様さまなんかの相手をしていると、本当に遅ち刻こくするぞ」


「あ、てめ、なんかとは、なんて言い草だ」


「あ……ああ、そうだな」


「こら！　駿ちゃんも肯こう定ていするな」


　自分を睨にらんでいる遊眞と目を合わせないようにしながら、駿は急いで残りを平らげて、ご馳ち走そう様さま、と手を合わせた。


　椅子から立ちあがった駿が、


「歯を磨みがいてくる」


　と言い残して洗面所へ消えると、遊眞が、ふぅ、とため息を吐ついた。


「駿ちゃん、今日が六日目だってこと、覚えているんだろうな」


「それは間違いないですよ」


　と香月が応こたえた。


　遊眞が弟で子しの顔を見やる。


「駿は昨晩、『明日あした、学校から戻ったら遊眞さんに返事をする』と言ってましたから」


「ん？　じゃあ、あいつ、もう答えを出してるってことか？」


「そのようですね」


「そうか。駿ちゃんが決めたのなら、あたしがどうこういう筋すじ合あいはねえんだが……」


「不安ですか？」


「不安っていやぁ、不安だな。だが」


　遊眞は椅子の背せもたれに自分の背中を預あずけた。


「どちらを選んだにせよ、結果、どういう目に遭あおうとも、それはあいつの人生だ」


「大げさですね」


　ふん、と鼻を鳴らした遊眞は、香月に向かって言った。


「じゃあ、学校が終わって戻ってきたら話をしよう。駿の奴やつから目を離はなすなよ」


「はい、お師様」


　そこへ、歯を磨き顔を洗あらった駿が戻ってきた。


「お待たせ、香月」


「では、お師様、行ってまいります」


「行ってきます、遊眞さん」


「ああ、行ってこい。放課後、道草喰くってんじゃねえぞ」





　　　　８




　その日の授じゆ業ぎようを終え、駿と香月が部屋に戻ってきた。


　時刻は午後の四時頃ごろである。


　南西向きのリビングには、初夏の陽ひ射ざしが差し込んでいた。


　駿はリビングのひとり掛がけソファに真しん剣けんな面おも持もちで座すわった。


　木もく製せいの卓たくを挟はさんで対面の三人掛けソファには遊眞と香月が並ならんで腰こしを下ろしている。


　香月は行ぎよう儀ぎ良く座っているが、遊眞は足を組み、ふんぞり返るようにソファの背に自分の背中を預けていた。


　卓の上には、香月が淹いれたお茶が入った湯飲みが三個こ、置いてあった。


「もう、決めたんだな、駿ちゃんよ？」


　と遊眞に訊きかれ、駿は大きく首肯うなずいた。


「はい、決めました」


「どちらを選んだ？」


「聞かせてください。どうして俺おれが香月の刀を呑のみ込こんでしまったのかを。どうして俺にそんなことが可か能のうだったのかを。この後あと、俺はどうすればいいのかを」


「そうか。そっちを選んじまったか」


　遊眞は天てん井じようを見上げ、もう一度、そうか、と呟つぶやいた。


　一方、香月の表情かおは変わらない。


　既すでに彼女は駿の決けつ断だんを予よ測そくしていたのだろう。


「本当にそれでいいんだな？」


　遊眞に念押おしされ、駿は少しだけ強こわばった表情かおで、はい、と頷うなずいた。


「何があっても？」


「ええ……っていうか、何があるんです？」


「先のことなど判わからないよ。けどな、平へい穏おん無事な日にち常じようとはサヨナラだ。そう思っておいたほうがいいだろうさ」


「あんまり脅おどかさないでくださいよ」


　遊眞は、ふっと顔を綻ほころばせる。


「べつに脅してるわけじゃないがな」


　遊眞は湯飲みに手を伸のばし、少し温ぬるくなったお茶を一口啜すすってから湯飲みを卓に戻もどし、上体を乗りだした。


「んじゃ、まず、駿ちゃんが玉響を体内に入れちまった件けんから行くがな」


　駿が、いや香月も、ごくりと唾つばを呑んだ。


「たぶん、駿ちゃんは鞘さや……なんだと思う」


　駿が怪け訝げんそうな表情かおになった。


「さ……鞘って、あの、刀を収おさめる鞘のことですか？」


「そうだよ」


「それって……洒落しやれか何かです？」


「馬ば鹿か。違ちげ～よ。いくらあたしでも、こんなときに洒落や冗じよう談だんは言わないぞ」


「それを聞いて安心しましたけど。でも、俺が鞘って、どういうことですか？」


「あんまり驚おどろかないんだな？」


「まぁ、女の子が刀を体から出したり入れたりするアニメなんかもありましたし」


「ああ、あれか。世界を革かく命めいする少女がどうのこうのって奴だな？　なかなか面白い作品だったな」


　遊眞が「少女革命ウテナ」を知っていたことに、駿は吃驚びつくりである。


「よく知ってますね、遊眞さん」


「田舎いなか暮ぐらしだと、夜中に映えい画がやアニメのＤＶＤを見るくらいしか楽しみがないんだよ。最近は宅たく配はいレンタルなんかもあって、しかもネットで注文できるから、便べん利りだぜ」


　…………変な女ひと。


「っていうか、いや、そんなことより。俺が鞘っていうのは……」


　待て待て焦あせるな、と遊眞が右手を挙げた。


「あたしも先代から聞いたことがあるだけで、詳くわしいことは知らないんだがな。なんでも、無明刀を呑み込んでしまう不思議体たい質しつの人間がいたんだってさ。先代も、先々代から話を聞いただけだそうだが、先々代は実じつ際さいに見たことがあるんだそうだ。無明刀を呑み込んでしまう人間をな」


　駿と香月が同時に、えぇっっ!?　と叫さけんだ。


「なんでも先々代の先々代、つまり四代前の師し範はんがな、そういう人間を伴ともなって狗牙絶ちをしていたんだそうだ」


「そ……そういう人間って……それに、どんな意味が？」


「誰だれかに刀の存そん在ざいを感づかれる心配はないし、持ち運びにも便利じゃないか」


「あ！」


　言われてみれば、たしかに。


「普ふ通つうの人間には視みえないってもだ、刀はそこにあるんだからな。触さわれば判るし、持ち運ぶのにもそれなりに注意が必要だ。バスや電車に乗るにはケースに収めて運ぶわけだが、体内に刀を収められるんなら、そんな手て間ま要いらずで、誰に憚はばかることなく刀と共に移い動どうできるだろ。きっと金きん属ぞく探たん知ち器きにだってかからねえから、現げん代だいで言えば刀を飛行機に持ち込むことだって可能だ。まぁ四代前の師範の頃ころに金属探知器なんか、なかったろうがな」


　何い時つでも、何ど処こにでも、誰かに気づかれる虞おそれのないまま持ち運べる。


　たしかにそれは、大きなメリットに違いない。


「で、でもですよ、どうして俺が、そんな体質なんです？」


「んなこと、あたしが知るかよ」


　と遊眞が冷たく言い放つ。


　駿は、酷ひどっ、と叫んで小さく仰のけ反ぞった。


「だいたい四代前っていやぁ、明治の御み代よの話だぞ？　その話が本当かどうかも判らねえ。こう言っちゃなんだが、あたしだって眉まゆ唾つば物ものだと疑うたがってたくらいだ。けどな、駿ちゃんが香月の刀を呑み込んだってなら……」


　遊眞が、駿の体を睨ねめつけた。


「この話に真実味が出るだろう？　っていうか、そう考えなきゃ、駿ちゃんが刀を呑んで生きている理由が見当たらねえ」


　俺が鞘。


　じっさいに香月の刀を体内に呑み込んでいるのだから、そういう体質だと言われれば、なるほどそうなのかと思わないでもないが、しかし、それにどんな意味があるのか。


　駿は俯うつむいて考え込んでしまう。


　俺は……何か特別な人間なのか？　かつて魔ま王おうを封ふう印いんした勇者の血を引いているとか？　まさかな。そんなこと、あり得ない。俺の先せん祖ぞに、そんな偉えらい人間がいたはずがない。


「あの、お師様、いいですか？」


　それまで黙だまって話を聞いていた香月が右手を挙げた。


「なんでえ？」


「四代前の師範の方が鞘である者と共に狗牙を狩かっていたということは、つまり、呑のんだ刀は引きだせる……ということですね？」


「そういうことだろうな。引きだせなきゃ鞘じゃねえ。とはいってもな、どうやれば引きだせるのか、あたしには判らねえ。師し匠しようもそこまでは教えてくれなかった。というより、知らなかったんだろうな、師匠も」


　遊眞は、温ぬるくなったお茶で唇くちびるを湿しめらせ、話を再さい開かいした。


「まぁ、四代も前に遡さかのぼる話だっつんだから、駿ちゃんは、何十年……いや、百年に一度、出るか出ないかっつう超ちよう稀き少しよう体質ってことだ。無む形けい文ぶん化か財ざい並なみの貴き重ちようさだ。香月、おまえ、大事にしろよ」


　香月が右手の指で自分のこめかみを、ぐりぐりと揉もんだ。


「お師様、今の話だけでは、なんの解かい決けつにもなっていないような気がするのですが」


「むろん、なってねえ」


　香月が情なさけない表情かおになった。


「そんなにあっさりと肯こう定ていされましても」


「これから解決法を探さぐるしかないだろう？」


「はぁ……」


「ふたりでな」


「えっっ!?」


　驚おどろいて腰こしを浮うかせかけた香月に向かって、遊眞は言い放った。


「考えてもみな。おまえと駿ちゃんは、偶たま々たま出会っただけだ。偶々、おまえは狗牙絶ち衆しゆうだった。偶々、駿ちゃんは鞘さやだった。だがな、これが偶ぐう然ぜんか？　そんな偶然があるか？　そうじゃないだろ。おまえらは出会うべくして出会ったんだよ。鞘と使い手としてな」


「いえ、でも……」


　香月の表情かおには極度の戸と惑まどいが表れている。


「さあ、駿ちゃん、ここまで聞いちまったら、もう逃にげられねえぞ？」


　と呼よばれて駿は顔を上げ、遊眞の隣となりにいる香月の顔をちらっと見た。


　眉まゆを寄よせ首を捻ひねっていても、彼女は凜り々りしく美しかった。


　香月が駿のことをどう思っているかは判わからない。


　ここで毎日、食事を作ってくれているのは、駿を殺しそうになったことへの単なる贖しよく罪ざいなのかもしれない。


　それならそれでいい、と駿は思う。


　誠せい実じつで真面まじ目めで、だから融ゆう通ずうが利きかず、自分を殺そうとした狗牙絶ちの少女――修学院香月。


　彼女に殺されそうになり、彼女の刀を呑み込んでしまった自分――葛かつら城ぎ駿。


　どうして自分が「鞘」なのか、どうして香月と出会ったのか、さっぱり判らない。


　それでも。


　ふたりの出会いが必然だというなら、その必然に乗ってもいいと駿は腹はらを括くくった。


　括ったら、次は具体策さくだ。


　そう思って、駿は遊眞に改めて尋たずねた。


「遊眞さん、具体的に、俺は何をどうしたらいいんでしょうか？」


「優ゆう先せん順位の第一位は……とりあえず一いつ緒しよにいることだな」


「は？　どういうことですか？」


「だからさ、駿ちゃんが鞘だとしても、駿ちゃんだけじゃ刀は引きだせないだろ。玉響が駿ちゃんの体に入ったのも、香月と駿ちゃんがふたりいたからこそだ。だったら、刀を引き抜ぬくのだって、ふたりいなきゃ駄だ目めな理り屈くつだ。とはいえ、どうしたら出せるのか、どのタイミングで出てくるのか、それが判らない以上、ふたりは何い時つも一緒にいて、そのタイミングを、そのシチュエーションを探らなきゃ、だな」


　と言った遊眞が、にた～りと笑った。


「よかったなぁ、駿ちゃんよ。これからは風ふ呂ろだろうがトイレだろうが寝ねるときだろうが、いつも香月と一緒にいられるぜ？」


「いやっ、でもっ、さすがにっ、それはっ」


　駿が狼狽うろたえていると、香月がジト目で遊眞を見た。


「お師し様さま、それ、本気で言ってます？」


「いや、冗じよう談だんだけどな」


　がくっと、駿の右みぎ肩かたが落ちた。


「なっ、なんすか、も～～。一いつ瞬しゆん、喜んじゃったじゃないですかっ」


「へ～～、駿ちゃん、喜んだんだ？」


「ふぅぅん、喜んだのか、駿は！」


　冷ややかな四つの瞳ひとみに耐たえきれず、駿は目を逸そらし縮ちぢこまった。


「すみません、すみません、すみませんっ」


　少しだけ笑った遊眞は、しかし、すぐに真顔に戻もどった。


「風呂やトイレはともかく、ずっと一緒にいるってのは本気だぞ。判ってるな、香月？」


「まぁ……そうですね。そうするしかないのなら、そうします。それに」


　一瞬だけ、香月が駿に視し線せんを向けた。


「駿となら、それほど負ふ担たんには感じない」


　え？　と駿が顔を上げる。


　香月はもう視線をあらぬ方向に向け、澄すました表情かおに戻っていた。


「さて、優先順位その二だが」


　駿は慌あわてて顔を遊眞に向けた。


「駿ちゃん、ちょいと居い合あいを教えてやる」


「は？　あの……どういうことですか？」


「か～～、鈍にぶい奴やつだな」


　遊眞が大げさな態たい度どで天を仰あおいだ。


「駿ちゃんが香月と一緒にいるってことはだ、必然的に狗牙と遭そう遇ぐうする機会が出てくるってことじゃねえか。香月は狗牙を狩かる仕事をしてるんだからよ」


「あっ、そうかっ！」


「狗牙を狩るのは香月に任まかせてりゃいい。駿ちゃんに手伝えなんて言わねえよ。だがな、駿ちゃんも、自分で自分の身を守るくらいのことはしねえと。でないと、香月の足を引っ張ぱることになるだろ？」


「は……い」


「とはいえだ、駿ちゃんが人ひと質じちに取られ、『刀を捨すてないとこいつを殺すぞ』って狗牙に迫せまられても、香月は刀を捨てないがな」


「は……い？」


「見殺しだ」


「…………」


「あたしがそう教育してきたからな」


「…………」


「だってそうだろ。刀捨てたら、駿ちゃんと香月、ふたりとも殺されちまうじゃねえか。駿ちゃんを見殺しにすれば、香月が助かって狗牙を殺やれる。どっちがいいか、考えるまでもないだろうが」


「あのう……理り屈くつは判らないでもないんですが、俺おれの名前を例に出すのは止やめてもらえませんか。それ、一いつ般ぱん論ろんですよね」


「違ちがう。駿ちゃん限げん定ていの、個こ別べつの話だ」


「そんな無む茶ちやな」


　駿が情なさけない表情かおで遊眞を見る。


「だがな」


　遊眞の表情かおが引き締しまった。


「駿ちゃんは鞘さやだ。そしてあたしは、香月の奴やつに『駿ちゃんを大事にしろよ』と言った。だから香月は刀を捨すてるかもしれねえ」


「え？」


「香月こいつは」


　遊眞は、ちらっと愛まな弟で子しに視線を走らせ、すぐに視線を駿に戻した。


「馬ば鹿か正直で融ゆう通ずうが利きかねえ奴だからな」


　駿は、そっと香月に顔を向けた。


　彼女は師し匠しようの評ひよう価かにも動じず、素そ知しらぬ表情かおで遊眞を見ている。


「それじゃあ困こまるんだよ。駿ちゃんにも香月にも死なれちゃ困る。ってことで、あたしが手取り足取り居合を教えてやるから。最悪の可か能のう性せいを少しでも減へらすためにな。もちろん無料ただでだ。みっちりと、みっしりと、むっちりと、半年ほども鍛きたえりゃあ、多少は恰かつ好こうがつくだろう」


　むっちりとって、どんな鍛え方だ？


　唐とう突とつに香月が言った。


「よかったな駿。お師様に居合を教えてもらえるなど、然そう然そうあることではないぞ」


「ああ、うん、そう……なんだ」


　戸と惑まどった表情かおで、駿が遊眞に頭を下げた。


「お手て柔やわらかにお願いします」


「馬鹿野や郎ろう！」


「ひぇっっ？」


「お手柔らかに教えてたら、半年やそこらで物になるはずねえだろがっっ」


　いきなり遊眞がソファの上に立ちあがった。


　遊眞は高みから、びしぃっと駿を指差して宣せん言げんする。


「徹てつ底てい的にしごくっ。それはもう朝から晩ばんまでだっ。梁りよう山ざん泊ぱくに入った白しら浜はま兼けん一いちをも上回る地じ獄ごくが貴き様さまを待っていると知れっっ！」


　そういう鍛え方か～～っ!?


「ひぃぃ～～、俺は死んでしまう～～」


　遊眞が、すとんと腰こしを下ろした。


「というわけでな、駿ちゃん、来週からあたしんとこの道場へ来い。いろんな細かい話は、そっちで教えてやる」


「え？　細かい話って？」


「だから、狗牙絶ちあたしらのこととか狗牙てきのこととかだよ」


「あ、はい……。でも、学校は？」


「だから、道場から通えって言ってんの」


　駿が恐おそる恐る香月に訊きいた。


「あの、遊眞さんの道場って、どこに？」


「ん？　秩ちち父ぶのほうだけど」


「いひぇ？　ここからだと軽～く一時間以上かかりますけど？」


　香月が、にこやかな表情かおで言った。


「大だい丈じよう夫ぶだ、駿。駅からもバスで三十分かかるから、トータルで二時間ちょっとだ」


「どこが大丈夫なんだよっっ！」


「いやいや、まったく大丈夫だって。四時に起きて、軽く朝練をこなし、六時前に道場を出れば、八時過すぎに学校に着ける」


　香月の表情かおはあくまでもにこやかで、どこまでも爽さわやかだった。


「マジで死んでしまう～～」


　駿は、へなへなと卓たくの上に倒たおれ伏ふした。





　　　　９




　そして週末。


　駿は遊眞と香月と共に、電車とバスを乗り継ついで、秩父のさらに奥おくにあるという遊眞の自じ宅たく兼けん道場へと向かった。


　さすがに今日は遊眞も高たか下げ駄たではなく、ちょっと洒落しやれたパンプスなんか履はいている。


　高下駄は、駿の荷物と共に数日前に遊眞の自宅へ発送してあった。


　香月も草ぞう履りではなく、柔らかそうな革かわ靴ぐつを履いていた。


　二人の刀は、剣けん道どうの竹刀しないを収しゆう納のうするような革のケースに収おさめてある。


　遊眞の刀は長いので、したがって収納ケースも長く、小こ柄がらな遊眞がケースを抱かかえているのはアンバランス感たっぷりだったが。


　よかった。この程てい度どなら、平気だ。一いつ緒しよに歩いていても注目を浴びないで済すむ。本当に助かった。


　最も寄より駅までの道で、電車の中で、駿は何度も何度も安あん堵どのため息を吐ついたものだ。


　着いた駅からバスに乗り、三十分ほど揺ゆられ、終点のバス停で降おりる。


　終点まで乗ってきた客は、駿たち三人だけだった。


　降りたところは山の麓ふもとというか、もはや山の中というか、周りには数すう軒けんの人家が見えるだけの寂さびしい場所だった。


　道路だって、バスの折返し場所の先から、幅ふく員いんが一・五車線の狭せまい未み舗ほ装そう路ろにグレードダウンしている。


　駿は大いに不安になった。


「あの～～」


「なんだ、駿ちゃん？」


「ここから徒歩でさらに三十分とか、言いませんよね？」


「そんなに歩かねえ。せいぜい十五分だな」


　ほ～～、っと駿が安堵の息を吐はいた。


　十五分か。そのくらいなら……いやいや、待て待て。遊眞さん、滅め茶ちや苦く茶ちや、足が速かったよな？


　駿は、こっそりと香月に訊いた。


「俺の足だと、どのくらい？」


「三十分くらいかな」


「やっぱり三十分なんじゃないか～～」


「泣くんじゃね～よ。鈍どん足そくの駿ちゃんのために、迎むかえを用意してやったからよ」


「え？　迎え？」


　そういえば遊眞さん、バスに乗るとき、何処かに携けい帯たいをかけてたな。あれが迎えを呼よぶ電話だったのか。


「ほら、来た」


　山のほうから自動車のエンジン音が響ひびいてきた。


　駿が振ふり返ると、狭い凸でこ凹ぼこ道みちを一台の軽トラックが走り下りてくるのが見えた。


　軽トラックはバス停の前で止まり、中からジャージ姿すがたの小柄な女の子が降りてきた。


　可愛かわいいけれど、内に強いものを秘ひめている、そんな印象の子だった。


　短く切りそろえた髪かみを揺ゆらして、女の子がぺっこりと頭を下げる。


「お師し様さま、姉あね様さま、お帰りなさいです」


　顔を上げた女の子は、遊眞と香月の横に立っている駿に目を留とめた。


「ああ。あなたが姉様の彼氏ですね。いらっしゃいませ。わたし、桃もも山やま美み玖くと申します。お荷物は、もう届とどいてますです」


　女の子が、もう一度、深々と叩こう頭とうした。


「あ、どうも、葛城駿です」


　慌あわてて駿も挨あい拶さつを送る。


「え～と、これからお世話になりますんで、よろしく」


　その横で香月が、べつに彼氏じゃないんだけど、と言い訳わけするように応こたえた。


「で、この子は？」


「うん、お師様の内うち弟で子しで、わたしの妹分に当たる子なんだ」


　駿が思い切り声を落とした。


「まさか、狗牙絶ちの？」


「まだ見習いだけどね」


「おい、話は家に行ってからでいいだろ。さっさと車に乗れよ」


　真っ先に助手席に乗り込こんだ遊眞が、窓まどから顔を出して三人を呼んだ。


「え？　でも？」


　駿が軽トラックを見た。


　どう見ても座ざ席せきはふたつしかない。


「何ど処こに乗れと？」


「荷台に決まってんだろ！」


「が～～ん」


「文もん句くがあるなら歩いてこい。一本道だから、迷まよう心配はねえぞ」


「いえいえ、文句なんて全然なんにもありませんよ？」


　くすくすと笑いながら、香月が車に寄よっていった。
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「ほら、駿、諦あきらめてここへ」


　荷物を荷台に放ほうり投げると、香月はひょいっと軽トラの荷台に飛び乗った。


「やれやれだな」


　駿も香月に倣ならって荷物を荷台に載のせると、自分も荷台へ乗り込んだ。


「では、行きますです」


　美玖が運転席側のドアを開けた。


「あれ？　ねえ、香月」


「どうした？」


「いや、あの子、どう見ても十八歳さいには見えないんだけど」


「当たり前だよ。美玖は十三歳だもの」


　駿は大きく仰のけ反ぞった。


「いやいやいや。彼女、運転しようとしてますけど？　っていうか、ここまで運転して来ちゃってますけど!?」


「この先は全部私し有ゆう地ちなので、まぁ、問題はないさ」


「そういうものなのか？　え？　私有地!?　誰だれの？」


「お師様の」


「げえぇぇ～～っっ？」


　駿はさらに大きく仰け反り、車体で後頭部を打ってしまった。


「あ痛いたたた」


　後頭部をさすりながら、駿が香月に囁ささやいた。


「遊眞さんって、ひょっとして大金持ち？」


「いや、そんなことはない……と思うよ。それに、こんな田舎いなかの山、売ったって二に束そく三さん文もんにしかならないはずだし」


「悪かったな、二束三文で」


　窓から顔を出した遊眞が、荷台のふたりを睨にらみつけた。


「では、出発しますです～～」


　エンジンをかけた美玖がクラッチを切り――今どきＭＴ車だ――コラムシフトのギアをローに入れると、荒あら々あらしくクラッチを繫つないで無む造ぞう作さにアクセルを踏ふみ込んだ。


　軽トラックがホイールをスピンさせながら急発進をする。


「わっっ！」


　危あやうく荷台の上で転がりそうになった駿は、慌てて車体を手で摑つかみ、体を支ささえた。


　美玖の運転は十三歳にしては手て慣なれたもので――手慣れていていいのかどうかは大いに疑ぎ問もんだが――軽トラックはくねくねと曲がりくねった道を登っていく。


　すぐに辺りは鬱うつ蒼そうとした森に変わり、やがて大きく開けた空あき地へと出た。


　そこには木もく造ぞう二階の建物が建っている。


　その裏手にも木造の小屋があるようだが、道場というほど大きくはない。


　二階建てのほうは、遊眞の住じゆう居きよなのだろう。


　では、道場は何ど処こに？


　駿は道場の建物を探さがして、きょろきょろと辺りを見回した。


　軽トラが止まると、香月が立ちあがった。


「何を探しているんだ、駿？」


「いや、道場は何処かなと思って。ここからさらに三十分も歩くとか言わないよね？」


「もちろん、言わないよ。だって、この辺り全部が道場なんだから」


「へ？　この辺りって……何処？」


「だから、この辺りの山すべてが道場なの」


「はあぁあぁ～～っ!?」


「天心無明流はね、駿、基き本ほん的に修しゆ行ぎようは自然の中で行うんだよ。晴れの日も雨の日も風の日も。夏でも冬でも」


「いや……どうして、そんな……」


　香月が凄せい絶ぜつな笑えみを浮うかべた。


「だって、この流りゆう派はは狗牙と闘たたかうためのものだから。狗牙との闘いが建物の中ばかりだと思うか？　建物の中で闘うこともあるけど、それは例外。たいてい外で闘うことになる。雨が降ふったから、風が吹ふいたからといって、狗牙は待ってはくれない。だから修行も外で行うんだ。実戦に備そなえて」


「それを、俺おれも？」


「もちろん、駿も」


　駿は眩暈めまいがして、思わず荷台の上にへたり込んでしまった。
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　駿しゆんが遊あそ眞まの自じ宅たく兼けん道場へ来てから五日が過すぎ、今日で六日目を数えていた。


　その間かん、毎日、学校へ行く前と学校から戻もどった後あと、駿は遊眞にさんざんにしごかれた。


　駿をしごいたのは遊眞だけではなかった。香か月づきもだ。


　ふだんはそれなりの気配りをしてくれる香月だが、こと居い合あいになると容よう赦しやがなかった。


　居合の稽けい古こも大変だったが、しかし駿には、もっと大変なことがあった。


　それは早起きしなくてはならないことだ。


　来た翌よく日じつ、朝の四時に叩たたき起こされたときには、家に帰らせてくれと泣いて遊眞に取りすがったのだが、彼女に一いつ喝かつされて（脅おどされて？）諦あきらめざるを得なかった。


　最初の二、三日は辛つらくて辛くて堪たまらなかったが、それでも六日目ともなると、早く寝ねて早く起きることが、それほど苦く痛つうではなくなってきた。


　むしろ、疲つかれた分だけ、すこぶる寝付きがよくなった。


　秩ちち父ぶの山の中から学校までバスと電車で二時間ほどかかる通学も、これまでと比くらべればべらぼうに遠いわけだが、苦痛というほどではなくなっている。


　慣なれというのは不思議なものである。


　駿にとって二時間の通学が苦痛でないのは、その間、香月と一いつ緒しよにいられるという些いささか不ふ純じゆんな楽しみがあるからかもしれない。


　だが。


　稽古だけは少しも楽にはならない。香月と一緒でも。


　何故なぜなら、駿が慣れた分だけ、遊眞や香月の指し導どうが厳きびしくなるからだ。


　でも逃にげられない。


　今までの日にち常じようとは別れを告げ、香月や遊眞と共に非ひ日常へと足を踏ふみだすことを、駿は始めてしまったのだから。


　今日も学校から帰ると、駿と香月は道どう着ぎに着き替がえて表へと出た。
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「さて、用意はいいかな、駿？」


　紺こんの道着に紺の袴はかまという、見るからに凜り々りしい出いで立ちの香月が訊きいていた。


「お手て柔やわらかに頼たのむよ」


　と応こたえる駿も、また道着に袴姿すがただ。


　駿のほうは上下とも黒だった。


　香月ほど凜々しく見えないのは、やはり姿し勢せいが違ちがうからだろう。


　彼女のように、背せ筋すじを伸のばして爪つま先さきから頭の天てつ辺ぺんまで真まっ直すぐにして立つということが駿には難むずかしかった。


　立つだけでそうなのだ。


　剣を構かまえると、自分でも判わかるくらい、姿勢が、体勢が、決まらない。


　まぁでも、始めてすぐにできるわけないんだよな。


　駿はそう自分を慰なぐさめながら、遊眞の自宅から少し離はなれた森の中で香月と向き合っている。


「まずは準じゆん備び運動から行くよ」


　準備運動だけで息が上がっちゃうんだよな、と思いつつ、駿は体を動かし始める。


　立った姿勢から片足を後ろへ引いて膝ひざと腰こしを沈しずめ、そこから立ちあがり、引いた足を前に出して両足を揃そろえる。


　片足を引いたとき、引いた足を真っ直ぐ斜ななめに伸ばさなくてはならないのが辛い。


　両足を揃えるときも、膝は伸ばさず、やや腰を落とし気味にするので足に負ふ担たんがかかる。


　この動きを何十回と繰くり返すだけで、駿は太ふと腿ももがぱんぱんに張はってきてしまう。


　ふだんの運動不足がモロに響ひびくよなぁ。


　とはいえ、最初の頃ころよりも楽になってきたのはたしかだった。


　初日など、準備運動だけで立っていられなくなったほどだから。


「続いて、抜ばつ刀とうから抜ぬきつけ五十回」


　香月の掛かけ声で、駿は準備運動を終える。


　駿は傍かたわらに置いておいた模も造ぞう刀とうを持ちあげ、鞘さやの後こう端たん、鞘さや尻じりを帯にねじ込こんだ。


　帯は固く締しめあげているから、こうして力を入れてねじ込まないと通らないのだ。


　刀を通すと、下さげ緒おを帯に結ぶ。


　全日本剣けん道どう連れん盟めいの作法では、帯に刀を差すのも下緒を結ぶのも床ゆかに正せい座ざして行うのだが、実戦剣けん術じゆつである天てん心しん無む明みよう流りゆうは外で稽古をするので、こうして立ったまま行うことになる。


「天心無明流は、本来、狗く牙が絶だちのための流りゆう派はなんでな。普ふ通つう、一いつ般ぱん人じんに教えることなどないんだが、駿ちゃんは特別だ」


　と遊眞は言っていた。


　実じつ際さい、一般人に居合道を教えるときなど、遊眞は別の流派を名乗っているらしい。


「まぁでも、基き本ほんはどの流派でも、それほど変わらないがな」


　ともあれ、当主の遊眞が認みとめてくれたので、駿は天心無明流の末まつ席せきに名を連ねることになったのだ。


「さてと」


　駿は左手で鞘を握にぎって親指を鯉こい口ぐちに置き、右手をゆっくりと柄つかに乗せた。


　居合は、元々「抜刀術」と言われたくらいだから、刀を抜く動作が基き本ほん中の基本。


　しかし、ただ抜けばいいというものではない。


　右手で刀を抜くのと同時に左手で鞘を引く。


　それが素す早ばやい抜刀の極ごく意い。


　左手で鞘を思い切り後ろへ引いて、同時に右手で刀を抜くことで、右手をあまり動かさなくても簡かん単たんに刀が抜けるのだ。


　小こ柄がらな遊眞が超ちよう長ちよう刀とうを素早く滑なめらかに抜けるのは、左ひだり腕うでの動きにこそ秘ひ訣けつがある。


　ということを、ようやく駿も体感できるようになっていた。


　最初の頃ころは、どうしても右手だけで刀を抜こうとして、なんともぎこちない――しかも遅おそい――抜刀になっていたのだが、昨日きのう、今日になって、ようやく鞘を引いて、右手を大きく動かさずに抜刀できる感覚が摑つかめてきたのだ。


　といっても、香月や遊眞さんみたいな自然で素早い抜刀には、ほど遠いんだけどな。


　駿は右足を踏み込むのと同時に左手で鞘を引き、右手で刀を抜いて、水平に薙なぐ感じで想定する正面の敵てきに向かって刀で斬きりつける。


　斬りつけるというより、駿の感覚だと叩たたきつけるといったほうが近い。


　刀を振ふっては駄だ目めなのだ。


　駿は最初、フルスイングしたバッターがフォロースルーを取るように大きく刀を振ってしまい、遊眞に足を蹴けられた。


「切っ先を相手から離すな。そんなに右まで振り抜いたら、万が一、相手から反はん撃げきが来た場合、対たい応おうが遅おくれるだろうが！　こめかみに切っ先を叩きつければ、それだけで頭ず蓋がい骨こつの上三分の一が吹ふっ飛ぶんだ。振り抜く必要なんかないぞ」


　なんとも具体的で凄せい惨さんな表ひよう現げんだった。


　そういえば、と駿は思い起こす。


　初めて香月と出で遭あった日、彼女が狗牙に向かって刀を振るったとき。


　狗牙の頭部は水平に切せつ断だんされ、額ひたいから上が綺き麗れいに無くなっていたっけ。


　あのときの香月の刀の切っ先は、たしかに狗牙の頭のすぐ横に止まっていた。


　だからこそ、彼女は狗牙の反撃にも即そく座ざに対応できたのだった。


　その光景を思いだしてから、駿は刀を振り切らなくなった。


　切っ先を止める位置はそれでいいとして、相手のどこに斬りつけるかで刀の高さも変わるのだが、遊眞や香月も、そこまで駿に要求はしない。


　まずは基本。


　ということで、水平に抜刀、そして納のう刀とう、という動作を駿は繰り返す。


　納刀も、やってみると意外に難むずかしいんだよなぁ。


　抜刀するときと同様、駿は右手だけで刀を鞘に入れようとしたから、遊眞や香月から、口を酸すっぱくして注意された。


　これまたようやく、左手で鞘を操そう作さして刀を鞘に落とし込むという動きが、なんとなく摑めてきた駿だった。


　うん、今日は香月から注意されてないもんな。


「続いて上じよう段だんからの振り下おろし、五十回」


　という香月の声で、駿は抜いた刀を頭上に構かまえ、前方へ振り下ろす。


　下ろしたら、また頭上へ持ちあげ、振り下ろす。


　それを何度も繰くり返す。


　これも、腕の力で振ろうとするといけないんだけど……。


「腕わん力りよくで刀を速く振り下ろそうとすると、刀の軌き道どうが乱みだれ、結局は斬れないんだぜ」


　遊眞はそう言っていた。


　実際、遊眞は真しん剣けんでの試ためし斬りを目の前で見せてくれたが、言うとおり、彼女の腕にも体にも大して力が入っていないように見えた。


　それなのに、太い藁わら束たばは見事に真まっ二ぷたつになった。


　切り口など、どんな機械を使ったらこんなになるんだ？　というほど真まっ平たいらだった。


「な？　力なんか要いらねえだろ。真っ直ぐに刃は先さきが入っていかないと、人間の体も藁束も、なかなか斬れないものなんだよ。駿ちゃんも力ちから任まかせに振ってちゃ駄目だぜ」


　そう言って遊眞は笑っていたが。


　まぁ、あの人と比ひ較かくするのが間ま違ちがってるんだろうけど。っていうか、人の体なんか斬りたくないんだけど。


　などと思っていたら、その瞬しゆん間かんに香月から叱しつ責せきが飛んできた。


「駿、上体が突つっ込んでるよ」


　うわ、やっぱり注意された。


　寄よってきた香月が駿の傍かたわらに立ち、前のめりになっている彼の上半身を真っ直ぐになるように手で押おし返す。


　香月の髪かみが駿の目の前で揺ゆれる。


　息づかいが聞こえるほど近くに香月がいる。


　駿は、ちょっとだけ嬉うれしくなった。


「ほら、休まない！」


　手にした模も造ぞう刀とうで、香月が駿の太ふと腿もも裏うらを、ぴしりと叩いた。


　手て加か減げんされた軽い動きなのに、鋭するどい痛いたみが駿の脳のう髄ずいに走った。


「わ、判わかってるよ」


　駿は慌あわてて振ふり下ろす動作を再さい開かいさせた。
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　それからおよそ一時間。


　へとへとになった駿は、香月に泣きついた。


　昨日も一昨日おとといもそうだったので、香月は驚おどろくことも怒おこることもなく、


「休きゆう憩けいさせて！」


　という駿の要求に応こたえてくれた。


　森の中の空あき地で大きな岩の上に腰こしを下ろした駿が、天を仰あおいで深しん呼こ吸きゆうする。


「は～～、死ぬぅ。っつ～か、死んだぁ」


「大げさだな、駿は」


　くすっと笑う香月は立ったままだ。


　姿し勢せいがぴんと伸のびていて美しい。


「いや、大げさじゃないって。俺を香月や遊眞さんと同列に扱あつかわないでくれ」


「まぁ、わたしはともかく、お師し様さまは特別だからな」


「俺には、ふたりとも超ちよう人じんに思えるよ」


　そうかな、と小首を傾かしげた香月は、


「休憩のついでに、少し話をしようか」


　と言って駿の隣となりに腰を下ろした。


　駿の顔の横で香月の黒髪が風に揺れ、いい薫かおりが駿の鼻び腔こうをくすぐった。


　香月の言う話とは、狗牙についてだ。


　学校ではできない話なので、こうして稽けい古この途と中ちゆうや遊眞の家で、駿はふたりから説明を受けている。


「全部いっぺんに話すと、駿ちゃんが混こん乱らんするかもしれねえからな」


　という遊眞の配はい慮りよで、折おりを見て少しずつ、ではあったが。


　これまでに聞いた話だと、狗牙とは、前に香月が言ったように、駿が知っている吸きゆう血けつ鬼きに近い存そん在ざいに思えた。


　ただし、吸血鬼のように、狗牙に襲おそわれた者がみな狗牙になるということはないらしい。


「そんなことになったら、地球上は瞬またたく間まに狗牙だらけだぜ？」


　そう言って笑った遊眞は、すぐに真剣な表情かおになったのだが。


「狗牙はたしかに人を襲い喰くらうが、真しん祖そともなると滅めつ多たにそんなことはしなくってな。下級兵になるほど人喰いの衝しよう動どうが大きくなる。そして、その衝動を抑おさえられなくなる」


　真祖。下級兵。


　つまり、狗牙には明めい確かくなヒエラルキーがあるということだ。


　真祖に襲われて狗牙になった者を、狗牙絶ち衆しゆうは「子」と呼よび、「子」によって狗牙になった者を「孫」、「孫」によって狗牙になった者を「曾ひ孫まご」と呼んだ。


　遊眞は「孫」と「曾孫」をまとめて「下級兵」と称しようした。


「狗牙になるのは、そこら辺りが限げん界かいだな。曾孫ともなると能のう力りよく的にかなり劣おとってるので、曾孫がさらに狗牙を作りだすことはできないようだ。ほれ、コピーを重ねていくと、だんだん文字や画が像ぞうがぼやけてくるだろ。あれと同じだ。その限界点が曾孫ってことだな」


　昨夜、食後のお茶の時間に遊眞はそんなことを言っていた。


　その後、彼女はすぐにＴＶゲームを始めてしまったので、話は途中のままだったが。


　遊眞のその態たい度どから、彼女が一度に全部を説明しないのは、自分に対する配慮などではなく、ただ単に面めん倒どうくさいだけなのでは？　という疑ぎ念ねんを駿は捨すて切れない。


　駿は、そのときに浮うかんだ疑問を香月に質ただしてみる。


「ねえ、香月。襲ったのが真祖であれ子であれ孫であれ、人が狗牙になるのは、どういう場合なの？」


「我われ々われの認にん識しきでは、単なる偶ぐう然ぜん……だ。襲われたときにあっさり死ねば只ただの食料になる。死ななければ、新たな狗牙として連中の仲間入り。そんな感じかな。確かく率りつとしてはかなり低いらしい」


　だから、と香月は続けた。


「連中は自分たちの存在を隠かくす必要があるわけだ。仲間を計画的に増ふやせない以上、人間と正面切って闘やり合うのは無理な話だから」


　だけど、と駿は疑問をぶつける。


「そんな連中が、誰にも見つからずに存在できるものなのか？」


　真祖なら可か能のうだ、と香月は断だん言げんした。


「実じつ際さい、真祖はおとなしい。人の社会に紛まぎれ込んで、ひっそりと生きてる。真祖は食料が少なくていいみたいで、年にひとりかふたり喰えば済すむらしい。真祖の寿じゆ命みようは人間よりも長いから、百年以上、人として生きてる奴やつもいるって噂うわさだ。まぁ、そういう連中を敢あえて狩かる必要もない、というのが我々、というか、狗牙絶ち衆の総そう意い」


　駿は驚おどろいた。


　狗牙絶ち衆というからには、遊眞や香月たちは狗牙を徹てつ底てい的に殲せん滅めつする存在だと思っていたからだ。


「ないの？」


「真祖は絶ぜつ対たい数が少ない。それに彼らは思し慮りよ深ぶかくて、自分たちの存在が明るみに出るのを極きよく度どに嫌きらっている。人前にも姿すがたを現あらわさないし。真祖それ自体が問題を起こすことは、実はほとんどないんだ。放ほうっておいても大した実害はない。とまぁ、それが狗牙絶ち衆の見けん解かいだね」


「でも、年にひとりやふたりは、人を襲っているんだろ？」


「だから、その程てい度どは交通事じ故こ死者に比くらべても、どうということはない数字だろ？」


「いや、どうということないっていうか……それ、比ひ較かくの対象になるの？」


　平然と香月が持ちだしてきた比較対象事じ項こうが、駿にはどうにも違い和わ感がある。


　だが香月は、さも当然という顔でこう続けた。


「交通事故死者で不満なら、殺人事じ件けんでは、どうだろう？」


「どうだろう……って言われましても」


「人が人によって殺される。その被ひ害がい者しやは、狗牙の犠ぎ牲せい者しやよりも、きっと多いよ」


「数の問題じゃないんじゃ？　それに殺人を犯おかした者は捕つかまって罰ばつを受けるじゃないか」


「捕まらない奴やつも多い」


「それは……でも、捕まえようとしても捕まらないんだから……」


　と駿が反はん論ろんすると、香月は肩かたを竦すくめた。


「真祖だって、捕まえようとしても捕まらないのだから、しかたがないさ。言ったとおり、連中は人間社会に潜ひそみ隠れていて、その正体を容よう易いに現さないんだから」


　腕うで組ぐみした駿が、う～～ん、と唸うなる。


　そう言われるとそうなのかもしれないが、しかし、何ど処こか納なつ得とくし難がたい気がしてならない。


　だが、香月は。


「一方、その正体を容易に現す狗牙、つまり孫や曾孫は、よく人を襲い喰らう。下級兵は人喰い衝動を抑えられないらしいからな。そんな連中には、人を殺した罰を受けさせる。人を喰った狗牙は許ゆるさない。我々狗牙絶ち衆が必ず狩る」


　吐はき捨てるように、そう言った。


　その口くち振ぶりからは、香月が狗牙の行こう為いを憎にくんでいることが判わかる。


　真祖の話をするときとは一変していて、表情かおにもあからさまな嫌けん悪お感が浮かんでいる。


　嫌悪感というか……憎ぞう悪お？　それが香月の、狗牙絶ちとして危き険けんな仕事をしている原動力なんだろうか。


　なんとなく駿はそう感じた。


「どうだ、駿？」


　と香月が横から駿の顔を覗のぞき込こむ。


　端たん整せいな香月の顔が間近に迫せまり、駿は思わず上体を引いた。


　彼女の言うことはそれなりに論理的なのかもしれない。


　だが、倫りん理り的にはどうなんだ、という気もする。


　駿には、まだ事の善よし悪あしを判はん断だんするだけの材料と経けい験けんが足りなかった。


　彼にとって、目の前にある現げん実じつ的な問題は、自分が香月の刀――玉たま響ゆら――を呑のみ込んでしまったことだ。


　呑み込んで、まだ体内にあることだ。


　そんな自分が「鞘さや」の存そん在ざいなのかもしれないということだ。


　呑み込んだ刀がどうなるのか。


　体から出せるのか。


　出せるとしたら何い時つどのようにしてなのか。


　それを探さぐり実行するには、香月と共にいるしかないと言われれば、駿としてはそうするしかなかった。


　まぁ、香月と共にいるのは悪くはない。というか、むしろ歓かん迎げいだし。


　そんな小さな邪じや念ねんを胸むねに抱かかえ、駿は改めて香月の顔を見返すと、こちらを見ていた彼女と視し線せんが合った。


「ん？　何か不満が？」


「ああ、いや、そうじゃなくてさ」


　駿は慌あわてて右手を振った。


「まぁ、なんだ、まだ判断材料が少なくて、俺おれには香月たちのことをどうこうは言えないかなって思って」


　香月は少しがっかりしたような表情かおになった。


「そ、それより、修しゆ行ぎようを再さい開かいしようよ、香月。休んだから、少し楽になった」


　駿は左ひだり腰こしの刀に左手を置き、急いで立ちあがった。


　それを見て香月も立ちあがる。


「で、どうなの？　俺、少しは様さまになってきてる？」


「あ？」


　香月は驚おどろいた表情かおを向けてきた。


「いや、さっぱりだけど」


　がくっ、と駿が軽くずっこける。


「袴はかま姿すがたは少し様になってきたけど、居い合あいのほうはダメダメだよ」


　正直者だな、香月は……。


「でも、筋すじは悪くないと思うよ、駿は」


「……本当に？」


　と訊きく駿は、あくまで疑い深そうな表情かおである。


「うん。きっとあと百年くらい死ぬ気で頑がん張ばれば、わたしに追いつけると思う」


　百年って、もう死んでるよ、俺！


　は～～っ、と駿が肩を落とした。


「やっぱ、才さい能のう無いんだな、俺には」


「まぁ、才能は……無いかな」


　酷ひど……。


「けど、駿にもひとつ、いいところがある」
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　え？　という表情かおで駿が遊眞を見た。


「俺のいいところって、どこ？」


「スポーツマンじゃないところだな」


「それって……いいところなの？」


　うん、と香月は大きく首肯うなずいた。


「剣けん術じゆつとか古こ武ぶ術じゆつというのは、駿が知ってるスポーツや格かく闘とう技ぎとは別物でね。体の使い方その物が違ちがうんだ。いや、根本的な考え方が違うって言ったほうがいいかな。例えば」


　香月が駿に向けて右手を突つきだした。


「パンチを打とうとすると、どうする？」


「え？　どうするって……右手を引いて」


　駿が自分の右手を引いて、香月のほうへ送りながら応こたえた。


「こういうふうに、思い切り相手のほうへ突きだす感じで、えいっと」


「そうだね。そのとき、上体は？」


「上体は……」


　駿は、もう一度、右手を香月に向けて突きだしてみる。


「相手にパンチが届とどくように、こう、前のほうに乗りだす感じで……」


「こう？」


　握にぎった拳こぶしを、香月が駿の顔面に突き入れた。


「あうっっ」


　眉み間けんに正せい拳けんを入れられ、駿が仰のけ反ぞる。


「なっ、何するんだ、いきなりっっ!?」


　後ろに折れた首を必死で戻もどした駿が香月に向かって喚わめくが、彼女は平然と駿の抗こう議ぎを受け流した。


「それよりも、これ見て」


　それよりもって……。


　眉間を撫なでながら、情なさけない表情かおで駿が香月を見やると、彼女はボクシング漫まん画がなどでよく見る体たい勢せいのまま固まっていた。


「ほら、パンチを入れるときは思い切り踏ふみ込んでいくだろう？　その上、インパクトの瞬しゆん間かんに捻ひねりを入れると、さらによく利きく」


　もう一度、腕うでを引いた香月が、右腕の肘ひじから先をぐりんっと捻りながら前に突きだした。


「コークスクリューブロー！　みたいな」


　何い時つの時代のボクシング漫まん画がだ、それは!?


　と内心で突っ込む駿を置き去りにして、香月は説明を続ける。


「ここがもう違うんだ。ほら、駿が抜ばつ刀とうするときや刀を振ふり下ろすとき、お師し様さまから毎回『前ぜん傾けいになるな』って注意されるだろう」


「……そうだな。遊眞さんだけじゃなく、香月からもな。もっとも遊眞さんの場合、注意されるというより、殴なぐる蹴けるの暴ぼう行こうを受けているって言うべきだろうけど」


「いや、あの程度なら、まだ可愛かわいいほうだよ」


　あれでか。末すえ恐おそろしくて逃にげたくなる……。


「抑そもそも、居合では反動をつけない、体を捻らない、前傾にもならない。西洋の格闘技などとは原理原げん則そくが根本的に異ことなっているんだ」


「遊眞さんにもそう言われたけど……なんか、理り屈くつでは判わかっても体がなぁ」


「前傾姿し勢せいは自分の首を相手に差しだすも同然なんだよ、駿。こちらの刀が相手に届とどいたとしても、相手の刀がこちらに届けば相あい討うちだからね。それだと意味がないんだ。なんとしても生き残らないといけないから。たとえこちらの刀が届かなくても、相手の刀も届かない。それが前傾にならないということの意味。さぁ、駿、もう一度やってみようか」


　駿はそこに立ち尽つくしたまま香月を見やる。


　彼女は本当に生きるか死ぬかの闘たたかいをしているんだ。この二十一世紀に、そんな闘いをしているんだ。


　駿には、そこが判らなかった。


　香月が、そして彼女の師し匠しよう、遊眞が命を懸かけて狗牙と闘う理由はなんだろう。


　元は人であったはずの狗牙を殺す。斬きり殺す。


　その理由は。


　先ほどの香月の言動を見ていると、彼女は狗牙に対して強い憎にくしみを抱いだいているように思えるから、駿の観かん察さつ眼がんが正しければ、それが彼女の理由であり動機であるのだろう。


　では、遊眞はどうなのか。


　義ぎ務む感か。責せき任にん感か。正せい義ぎ感か。


　それとも、香月同様、狗牙に対する怒いかりか、憎しみか。


　自分の命を懸けて敵てきの命を奪うばうというのは、どういう気分なんだろう。


　判らない。俺には判らない。


　考えだすとどんどんと深みに嵌はまっていきそうな気がする。


「どうした、駿？」


　と香月に呼よばれ、駿は頭かぶりを振って己おのれの思考を打ち切った。


「ごめん、ちょっと考え事していた」


　香月が目を細めて駿を見る。


「駿は、時々、心ここに在あらずなことがあるよね。何か、とても楽しいことを考えている、みたいな。今もそうだったのかな？」


　駿が、ぶるぶると首を横に振った。


「いや、違ちがう。今のは全然違うよ？」


「今のは？　じゃあ」


　香月の目つきが鋭するどくなった。


「何い時つもは、そうなんだ」


　藪やぶ蛇へびだった。





　　　　４




　なんとか香月の追つい及きゆうを誤ご魔ま化かして居い合あいの修しゆ行ぎようを再さい開かいした駿は、それから一時間ほども、彼女にしごかれただろうか。


「ひ～～、タイム。も、ダメ。死ぬ。ほんとに死んじゃうって」


「だらしないなぁ、駿」


「そんなこと言われてもさぁ」


　駿が荒あらい息を吐はいて地面にへたり込んでいると、やがて遊眞と彼女の内うち弟で子し、桃もも山やま美み玖くがやってきた。


　香月が駿の修行を見てくれている間、ふたりは別の場所で稽けい古こをしてたのだ。


　何しろ、この辺りは遊眞の持ち山で「全山、これ、道場」なのだから、稽古をする場所はいくらでもある。


　美玖は白い道着に白い袴はかま姿すがただが、遊眞のほうは桜さくら色いろの道着に紅べに色いろの袴という色いろ鮮あざやかな組み合わせだった。


　背せ中なかに髑どく髏ろの刺し繡しゆうがあるのが、なんというか、あの女ひとらしいけど。


「お疲つかれ様です、姉あね様さま、駿様」


　と美玖は優やさしい声をかけてくれたが、遊眞は冷たい目で吐はき捨すてるように言った。


「なに寝ねてやがんだよ、駿ちゃんは!?」


「いや、もうへとへとで」


「ったく、だらしねえな」


「いま香月にも同じこと言われましたけど。これでも俺、頑がん張ばってるんですよ」


「ただ頑張るだけじゃ駄だ目めだ。死ぬ気で頑張りやがれ。でないと、五百年経たっても、香月どころか、今の美玖にすら追いつけねえぞ」


　年数延のびてるよ。っていうか、五百年って、もう永えい遠えんに追いつけないのと同どう義ぎだよ！


　げんなりとした表情かおで駿が天を仰あおいだ。


「まぁ、心しん臓ぞう麻ま痺ひで死なれても寝ね覚ざめが悪いからな。ちょいと後ろで休んでろ」


　要するに遊眞は、今から自分と香月、美玖の三人で稽古をするから、おまえは邪じや魔まだ、引っ込こんでいろ、と言っているのだ。


　駿が慌あわてて背はい後ごの森の木の陰かげに移い動どうした。


「さて、香月」


　遊眞が香月に向き直る。


「ここからは大人おとなのお時間だ」


「了りよう解かいです、お師様」


　香月の体から闘とう氣きが湧わいた。


「美玖もいいか!?」


「はいです、お師様」


「時間は、そうだな、とりあえず一時間としておくか。ふたりとも、構かまえろ」


　香月と美玖が遊眞を挟はさむように立ち位置を変える。


　遊眞は、前後に立ったふたりを同時に視し野やに入れるように半はん身みになり、ゆっくりと右手を柄つかに乗せた。


「いつでも、いいぜ？」


　三人の闘氣が膨ふくらんでいくのが、木こ陰かげから見守っている駿にも判わかった。


「行きます！」


　香月が一歩を踏ふみだす。同時に美玖も。


　ふたりは柄に手を置き、遊眞に向かって駆かけ寄よっていく。


　陸上選手の跳とぶような走り方ではなく、摺すり足で滑すべるように走る。


　凸でこ凹ぼこな地面なのにほとんど体が上下動しない、見事な走法だった。


　ふたりとも左手は鯉こい口ぐちを切っている。


　香月が抜ばつ刀とうし、水平に抜ぬきつけた。


　美玖が抜刀し、斜ななめ上から袈け裟さ懸がけに切り下ろす。


　かわしようがない距きよ離りとタイミングでの左右からの挟きよう撃げきだったはずだが、遊眞はほんの僅わずかの足捌さばきでふたりの斬ざん撃げきをかわした。


　まさに紙一ひと重えの見切りである。


　かわした直後に遊眞の刀が振ふられていた。


　遊眞が何い時つ抜刀したのか駿が気づかないほど、彼女の抜刀は滑なめらかで静かだった。


　遊眞の初しよ撃げきは、美玖に向かって放たれた。


　渾こん身しんの一撃が空くうを切っていたため、僅かに体たいが流れている美玖は、遊眞の斬撃をかわしきれない。


　美玖は咄とつ嗟さに自分の刀の峰みねで遊眞の一撃を受けとめた。


　だが。


「くうっっ」


　美玖の手が痺しびれ、衝しよう撃げきが体の奥おくに響ひびく。


　美玖は思わず跳とんで逃にげた。


　一対一なら、ここで遊眞に追撃されてジ・エンドだろう。


　だが、香月がいる。


　逃げた美玖を一いち瞥べつすらせず、遊眞は二撃目を香月に向けて放った。


　その一連の動作は、流れるような、という表ひよう現げんこそが相応ふさわしい、実に自然で美しいものだった。


　香月は己おのれの初撃がかわされても、体たいの崩くずれはない。


　そこが香月と美玖の差だった。


　香月は遊眞からの反撃も冷静にかわし、かわすと同時に自分の刀を振った。


　もちろん、香月の二撃目も遊眞は余よ裕ゆうでかわす。


　かわすと同時に、遊眞が刀を振る。


　ふたりは相手の斬撃をかわしながら、交こう互ごに刀を振っている。


　そうすることが約束されているようなやり取りだが、予あらかじめ決まっているわけではない。


　相手の隙すきを衝つこうとすると、自然とこういう闘たたかい方になってしまうのだ。


　約束事ではない証しよう拠こに、美玖は遊眞の初撃を刀で受けてしまった。


　そのせいで美玖は体たい勢せいを立て直すのに時間がかかり、今ようやく復ふつ帰きしてきたところだ。


　香月と美玖が、遊眞に向かって刀を振る。


　遊眞はふたりの刀が届とどかないぎりぎりのところで刃は先さきをかわし、ふたりへ向かって刀を振る。


　香月と美玖がどういう位置関係を取っても、遊眞は華か麗れいに足を捌さばき、体からだを回し、手首を返し、必ずふたりへ向けて刀を振った。


　三人は目まぐるしく位置を変えながら、相手の刀をかわし、自分の刀を振り、森の中を移動し続けている。


　三人の動きにはほとんど無む駄だが無い。


　漫まん画がや映えい画がで描えがかれるチャンバラのように派は手でな必ひつ殺さつ技わざの応おう酬しゆうこそないが、逆ぎやくに、研とぎ澄すまされた美しさが感じられる。


　刀と刀が触ふれることのほうが希まれな闘いだったが、駿には、これこそが真の斬きり合いの姿すがたなのだと実感できた。


　あの三人の実戦訓練を駿が見学するのは、今日で三日目だった。


　まだまだ細かな動きにはついていけないが、ようやく三人の動きを目で追えるようになっていた駿は、息をするのも忘わすれて三人の模も擬ぎ戦せん闘とうを見つめる。


　といっても、森の中に移動されてしまうと目では追えない。


　駿が追いかけていくと三人の修しゆ行ぎようの邪じや魔まをする虞おそれがあるので、彼は最初の位置から動けないのだが、それでもなんとか三人の居い場ば所しよくらいは察知できるようになった。


　だから、突とつ然ぜんに森の反対側から三人が出しゆつ現げんしても驚おどろかなくなっている。


　三人が闘い始めて三十分以上が経たった。


　既すでに日も暮くれ、辺りは黄昏たそがれに包まれてきているが、三人の動きの質しつは全然落ちていない。


　これも凄すごいんだよな。俺おれなんか、もう、三人の振る刀が見えなくなってるのに。


　三人の訓練は、さらに二十分ほど続いた。


　時に森に入り、時に空き地に戻もどり、変わらず刀を振り続ける。


　よくも、あそこまで動き回れるものだ、と駿は驚き呆あきれる。


　こんな山の中、俺なら、ただ走るだけでも十分かそこらで息が上がるのに。


　それなのに、三人は全力で走り、全力で刀をかわし、全力で刀を振り、一時間近く模擬戦闘を続けている。


　超ちよう人じんだよ、ほんとうに。


　森の中に入っていた三人が、空き地に四度目の姿を現あらわす頃ころには、夜の帳とばりが辺りの山々を包もうとしていた。


　さすがに美玖は、遊眞と香月に遅おくれがちになっている。


　それは駿にも判わかった。


　俺に判るくらいなんだから当人たちにはもっと判ってるんだよな、きっと。でも、今の美玖ちゃんにも、俺は簡かん単たんに負けるんだろうな……


　と駿が思った直後、きゃんっっ、という甲かん高だかい悲鳴が上がった。


　駿が木こ陰かげから身を乗りだすと、美玖が地面の上に蹲うずくまっていた。


　残りのふたり、遊眞と香月は刀を構かまえたまま互たがいに向き合っている。


「よし、今日はここまでにしとくか」


　と遊眞が言った。


　香月が、ふぅぅ、と大きく息を吐はく。


「おい、美玖、大だい丈じよう夫ぶか？　骨ほねとか、いってないか？」


　と遊眞が声をかけると、美玖は低く唸うなって応こたえた。


「は……い、お師し様さま、平気です」


「なら、いいがな」


　遊眞が構えを解といて納のう刀とうした。


　香月も静かに刀を鞘さやに収おさめた。


「じゃあ、戻って晩ばん飯めしにするか」


　ふと駿が夜空を見上げると、無数の星々が降ふるように明るく輝かがやいていた。


　周囲に人工の照明がない山の中で見る星空は、それはもう見事なものだった。
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　自じ宅たくに戻った遊眞は、玄げん関かん脇わきの物入れに模も造ぞう刀とうをしまうと、香月と美玖に言った。


「食事の後あと、ちょいと話がある」


「え？　あ、はい」


「駿ちゃんもつき合え」


「はい、かまいませんけど」


「んじゃ、あたしは風ふ呂ろ沸わかして入るわ」


「その間あいだに食事の支し度たくはしておきますから」


　と香月が応えた。


「頼たのんだぞ。お、そうだ」


　自室へと行きかけた遊眞が駿を手て招まねく。


「な、なんですか？」


　駿が寄よっていくと、遊眞は彼に顔を寄せ、そっと囁ささやいた。


「駿ちゃん、一いつ緒しよに風呂入るか？」


　この人と風呂に入ったら、何をされるか判ったもんじゃない。


「いえ……ご遠えん慮りよしておきます」


「なんだよ、つまんねえな。じゃあ、香月とだったら入るのか？」


　香月と？　一緒に？　風呂？


　もやもやとした映えい像ぞうが駿の脳のう裏りに湧わいた。


　香月と一緒に湯ゆ舟ぶねに浸つかっている駿が、裸はだかの香月にあんな事をしている映像とか。


　湯舟から出た後も、洗あらい場で、裸の香月にそんな事をしている映像とか。


　それはもう、いろんな映像が後から後から湧いてきた。


　本当にそんなことができるのなら、きっと天にも昇のぼるほど楽しいに違ちがいない。


　自分の想像（妄もう想そう？）に冷静さを欠いてしまった駿は、思わず正直に答えていた。


「かなり入りたいです」


「本ほん音ねを漏もらしやがったぞ、こいつ」


　遊眞が拳げん骨こつを駿の脇わき腹ばらに叩たたき込こんだ。


「香月とは入りたくて、あたしとは入りたくねえってのは、どういう意味だ、こら！」


　遊眞の拳こぶしは見事に駿の肝かん臓ぞうの辺りを打った。


「ぐっはぁあぁ」


　剣けん術じゆつだけでなく、体術も鍛きたえているというだけのことはある。


　それは強きよう烈れつな正せい拳けん突づきだった。


　予よ備び動作がないから、駿は身み構がまえることすらできなかった。


　腹を押おさえ、低く呻うめいて駿が片かた膝ひざを落とす。


「わ……判りました。入ります。喜んで入らせていただきますよ。遊眞さんの全身を懇こん切せつ丁てい寧ねいに入念かつ入にゆう魂こんで隅すみから隅まで洗わせていただきますぅ」


　脂あぶら汗あせを流しながら駿がそう応えると、遊眞が、ふん、と鼻を鳴らして右足を引いた。


「このスケベ野や郎ろうめぇぇ」


　遊眞の右足爪つま先さきが駿の腹ふく部ぶに大きくめり込んで、駿はその場で七しち転てん八ばつ倒とうする。


　入らないって言えば殴なぐるしぃ、入るって言えば蹴けるしぃ、もう、この女ひとはぁぁ……。


「覗のぞきに来たら、両目を潰つぶすぞ」


　絶ぜつ対たいに行くもんか。


　という思いは口に出さずに、駿は壊こわれた首くび振ふり人形のように、かくかくと首を縦たてに振り続けるのだった。
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　基き本ほん的に炊すい事じは香月と美玖の担たん当とうなのだが、今日は美玖が遊眞に打たれた左ひだり腕うでを痛いたそうにしていたので、代わって駿が台所に立った。


　もっとも駿だって、殴られたり蹴られたりした腹部がズキズキと痛んでいるのだが。


　とはいえ、自じ炊すいなどほとんどしたことがない駿のこと、基本的には香月のアシスタントでしかなかった。


　遊眞の家は全体に山さん荘そうふうの作りで、床ゆかは板いた敷じき、天てん井じようもなく、壁かべも板いた張ばりだった。


「冬、寒くないんですか？」


　来たその日に駿はそう訊きいたのだが、


「断だん熱ねつ材ざいきちんと入れてるし、リビングは床暖だん房ぼうだしな。問題はねえよ」


　と遊眞は笑っていた。


　リビングは吹ふき抜ぬけで、太い梁はりからは空気を攪かく拌はんするための大きめの三枚まい羽ば根ねがふたつ、ぶら下がっている。


　リビングには暖だん炉ろがあるから、暖炉に火を入れたときなど、あれを回すのだろう。


　遊眞が風呂から上がってきたときには食事の支度も終わっていた。


　四人で食べる夕食は、独ひとりで食べる食事に比くらべ、やはり楽しく暖あたたかいものだった。


　それに香月の作る料理は、何い時つものことながら美味おいしく、駿は大いに満足した。


　食事を終えて一いつ服ぷくした後、香月と美玖は風呂へ向かった。


　一方、駿は洗い物のために台所に立つ。


　後あと片かたづけは新入りの仕事だと遊眞に言われているし、駿も、そのことにはなんの不満もない。


　ちゃんとお湯も出るしな。


　水しか出なかったら冬場はいったいどうなるんだろう、と恐おそれた駿だが、それは杞き憂ゆうに終わりそうだ。


　というか、俺、冬までここにいるのかな？　真冬に四時起きで居い合あいの稽けい古こして、それから学校まで通うのか？


　むしろそちらのほうが心配ではある。


　いっそ地元の高校に転校したほうが楽なんじゃ……。何い時つまでも香月に二時間の通学をつき合わせるのも、なんだか悪いしな。


　本当に冬までここにいることになったら、真しん剣けんに転校を検けん討とうしようと思う駿だった。


　両親に説明するのが面めん倒どうだけど……。


　洗い物を終えた駿が、お茶の入った湯飲みを持ってリビングへと戻もどると。


　床に置かれたローソファに遊眞が寝ねそべっていた。


　風ふ呂ろから出た後は当然の如ごとく普ふ段だん着ぎに着き替がえているのだが、着替えた服がミニスカートにも拘かかわらず、寝そべったままお茶を飲んでいる。


　相変わらず、行ぎよう儀ぎが悪いな、この女ひと。


　居合の修しゆ行ぎようのときの凜り々りしい遊眞と、ここでこうしている怠たい惰だな遊眞が同一人物だとは、どうしても思えない駿である。


「何か言いたいことでも？」


　寝そべったまま、遊眞が首だけを動かして駿を睨にらんだ。


　ぶるぶるぶる。


　駿は思いきり首を左右に振ると、遊眞から少し距きよ離りを取って床に腰こしを下ろし、手にした湯飲みを座ざ卓たくの上に置いた。


　そのとき、美玖を伴ともなって香月が戻ってきた。


「お風呂、戴いただきました」


　香月も美玖も頰ほおが上気していて、髪かみがしっとりと濡ぬれていて、なかなか艶つやっぽかった。


　もっとも、ふたりともスエット姿すがたというのが、いろいろと台無しだったが。


「駿、先にもらっちゃってすまない」


「ああ、いいよ、気にしなくても。ここじゃ、俺がいちばんの新しん参ざん者ものなんだから」


「駿ちゃんよ」


　むくりと上体を起こした遊眞が、真面まじ目めな表情かおで呼よんだ。


　お茶を飲んでいた駿が首を巡めぐらせる。


「なんですか？」


「香月と美玖が浸つかった後だからって、湯舟のお湯を飲んだりしたら駄だ目めだぜ？」


　ぐぼぁっっっ。


　駿は盛せい大だいに咽むせてしまった。


「げほげほっ、しっしますかっ、うぇほっ、そっそんなことっ」


「本当かぁ？」


「俺おれをヘンタイ扱あつかいしないでくださいよっ」


「まぁ、いいや。話があるから、早はよ、入ってこい」


「……はい、判わかりました」


「ふたりは、それまで宿題でもやっとけ」


　はい、と返事をして、香月と美玖は階かい段だんを上がり、二階の居室へと下がっていった。
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　駿が風呂から出てくると、大画面テレビの前に置いたリクライニング式の座ざ椅い子すの背せを思い切り倒たおして、仰あお向むけに寝転ぶような体たい勢せいで遊眞がゲームをやっていた。


　床ゆかの上には空からになった缶かんビールが二本、転がっている。


　まったく……この人は……まったく。


　なんかもう、いろいろと呆あきれ返って、突っ込む気力も萎なえる駿だった。


「おお、出たか、駿ちゃん」


　上体を起こした遊眞が、手にした缶ビールを持ちあげてみせた。


「ビールでも飲むか？」


「飲みませんよ」


「なんだ、飲めない口か？」


「飲めるとか飲めないとかじゃなくて。俺は未成年なんですから」


「真面まじ目めだな、おい。あたしなんか、六歳さいの頃ころから師し匠しように飲まされたけどな」


　六歳!?　無む茶ちや苦く茶ちやだな。というか、この女ひとがこんなに歪ゆがんだ性せい格かくになったのは、この女ひとの師匠のせいなのか。


　いったいどういう人だったのか、と考えるだけで、駿は身み震ぶるいしそうになる。


「じゃあ、一服したら、香月と美玖を呼んできてくれ」


「今すぐでもかまいませんけど」


「いや、ふたりが来る前に、お姉さんとちょいと話をしようや」


　駿が嫌いやそうな表情かおで少し頭を引いた。


「いったい、なんの話を？」
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「そんな顔するなって」


　ほれ座すわれ、と遊眞が手て招まねいた。


　仕方なく、駿はクッションを持ってきて遊眞の横に腰こしを下ろす


「駿ちゃんの家で一週間。ここで六日間。あいつと一いつ緒しよに暮くらし始めて二週間近くになるわけだが、何か自覚的な変化はないか？」


「あ……香月の刀のことですか？」


「ん、それだ」


　駿は無む意い識しきに右手で自分の胸むねを撫なでていた。


「いえ……今のところは特に何も」


　そうか、と遊眞が小さなため息を吐ついた。


「香月と一緒に修しゆ行ぎようをすれば、何か変化が出るかと期待したが、まったく無しか」


「すみません」


「いや、駿ちゃんが謝あやまることじゃないが」


　遊眞は三本目の缶ビールの残りを一気に飲み干ほした。


「まぁ、しようがないな。やっぱ一緒に行くしかないか」


　遊眞は缶ビールを駿に押おしつけてきた。


「だから、飲みませんよ、俺は」


「違ちげえよ。空からになったから、そこにあるのと一緒に捨すててこいっつってるの」


　駿が、かくっと肩かたを落とした。


「はいはい、判りました」


　駿が転がっている空あき缶を拾った。


　空き缶用のゴミ箱は台所なので、駿は台所まで捨てに行く。


　リビングに戻もどってくると、香月と美玖が階段から下りてくるところだった。


　ふたりの後から遊眞が下りてきたから、彼女が自分で呼よびに行ったらしい。


　遊眞が足を投げだすようにしてローソファに腰を下ろした。


　三人はクッションを持ってきて、思い思いの場所に陣じん取どる。


「で、お話とは、なんですか？」


　香月が真面目くさった表情かおで、そう訊きいた。


「じつは、いま訓練話が持ちあがっててな」


　香月が不思議そうな表情かおになる。


「訓練とは、つまり狗牙絶ちの、ですか？」


「そうだ。若わか手ての有望株かぶを集めて実戦訓練を合同でやろうって話が、だいぶ以前から出ていたんだが、それが今日、本決まりになったんだと。おまえらが学校行ってる間あいだに連れん絡らくがあった」


「それは、また……」


「実戦訓練というか、まぁ、合宿みたいなもんだな。若手同士だと、互たがいに顔も知らない場合が多いから、顔合わせも兼かねて合同で訓練するっていうことだ」


「その話をお師し様さまがされるということは、わたしが参加するわけですね？」


「おまえと、美玖だな」


　美玖が少し驚おどろいた表情かおになった。


「わたし……もですか!?　わたし、まだ狗牙絶ちの実戦を積んでいませんが」


　中学生の美玖は、香月と違って狗牙絶ちの仕事をしたことがなかった。


「まぁ、美玖もそろそろ初はつ体たい験けんを済すませてもいい年とし頃ごろだってことだよ」


　などと言って遊眞がけたけたと笑うと、香月が冷ややかな声を浴びせてきた。


「お師様、美玖の前でそういうお下げ劣れつな冗じよう談だんを言うのは止やめていただけませんか」


　まったくもってそのとおりだ、と駿は大いに香月に賛さん同どうした。


　美玖も、なんだか蔑さげすんだような目で遊眞を見ている。


　六つの非ひ難なんがましい目に見つめられ、遊眞はそっと視し線せんを逸そらした。


「あ～～、その、つまりだな、美玖は将しよう来らい有望な若手だから、ここらで実戦訓練を積んでおくのもいいだろうってこと。他ほかにもそういう若手が何人も集まるって話だから、それは問題ないんだが……」


「問題は別のところにあると？」


　と香月が口を挟はさむと、遊眞が、ちらっと駿に視線を走らせた。


「お師様、まさか、駿も!?」


「狗牙絶ち衆しゆう以外が加わるなんて、異い例れいな話だが、抑そもそも、駿ちゃんの場合、存そん在ざい自体が異例中の異例だしな」


「そういう言い方は、自分が異い常じよう者しやみたいに聞こえるので、止やめてくださいよ」


「いや、充じゆう分ぶんに異常者だろ」


「酷ひど……」


「前にも言ったがな、香月と駿ちゃんは、できるだけ一緒にいたほうがいい。いつ何なん時どき、刀が出てくるか判わからないんだし、刀が出そうな機会は、できるだけ増ふやしたいしな。実戦訓練があるなら、ぜひとも参加させたいと思うわけだよ、あたしは」


　駿は、はぁ、と間まの抜ぬけた声を発した。


「参加といっても、オブザーバーみたいなもんだから、訓練には出なくていいさ」


「宿老おとな衆の了りよう解かいは取れたんですか？」


「ああ、了りよう承しようさせた」


　あのぉ、と駿が遠えん慮りよがちに手を挙げた。


　狗牙についての説明はいろいろと聞かされたが、狗牙絶ち衆については、あまり詳くわしい説明を受けてはいない。いきなり専せん門もん用語を使われると困こまってしまう。


「おとなしゅう……って、なんですか？」


「宿老と書いて『おとな』と呼んでるんだが、まぁ、狗牙絶ち衆の幹かん部ぶ会かいみたいなものだ。あたしもその一員なんだがな」


「えぇっっ!?」


　駿が目を見開いた。


　この女ひとが幹部!?　それでいいのか狗牙絶ち衆？　君たち、きっと将来、後こう悔かいするぞ!?


　たちまち遊眞の目つきが険けわしくなる。


「あたしが幹部会の一員だと、何か問題があるのかい、駿ちゃんよ」


「ありません。全然まったくありません」


　遊眞が、けっ、と吐はき捨すてた。


「悪かったな、頼たより無い幹部で」


「ですから、そんなことはこれっぽちも」


　頼り無いっていうより、この女ひとを御ぎよするのが大変そうなんですけど。


　我われ知しらず、他たの幹部の苦労を思い遣やってしまう駿だった。


「お師様、とりあえずお話の趣しゆ旨しは判りましたが、その合宿とやらは何い時つあるのです？」


「五日後に集合……だそうだ」


「また、ずいぶんと急な話ですね」


「狗牙絶ちも兼ねているからな」


　香月と美玖が驚いた表情かおになる。


「だから、実戦訓練だって言っただろ。潜ひそんでいる狗牙を狩かることも今回のプロジェクトには含ふくまれているのさ。そっちはベテランが……伊砂いすかと岩がん洞どうのふたりがフォローするから問題はないだろ」


「あのおふたりですか」


「そうだ。このプロジェクト、あいつらがリーダーを務つとめることになったらしい」


「たしかに、あのおふたりなら問題はなさそうですが……しかし、そうすると」


　香月が何かを訊きこうとするのを遮さえぎるように、美玖が身を乗りだしてきた。


「あの、お師様、いすかさんとがんどうさん……というのは？」


「ああ、おまえは知らないわな。北ほつ海かい道どうの担たん当とう者しやでな。女のほうが伊い賀がの伊に砂すなで伊砂。伊砂斉いつき。で、男のほうが岩に洞どう窟くつの洞で岩洞。岩洞那な原ばる。ふたりとも、かなり実じつ績せきがある腕うで利ききの狗牙絶ちだよ」


　面おも白しろいお名前ですね、と美玖が素す直なおな感想を呟つぶやく。


　そこで香月が訊きたかったことを口にした。


「つまり、お師し様さま、その実戦訓練が行われる場所は北海道だと、そういうことですか？」


「そういうことだ」


「それは……いろいろな意味で吃驚びつくりです。訓練の期間は、どれほどなのです？」


「一週間くらいじゃねえかって話だがな。美玖も、そのくらいなら休めるだろ、学校」


　おいおい、美玖ちゃん、中学生だろ。いいのか、一週間も学校休んで。


　と思った駿だが、そこを問い質ただすようなことはしない。


　というか、遊眞が恐こわくて、したくてもできない。


「その間、お師様おひとりで平気ですか？」


「……何が？」


「いえ、食事とか洗せん濯たくとか掃そう除じとか」


「あたしを、何もできない単たん身しん赴ふ任にんの親おや父じか何かみたいに言うな！」


　でも。


　ねえ。


　と香月と美玖が顔を見合わせている。


　駿も、ふたりの心配はもっともだと思った。


「まったく。おまえら、あたしのことを見み誤あやまってるぞ。それにだな、今回はあたしも現げん地ち入いりするから問題はない」


「あ……そうなんですか」


「なんでも若手の指し導どうを兼かねて、宿老衆が何人か北海道に集まるんだとよ。あたしも呼よばれた。最初は札さつ幌ぽろで会合があるらしいから、合宿場所に入るのは、それが終わってからになるんだがな」


「あのう、お師様。浮うかれて、夜、ススキノで飲みすぎないようにしてくださいね。あと、酔よっぱらった勢いきおいで地元のヤクザと喧けん嘩かをしないで……」


「するかっ。おまえら、あくまであたしを見誤ってるぞっ！」


　美玖が首を竦すくめた。


　まったくもう、と遊眞が三人を睨ねめつける。


「とにかく！　集合日の前日、四日後には出発だからな、それまでに支し度たくを調ととのえておけ。刀はあたしのと一いつ緒しよに、明日あす中に送っておくように。送り先の住所は後で教える」


「お師様、飛行機のチケットの手配は？」


「それは本部から届とどくはずだから、必要ない。駿ちゃんも、いいな？」


　はい、と返事をしたものの、駿は戸と惑まどいを隠かくせなかった。


　自じ宅たくを離はなれて秩父の山やま奥おくで居い合あいの修しゆ行ぎようを始めたと思ったら、今度は北海道で狗牙絶ちの実戦訓練……。なんか、怒ど濤とうの展てん開かいだな。いやまぁ、俺は訓練には参加しないってことだけど。


　そう、駿は訓練には参加しないはずだった。


　見ているだけのはずだった。


　それなのに、まさか……。
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「それではお師し様さま、行ってきます」


「行ってきますです」


「行ってきまぁす」


　香か月づき、美み玖く、駿しゆんの三人は、居い合あいの師し匠しようである舘かん山ざん寺じ遊あそ眞まに挨あい拶さつをして外に出た。


　駿は私し服ふくだが、香月と美玖は学校の制せい服ふく姿すがたである。


　三人は北ほつ海かい道どうで行われる狗く牙が絶だち衆しゆうの若わか手てによる共同訓練――遊眞は合宿みたいなものだと言っていたが――に参加するために遊眞の自宅兼けん道場を出て、これから羽はね田だ空港へと向かうところだ。


　狗牙絶ちの劔つるぎはすでに発送済ずみなので、三人は大きなスポーツバッグを手にしているだけだった。


「あたしも明日あしたの夜に札さつ幌ぽろに入る予定だから、三日後くらいには現げん地ちで合流できるんじゃないか」


　玄げん関かん先さきで三人を見送る遊眞がそう声をかけてきた。


　美玖が心配そうな顔で応こたえる。


「お師様、羽は目めを外してススキノで飲み過すぎないようにしてくださいね」


「だから、判わかってるよ。何度も言うなよ」


　美玖が小さく舌したを出した。


　ん～～、可愛かわいいなぁ、美玖ちゃん。


　駿が目を細めて隣となりに立つ美玖を見ていると、その横にいた香月が不ふ審しんそうな目を向けてきた。


　駿は慌あわてて目を逸そらす。


「お師様、軽トラ、下に置いたままでいいのですか？」


　と美玖が念ねん押おしした。


「ああ、かまわないよ。あたしはバイクがあるからな。足代わりにはそれで充じゆう分ぶんだ。何か荷物を運ぶ必要ができたら、そのときに取りに行くから」


「じゃ、遠えん慮りよなく使わせてもらいますです」


「ああ。気をつけて行け」


　三人は遊眞に一礼すると、スポーツバッグを手に、建物の裏うら手てに停とめてある軽トラックまで歩いた。
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「三人か……」


　軽トラックの前で足を止め、香月が呟つぶやいた。


「ん？　何か？」


　と駿が訊きくと、彼女は肩かたを竦すくめる。


「いや、この車、ふたり乗りだから」


　ああ、そのことか。


　毎朝、学校へ通うとき、駿は香月の運転で下まで送ってもらっている。


　学校から帰ってきたときも同様だ。


　訊いたら、香月も無む免めん許きよだった。


「私道だから問題無し」


　と彼女は言い張はっていたが。


　けど、香月と俺おれが軽トラを使っちゃうと……美玖ちゃん、あの山道を歩くのか？


　と思った駿は、二日目に美玖に訊いてみた。


「わたし、オフロードタイプの自転車を持っているので、平気なのです。それで学校まで通ってますです。もっとも帰りの登り道は、途と中ちゆうから押して歩きますですが」


　と美玖は応こたえた。


　あの凸でこ凹ぼこの坂道を自転車で駆かけ下おりるのか。中学の制服で。


　一度、その勇ゆう姿しを見てみたいと思った駿だが、地元の中学に通う美玖のほうが彼よりも家を出るのが遅おそいから、今に至いたるまで未見である。


　しかし、今日きようは三人いるから、どうしたって誰だれかひとりは軽トラの荷台に乗らなくてはいけないということだ。


　香月は、


「美玖がいるときは、たいてい彼女に運転を任まかせる。わたしより上じよう手ずだからな」


　と言っていたので、たぶん、今日は美玖が運転手だ。


　となると、荷台に乗るのは自動的に香月か駿のどちらかということになる。


　香月に荷台に乗れとは言えないが、俺が荷台に乗るとも言いだし難にくいな。なんせ、乗り心ごこ地ち最悪だし。どうせ駄だ目め元もとだ、ここはひとつ。


　そう決けつ断だんした駿が香月に向き直った。


「香月、ちょっと提てい案あんがあるんだけど」


「何かな、駿？」


「俺が助手席に座すわって、香月は俺の膝ひざの上に乗る、というのはどうだろう。けっこう乗り心地がいいよ？」


「美玖、駿はバス停まで歩きたいそうだ」


　やっぱり駄目だった。


「しかも荷物を持ったまま。修しゆ行ぎようには丁ちよう度どいいかもしれないな」


　という香月の駄目押しの声は、もの凄すごく冷ややかだった。


「うわぁ、ごめんなさいぃ。俺が荷台でいいですぅ」


　香月は表ひよう情じようを崩くずし、小さく笑った。


「詰つめれば三人、座れるのじゃないかな」


「え？　でも、ふたり乗りなんだろ？」


「下のバス停までは私し道どうだから、ひとり余よ分ぶんに乗っていても問題はないと思う。いいよな、美玖？」


「かまわないですよ、姉あね様さま」


「助かったぁ」


　下までの山道は未み舗ほ装そうの悪路、荷台の上では乗り心地も何もあったものじゃない。


　しかも、美玖の運転は意外と荒あらっぽいので、少しでも気を抜ぬくと転げ落ちそうになる。


　乗ってるだけで疲つかれちゃうんだよな。


　荷台に乗るという難なん行ぎよう苦く行ぎようから解かい放ほうされて、駿は大きく安あん堵どの息を吐はく。


　三人は荷台にバッグを乗せると、車のドアを開けた。


　美玖が運転席に座り、助手席に香月と駿が無む理り矢や理りに体を押し込んだ。


　真ん中に座る香月と左ひだり端はしに座る駿の体が密みつ着ちやくした状じよう態たいで、軽トラックは走り始める。


　途と中ちゆう、右に左に車がカーブをする度たびに、ふたりの体は密着の度合いを増ましたりするわけだが、それはそれで楽しいので、駿は乗り心地の悪さがほとんど気にならなかった。


　それどころか。


　むしろ美玖ちゃん、いっそパワードリフトとかしてくれないかな。そうすれば、もっと香月と密着……。


　などとよからぬことを考える始末である。


　もちろん、そんなことができる車ではない。


　軽トラックは何事もなく下の公道にあるバス停に到とう着ちやくした。


　空あき地に車を停とめ、三人は荷物を抱かかえてバス停に立つ。


　バスの発車時じ刻こくまでは、まだ十分ほどあった。


　空港まで遠いよな、と駿がぼやく。


「空港までじゃなくて、毎日、学校へ通うだけでも充じゆう分ぶんに遠いんだけどさ」


　そうだな、と香月が笑った。


「ここから羽田空港まで、三時間以上かかるものな。羽田から新しん千ち歳とせ空港まで一時間半だから、ここは北海道よりも遠いことになる」


「笑い事じゃないぞ」


　などと言っているうちにバスが来た。


　このバス停は始発なので、発車時刻よりも少し早めにバスが来るのだ。


　三人は大きな荷物を手に提さげ、駅まで行く路線バスに乗り込こんだ。
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　両親が海外出しゆつ張ちよう中だというのに、駿はまだ飛行機に乗ったことが一度しかない。


　それも、記き憶おくも定かではないような幼よう少しようの頃ころの話だ。


　飛行場に来るのも、出張に出かける両親を成なり田た空港まで見送りに行ったときくらいだ。


　新しん装そうなった羽田空港のターミナルビルを歩くだけで、なんだかわくわくしてしまう。


　美玖も興きよう味み深ぶかそうにビルの中を見回したりしていたが、香月だけは不ふ愉ゆ快かいそうな表情かおでチェックイン手続きをして、手荷物検査にふたりを誘いざなった。


　なんだ？　香月の奴やつ、機き嫌げん悪そうだな。


　そう思ったものの、なんとなく声をかけづらくて、駿は香月の様子を窺うかがっていた。


　ところが。


　手荷物検査の順番を待っている最中に唐とう突とつに香月が話し始めた。


「飛行機というのは面めん倒どうくさいな。そうは思わないか、駿」


「え？　いや……そうかな」


「そうだとも。フライト時刻より三十分以上前にチェックインしろだとか、手荷物検査をさせろだとか、大きな荷物は預あずけろだとか。客に向かって言う言葉ではないな。そう思うだろう、駿？」


「うん……まぁ……そうかな」


「座ざ席せきは狭せまいし、シートベルトで身動きが取れないし、出入り口が一箇か所しよしかないから、乗るときも下りるときも大だい混こん雑ざつだ。けしからんな。そう思うだろう、駿？」


「あ～～、まぁ、そう言われると……」


「新しん幹かん線せんなら、発車一分前に乗っても誰も文もん句くは言わない。手荷物検査だってない。席を立っても怒おこられないし、気分転てん換かんがしたくなれば一号車から十六号車まで歩くことだってできるのに」


　そんなことをする奴はいないよ。


「電車なら窓まどから景色を楽しむことができるのに、飛行機は雲しか見えない」


「あ……香月、ひょっとして飛行機に乗るのが恐こわいの？」


「馬ば鹿かな」


　香月は吐はき捨すてるように応こたえた。


「恐いのではない。面倒くさくて嫌きらいなだけだ」


「うんうん、そうかそうか」


「駿。君は勘かん違ちがいをしている。大いなる勘違いをだ」


「ああ、判わかってる。判ってるよ。充じゆう分ぶん、判ってるって」


「駿、わたしは今、君のことが無む性しように殴なぐりたくなってきた」


「なっ、何を馬鹿なことを。っていうか、それ、完全に言いがかりだろ」


「姉あね様さま、駿様、順番ですよ」


　後ろから美玖が声をかけてくれなければ、駿は本当に香月に殴られていたかもしれない。


　しかし……。


　手荷物検査の係員に航空券けんを見せながら、駿は意外の念に打たれる。


　あんなこと言ってたけど、香月の奴、実はやっぱり飛行機が苦手みたいだな。遊眞さん以外、香月に苦手なものなど無いと思ってた。


　ちょっと意表を衝つかれた感じの駿である。


　三人は手荷物検査を済すませると、搭とう乗じようゲート前の待合室に移い動どうして、そこで搭乗の開始を待った。


　香月はずっと不機嫌そうな表情かおで押おし黙だまったままだった。
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　三人を乗せた飛行機は、羽田空港を飛び立ってから約一時間半のフライトで、予定通り新千歳空港に到とう着ちやくした。


　フライトの間、香月はずっと眠ねむっていた。


　いや、実じつ際さいに眠っていたのかどうかは判らない。


　とにかく目を瞑つぶったまま身動きひとつしないのだ。


　機内サービスの飲み物も飲まなかった。


　とはいえ、駿が見る限かぎり、恐いのを瘦やせ我が慢まんしているという感じではなかった。


　恐くはないけど嫌い……というのは、本当なのかもな。


　着陸した飛行機が駐ちゆう機きスポットまで移動すると、ようやく香月は目を開け、やれやれ、と小さく伸のびをした。


　飛行機を降おり、預けた荷物を受け取った三人は空港の到着ロビーに出た。


　北海道に来るのが初めての駿は、物もの珍めずらしそうに辺りを見回している。


「新千歳空港って随ずい分ぶんと賑にぎわってるんだな」


　と駿が言うのも道どう理りで、午前中にも拘かかわらず到着ロビーは大おお勢ぜいの人でごった返していた。


　何かの名前が入った旗を持った人があちこちに立っていて、その周りには十数人の旅行客がひしめいている。


　あれは団だん体たい旅行の添てん乗じよう員いんとその客だろう。


　六月ともなると本州はそろそろ梅雨つゆ入いりの時期だが、梅雨がない北海道は、まさに観光シーズン真まっ直ただ中なかなのだ。


　もっとも北海道は、春しゆん夏か秋しゆう冬とう、常つねにオンシーズンと言えるので、特別にこの時期だけ混こんでいるわけではない。


「香月は来たことあるの、北海道？」


　狭せまい座ざ席せきから解かい放ほうされたせいか、香月は晴れ晴れとした表情かおで応こたえた。


「わたしは二回目だ」


「美玖ちゃんは？」


「初めてですよ」


「駿は？」


「俺も初めてだな。で、香月、ここからどうするの？」


「お師し様さまの指し示じだと『到着ロビーで待ってれば迎むかえの人が来てくれる』そうだから、この辺あたりにいれば、向こうが見つけてくれるはずだ」


「迎えの人？」


「お師様が言っていただろう？　伊砂いすかさんと岩がん洞どうさん」


「ああ、北海道担たん当とうの狗牙絶ち衆の。香月は、そのふたりを知っているの？」


「知っている……というか、以前に顔を合わせたことはある、という程てい度どだけど。送った刀も、ふたりが持ってきてくれる手て筈はずになっている」


「そういえば、姉あね様さま」


　と美玖が口を挟はさんできた。


「訓練が行われる場所は何ど処こなのですか？」


「いや、実はわたしも知らないんだ」


「え？　わたしは姉様が行き先を知っているものだとばかり思ってましたです」


「うん、俺も」


　香月は肩かたを竦すくめ、軽く首を左右に振ふった。


「お師様も詳くわしい場所は知らなくて、こちらに着いたら、伊砂さんと岩洞さんが案内してくれるから、ということだった」


「適てき当とうだな」


「北海道の何ど処こかには違ちがいないよ」


「それ、範はん囲い、広すぎだと思うけど」


「そうそう、駿」


「え？　なに？」


「やはり金きん属ぞく探たん知ち器きは反はん応のうしなかったな」


「ああ……それか」


　駿は、そっと胸むねに手を当てた。


「反応しないだろうとは思っていたけれど、実じつ際さいに鳴らないと不思議な気分になるよな。もっとも、鳴ったら鳴ったで困こまるんだけど」


「君がわたしの刀、玉たま響ゆらを呑のみ込こんだのは、揺ゆるぎない事実だ。なのに金属探知器は反応しない。となると、玉響は君の体を通って不思議世界にでも送られてしまった、と考えるしかないのかな」


「なんだよ、不思議世界って」


「いや、この現げん実じつ世界ではない何処かを比ひ喩ゆ的に表現したのだが」


「したのだが……って言われてもな。もし、金属探知器が反応するような状じよう態たいで刀が体内にあるなら、俺おれはとっくに死んでるよ」


「まぁ……そうだな」


「刀が何処に行ったのかは棚たな上あげするとして、こうして何事もなく飛行機に乗れるのなら、遊眞さんが言っていたとおり、とても便利な体たい質しつってことになるけどね」


「刀を自由に出し入れできるのなら、という条じよう件けんが付くよ、駿」


「そうか……そうだな」


「そこが、どうにも判わからないわけで……」


「ねえ、姉様」


　美玖が香月のスカートを摘つまんで引っ張ぱった。


　香月のスカートは、何い時つもの襞ひだのある濃のう紺こんのスカートだ。


　上も、何時も着ている紺色のセーラー服である。


　一方、美玖のほうは通っている中学の制せい服ふく――クリーム色のワンピースタイプ――だ。


　香月曰いわく。


「べつにお洒落しやれしていくような場所じゃない。どうせ現地で訓練に入れば着き替がえることになるだろうから」


　ふたりの私し服ふく姿すがたを見てみたい気もする駿だが、香月の制服姿はとても凜り々りしく、美玖の制服姿はとても可愛かわいいのだから、彼に文もん句くなどない。


　スカートを引っ張られ、香月が美玖を見た。


「どうした？」


　美玖はあらぬ方向を見たまま、囁ささやくように言った。


「誰だれか、物もの陰かげから、じっとこちらを見ている人がいますけど」


　香月は素そ知しらぬ顔で右手を挙げ、


「あれはなんだろう？」


　と言った。


　その動きに釣つられて駿は顔をそちらに向けるが、香月は手を挙げたまま、


「どの辺だ？」


　と、やはり囁くような声で美玖に訊きき返した。


　それで駿にも、香月の挙げた手はフェイクだったのだと判った。


「姉様の左ひだり斜ななめ後ろ二十メートルほどです」


　右手を下ろした香月は、駿に向かって、そのまま、と唇くちびるを動かし、彼の動きを制しておいて視し線せんだけをそちらに向ける。


「なんだ」


　香月の表情かおが緩ゆるんだ。


「伊砂さんじゃないか」
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　香月が軽く右手を挙げると、柱の陰に隠かくれていた人物が姿を現あらわした。


　そちらに向かって香月が歩いていくので、駿と美玖も後あとを追う。


　件くだんの人物の前で香月が足を止めた。


「そんなところで何をしているんですか、伊砂さん」


　伊砂と呼よばれた女じよ性せいは、年の頃ころが二十代半なかばだろうか。


　淡あわ色いろのタイトなミニスカートに白いブラウス、スカートと同どう系けい色しよくのジャケット、髪かみをひっつめてサングラスをかけているその女性は、外がい資し系の会社の社長秘ひ書しよのように見える。


　だが、駿は強きよう烈れつな違い和わ感を覚えた。


　その違和感に思わず駿が目を凝こらす。


　すぐに違和感の正体が判はん明めいした。


　女性は足袋たびを穿はいていたのだ。足袋を穿き草ぞう履りを履はいているのだ。


　周りにいる人の何人かも既すでにそのことに気づいているらしく、彼女にちらちらと視線を送ってきている。


　タイトなミニスカートにジャケットにサングラスに足袋に草履。


　それで駿は、ああ、この人も香月や遊眞さんのお仲間だ、と理り解かいした。


　飲み物の入った紙コップを持っている右手を挙げて、伊砂が香月に応こたえた。


「やあ、カヅキン」


　香月の奴やつ、カヅキンって呼ばれてるのか。


　香月が嫌いやそうに顔を歪ゆがめた。


「その呼ばれ方は好きじゃありません」


　という香月の抗こう議ぎを聞き流し、伊砂は香月の隣となりまで来ると立ち止まった。
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　女子にしては背せの高い香月よりも、さらに頭ひとつ高い。


「随ずい分ぶんと久ひさしぶりだなぁ、カヅキン偶たまには、こっちにも遊びに来きなよ」


「つっ続けるな！　句く点てんを入れろ、句点を」


　香月が顔を赤くして抗議を続けている。


　カヅキンたまには……なるほど、そりゃあ嫌がるわけだ。


「まぁまぁ。ほら、これ」


　女性が右手に持った紙コップを差しだした。


「カヅキンの好きな抹まつ茶ちやオレ。飲んで」


「あ、どうもありがとうございます」


　香月はすぐに抗議を中止した。


「ところで」


　伊砂が上体を四十五度ほど横に倒たおし、香月の体の脇わきから駿を見た。


「そっちがカヅキンの彼氏？　あと、美玖ちゃんだっけ？」


「違ちがいます」


「え？　違うの？　カヅキンの連れじゃないの？　あんたの後をついてきたのに？」


「いえ、そうではなくて。そのふたりは、もちろんわたしの連れですが、違うのはわたしの『彼氏』というところです」


「彼氏じゃない？　おかしいな。遊眞さん、『香月は彼氏と一いつ緒しよに行くから』って言っていたけど？」


「お師し様さまは～～」


　低く唸うなる香月の横で、美玖が伊砂に対して丁てい寧ねいに頭を下げた。


「わたし、桃もも山やま美玖と申します。舘山寺遊眞師し匠しようの下もとで、日々、修行を積んでいる身です。まだまだ若じやく輩はい者ものですが、どうかよろしくお願いしますです」


「あら、礼儀正しいのね、美玖ちゃん。師匠とは大違いだ」


　伊砂は、くすくすと笑った。


「わたしは伊砂斉いつき。よろしくね」


　駿も慌あわてて頭を下げた。


「俺は葛かつら城ぎ駿です。えぇと、部外者なんですけど、拠よんどころ無い事じ情じようで参加させてもらうことになりました。よろしくお願いします」


「うん、まぁ……そうねぇ。話を聞いたときは驚おどろいたけど、宿老おとな衆しゆうがそう決めたのなら、わたしらがどうこう言う筋すじ合あいでもないし。ま、よろしくね」


　駿と美玖がもう一度、頭を下げた。


「じゃ、これ、君と美玖ちゃんにもあげる」


　伊砂は左手に持っていた紙かみ袋ぶくろを差しだした。


「あ、どうもすみません」


「ありがとうございますです」


　駿と美玖は礼を言って紙袋を受け取る。


　中を見ると、香月に渡わたした物と同じ、抹茶オレの紙コップがふたつ入っていた。


　駿は紙コップの蓋ふたを外してストローを差す。


　すると伊砂が顔を寄よせてきて、前後左右上下から舐なめるように視し線せんを這はわせる。


「あの……何か？」


「ふぅん、普ふ通つうの子だねぇ」


「もちろん普通ですけど」


「いや？　これは……」


「え？　俺が何か？」


「う～ん、判わからないな～～」


　伊砂は駿から離はなれ、振ふり返った。


「で、結局、なんなの、この少年？」


「いやまぁ、いろいろありまして、ですね」


「えろえろあった？」


　伊砂の右耳を左手で摑つかんだ香月が、ぐ～～っと引っ張ぱった。


「貴女あなたの耳はロバの耳ですか？　それとも馬の耳ですか？」


　うわぁ、香月が思い切り突つっ込こんでいるよ!?


　香月の激はげしい突っ込みに、思わず見入ってしまう駿だった。


「痛いたい。痛いから放して、カヅキン」


「だから！　その呼よばれ方は好きではないと言っている！」


「あぁ、判った。よ～く判ったから、手を放して」


　ようやく香月が伊砂の耳から手を放した。


「も～～、耳が伸のびちゃうじゃない」


　耳を撫なでながら文もん句くを言っていた伊砂だが、さて、と顔を上げた。


「いつまでも遊んでいると宿老衆にどやされるし、飲み物を飲んだら車に行こうか」


　伊砂が空港の出入り口のほうを指差して歩きだした。


　そうですね、と首肯うなずいた香月が、紙コップの抹茶オレをストローで飲み干ほす。


　駿もそれを見習った。


　う……甘あまい。ドーナツといい、これといい、香月は意外と甘い物が好きなんだな。って、それは女子としては正しい姿し勢せいなのか？


　などと駿が考えていると、空からになった紙コップを手近のゴミ箱に放ほうり込んだ香月が彼に向かって手を伸ばした。


「あ、サンキュ」


　駿が空になった紙コップを手渡すと、香月がそれもゴミ箱に放り込む。


　美玖だけはまだ抹まつ茶ちやオレを飲んでいたが、急いで残りを飲み干し、紙コップをゴミ箱に入れた。


「では、行こうか、駿、美玖」


　伊砂が目を細めて三人のことを見ている。


「なんか昨日今日のつき合いって感じじゃないよね。彼氏と彼女っていうより、もう恋こい人びと同士？　みたいな。美玖ちゃん、君、お邪じや魔ま虫むし？　みたいな」


　と言われて、美玖が不思議そうな表情かおで駿と香月を見上げている。


　え？　そ、そうなのかな？　そう見えるのかな、俺と香月!?


　ちょっとドキドキした駿だが、香月の反はん応のうは極きわめて否ひ定てい的なものだった。


「貴女の目はガラス玉ですか!?」


　伊砂が小さく仰のけ反ぞった。


「も～～、相変わらずキツいねカヅキン堪たまらないよ、そんなこと言われたら」


「だから！　そこを繫つなげるなと！」


　伊砂が、くすっと笑った。


「すぐムキになるし。可愛かわいいなぁ、カヅキン」


　がっくりと肩かたを落とした香月が、は～～っと大きなため息を吐ついた。


「も、いいです。それより」


　肩と顔を戻もどした香月が伊砂に訊きいた。


「我われ々われは何ど処こに向かうのです？」


「何処にって？」


「ですから、訓練とやらが行われるのは、何処なのかと」


「とりあえず、札さつ幌ぽろに行くよ」


「札幌？　札幌で訓練が？」


「そこは単なる集合場所。札幌に集まった後、まとまって移い動どうするんだよ。今回の訓練には各地から何人も呼よばれているからね」


「……随ずい分ぶんと異い例れいなことですね」


　まあね、と首肯うなずいた伊砂は辺りを見回して声を落とした。


「それにね、標的にこちらのことを気づかれたくないから、現げん地ちの情じよう報ほうは予あらかじめ教えられないってこと」


　香月も声を落とす。


「訓練場所の近くに狗牙がいると？　確かく実じつな情報なんですか、それは」


「う～～ん、訓練場所の近くに狗牙がいるらしいというか、狗牙がいるみたいだから近くを訓練場所に選んだというか、微び妙みようなところだけどね」


　小さく肩を竦すくめた伊砂は、出口のほうに顔を向けた。


「詳くわしい話は車の中でしよう」


「あ、判わかりました」


　四人は駐ちゆう車しや場じようまで歩き、伊砂の車に乗り込んだ。


　車はボルボのエステートワゴンだった。





　　　　６




　運転席には黒い革かわのツナギに身を包んだ男が待機していた。


　瘦やせているが筋きん肉にく質しつで上うわ背ぜいがありそうだ。


　髪かみが短く、目つきが異い様ように鋭するどい。


　顔に傷きず痕あともあって、いかにも歴戦の勇士といった雰ふん囲い気きを醸かもしだしている。


「待たせたね、ガッチン」


　男は無言で伊砂に頭を下げただけだった。


　伊砂が助手席に座すわり、香月と駿と美玖が後部座ざ席せきに並ならんで腰こしを下ろした。


　さすがにボルボだけのことはあって、遊眞のところの軽トラックの座すわり心ごこ地ちとは雲うん泥でいの差だった。


「お久ひさしぶりです、岩がん洞どうさん」


　と香月が声をかけても、岩洞は無言のまま軽く会え釈しやくを返しただけで、駿や美玖のほうを見ようともしない。


　岩洞がエンジンキーを捻ひねると、駿の耳に独どく特とくの重低音が響ひびいてきた。


　岩洞がギアをＤレンジに入れ、車はゆっくりと動きだした。


　結局、岩洞は一言も発しないままだった。


　無ぶ愛あい想そうな人だな～～。っていうか、部外者の俺おれのこと、気にならないのかな。それとも、同業者のひとりとでも思っているのかな。いや、まさかね。


　同業者ならすぐに判ると遊眞や香月は言っていた。


　であれば、この男は駿が同業者でないことは承しよう知ちしているはずだ。


　すでに説明は受けているから訊くまでもないということか。あるいは、部外者のひとりくらい、眼がん中ちゆうにないのだろうか。


　表ひよう情じようも変わらないし、判り難にくい人だな、と駿は思った。


　あの服とあの体だから、見た目は判り易やすいんだけど。


　駿は隣となりに座っている香月に小声で訊いた。


「俺のこと、気にならないのかな」


　香月は駿に顔を寄よせ、囁ささやくような声で応こたえてくれた。


　近づきすぎて香月の吐と息いきが駿の耳にかかりそうになるが、それはそれでかなりいい感じだった。


「岩洞さんは、他人のことにあまり興きよう味みを持たない人だからね。どのような説明を受けているか判らないけど、わたしと伊砂さんが連れているならそれで問題は無しと判はん断だんされたのだろう」


　判ったような判らないような説明だったが、それ以上訊いても意味がない。


　駿は、ふぅん、とだけ言ってシートベルトを締しめた。
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「お？　君、後部座席でもシートベルトを締める派はなんだね？」


　上体を捻ひねった伊砂がそう呼よびかけてきた。


「ええ、まぁ。いくら注意していても、もらい事じ故こがありますしね」


「いい心がけだ。そういう用心深い子は、お姉さん、大好きだよ。ねえ、カヅキン？」


「ええ、そうですね。締めますよ」


　美玖にも促うながして、香月はシートベルトを装そう着ちやくした。


　その直後に、車は空港の敷しき地ちから一いつ般ぱん道どうへと出て、一気に加速を開始した。





　　　　７




　岩洞が運転するボルボエステートワゴンは千ち歳とせ市内を軽けい快かいに走り抜ぬけ、程ほどなくして千歳インターチェンジから道どう央おう自動車道に走り込んだ。


　それまで無言で周囲の景色を見ていた香月だが、顔を戻もどし、視し線せんを助手席に座る伊砂の後頭部に据すえると、おもむろに口を開いた。


「で、伊砂さん、今回の訓練ですが。お師し様さまは合宿みたいなものだと仰おつしやっていましたが、具体的に何をするのですか？　そして、訓練に狗牙がどう絡からんでくるのです？　お師様も詳くわしいことはご存ぞんじないようでしたが」


「うん、実はね」


　腕うで組ぐみした伊砂は、重々しい声で言った。


　空港で巫山戯ふざけていたときとは声の印象がまったく変わっている。


「仲間が殺されたんだ」


「なんですって!?」


　思わず身を乗りだそうとした香月は、シートベルトに上体の動きを邪じや魔まされた。


　小さく舌した打うちした香月が体を元に戻す。


　駿と美玖も驚おどろきの表情かおで伊砂の後頭部を見つめた。


「カヅキンは知らないと思うけど、鵜う月づきって若わかい奴やつが二週間ほど前に下手へた打ってね」


　小さく首肯うなずいた香月が、低い声で訊きいた。


「殺されたというのは、つまり、狗牙に……ですね？」


「もちろんだよ。どうやら狗牙が何匹びきか、一定の狭せまい範はん囲いに集まっているらしい」


　香月の眉まゆが小さく跳はねあがった。


「まさか!?」


「そう、まさかだよね。通つう常じよう、狗牙は単たん独どく行動をする。偶たま々たま、二匹が近くで動くことはあっても、あるいは子が孫を、孫が曾ひ孫まごを伴ともなっていることはあっても、何匹もの狗牙が狭い範囲に集まるなんてことはあり得ない。でも、今回は」


「北海道の何ど処こかに狗牙が集まっている……というのですか？」


「まだ確かく定ていされたわけじゃないけどね。それを調べて、事実だと確かく認にんした場合、集結した狗牙を殲せん滅めつするというのが今回の訓練内ない容ようなの。そのチームリーダーに指名されたのが、わたしってわけ」


「訓練って、それはどう見ても実戦じゃありませんか」


「狗牙といっても、孫や曾孫らしいからさ。それほどの大仕事じゃない。だから、この際さい、若手を集めて実戦訓練をしようって、そういうことだね。鵜月を殺やったのがどんな狗牙か、というのは少し気になるけど」


「はあ……」


　香月は、なんとなく納なつ得とくがいかないという表情かおで曖あい昧まいな返事を返した。


「現げん役えきばりばりのカヅキンには楽な仕事でしょ。どちらかというと、今回は美玖ちゃんのサポート役に回ってもらう……って感じかな」


「若手……とは、どういう者が集められているのです？」


「ゲームに喩たとえれば、カヅキンが騎き士しレベル７セブンかな。でもって他ほかの連中は騎士見習いとか準じゆん騎士とか、そういうレベル。美玖ちゃんみたいにね。他にもひとり、ふたり、経けい験けん者しやはいるけれど」


　香月のレベルが「７」という意味は？　と思った駿だが、どうにも軽口を挟はさめるような雰ふん囲い気きではないので、黙だまっている。


　美玖も質しつ問もんを挟まずに、黙って香月と伊砂のやり取りを聞いているだけだった。


「詳しいことは現地に着いてから話すよ」


「何人、参加するのです？」


「七人だっけな。八人だっけな」


　伊砂が運転席の岩洞に顔を向けた。


「ガッチン、覚えてる？」


　岩洞が何も答えないので、伊砂は肩かたを竦すくめて顔を戻した。


「ま、そんなものだったと思うよ」


　伊砂は左ひだり腕うでを掲かかげ、腕時計に目をやった。


「さて、そろそろかな」


　駿は伊砂の言葉をぼんやりと聞いていた。


　そろそろ？　何がそろそろ……なんだろう。まさか……もう札幌に？


　出発前に駿が仕入れた知ち識しきでは、新千歳空港から札幌の都心まで、高速道路を使っても一時間近くかかるはずだった。


　まだ高速に乗って十分かそこらだ。着くはずがないよな。


　駿は顔を横に向けて外の景色を確認しようとした。


　だが、どういうわけか頭が重くて動かなかった。


　あ……れ。変だな……力が入らない……。


　香月も不思議に思ったのか、


「何が、そろそろなんです？」


　と伊砂に訊き返した。


　彼女は香月の問いには答えずに、じゃあね、と右手を挙げた。


「目的地に着いたら起こすから。それまでごゆっくり」


「……え？　起こす……？」


「うん。そろそろ効きいてくるでしょ？」


「……は？　何……が……？」


　急きゆう激げきに瞼まぶたが重くなってきたのを感じた香月は、隣となりの駿と美玖に目をやった。


　いつの間まにかふたりの首は力なく横に倒たおれており、目も閉とじられていた。


「ま……さか、伊砂さ……ん……」


「お休みだよ、カヅキン」


　香月も睡すい魔まに抗こうし切れなくなった。


　意識が途と切ぎれる直前に彼女が見たものは、青空の下もと、緑に覆おおわれた広大な北海道の大地だった。
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　駿が目を覚ますと……。


　其そ処こは寝しん室しつだった。


　何ど処こかは判わからない。


　なぜ、そんなところに自分がいるのかも判らない。


　だが、ベッドの上で仰あお向むけに寝ねているのだから、其処は寝室なのだろう。


　駿はしばらく、ぼんやりと天てん井じようを見つめていた。


　天井にはシャンデリアタイプの豪ごう華かな照明が吊つるされているし、天井の作りもどことなく金がかかっていそうだ。


　どうも普ふ通つうの家じゃなさそうだな。寝室というか、ホテルの部屋みたいな……。


　駿が何なに気げなく顔を横に向けると、其処には。


「うわぁっっ!?」


　仰ぎよう天てんした駿は、思わずベッドの上を転がって逃にげた。


　何故なぜなら、自分の頭のすぐ左横に美玖の寝顔があったからだ。


　左横に美玖が寝ているのなら、右横には香月が寝ていてもおかしくはない。


　その事実に駿は気づくべきだったが、しかし、それは無理な相談だったのかもしれない。


　何しろ駿は、薬で眠ねむらされて目が覚めたばかり。


　頭の働きは正せい常じように戻もどっていない。


　そんな状じよう態たいで目の前に美玖の寝顔が現あらわれれば、驚おどろいて逃げるのは当然である。


　それは本ほん能のう的な行動だった。


　逃げた先に香月がいたのは、不幸な事じ故ことしか言いようがなかった。


　ベッドを転がって美玖から逃げた駿は、反対側にあったモノに抱だきつく恰かつ好こうになってしまった。


　そこにあったモノは、物ではなく者であって、もちろんそれは香月の体である。


「……ん？」


　間まが悪いというか運が悪いというか。


　いずれにせよ、香月がそこで目覚めてしまったのは運命の悪戯いたずらとしか言いようがない。


　自分の体に手足を巻まきつけるようにして覆おおい被かぶさっているのが駿だと気がついた香月は、無言で右手を動かした。


「ぐはぁっっ」


　脇わき腹ばらを押おさえた駿が、香月の体の上から転がり落ちた。


「駿、君は！」


　上体を起こした香月は、駿の上に跨またがった。


　いわゆるマウントポジションというやつだ。


　そのまま香月は右手を振ふりあげる。


「わたしが気き絶ぜつしているのをいいことに悪戯をしようとするなんて」


「ちっ、違ちがっがふぅっ」


「見み損そこなった！　見損なったよ、駿！」


　香月の右の拳こぶしが何度も駿の顔を捕とらえた。


　その度たびに駿の顔は右を向いたり左を向いたり。


「違ちがっ、痛いたっ、話っ、をっ、はぐっ、聞いっ、ふぎゃっ」


　このままでは香月に殴なぐり殺される。香月の攻こう撃げきを止とめないと俺おれは死んでしまう。


　そんな恐きよう怖ふが駿の体を突つき動かした。


　駿は香月に殴られながらも、必死で手を伸のばし、身を起こし、香月の体に抱きついた。


　繰くり返すが、これは命の危き険けんを感じた駿がなんとか香月の攻撃を止めようとした行動であって、彼には疚やましい思いなど一いつ片ぺんもなかった。欠片かけらもなかった。微み塵じんもなかった。


　だが、自分に抱きついてくる駿を香月がどう思ったかというと。


「君はまだそんなことを～～っっ」


　香月の攻撃が、よりいっそう激はげしくなっただけだった。


「じっじっ死ぬうぶっっ、死んじゃ[image: ]～～」


　このとき、もしも美玖の、


「あれぇ？　朝っぱらから夫ふう婦ふ喧げん嘩かですか、姉あね様さま、駿様ぁ？」


　という寝ね惚ぼけ声が上がらなかったら、駿は本当に香月に殴り殺されていたかもしれない。
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「ごめんっ、ほんっとうにごめんなさいっ」




[image: ]


　ベッドの上で胡座あぐらをかいている駿の目の前に香月が平へい伏ふくしていた。


　そんな香月を見下ろす駿の顔は腫はれていて、目に隈くまなんかできている。


「本気で痛かったんだからな、香月」


「ごめんなさいぃぃぃ」


　香月は掛かけ布ぶ団とんの中に顔をめり込こませるようにして謝あやまった。


「あの、駿様、姉様だって悪わる気ぎがあってやったわけではないですし」


　と美玖が取りなそうとするが、駿は。


「悪気があってやられて堪たまるかっ！　っていうか、俺は香月の勘かん違ちがいで、既すでに一度、殺されそうになってるんだぞっ！　さっきだって美玖ちゃんが声をかけてくれなければ、殴り殺されていたかもだっ！」


「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさいぃぃぃぃぃ」


　先ほどから香月は泣いて謝るばかり。


　さすがに、そんな姿すがたを見せられたら駿の怒いかりも引いていく。


「いや……もういいよ。今さら……どうしようもないんだし」


「しゅっ駿！」


　香月が涙なみだに濡ぬれた顔で駿を見上げた。


　駿は思わずドキリとする。


　か、香月の奴やつの泣き顔見るの、二度目だけど……そんな顔で見られたら、俺が虐いじめてるみたいだっつぅの。畜ちく生しよう、狡ずるいぞ。


「駿がわたしを許ゆるせないのは判わかる。だから、駿がやられたことをやり返していいよ」


　上体を持ちあげた香月は、はい、と言って自分の顔を駿に向かって突きだした。


「好きなだけ、憂うさが晴れるまで、殴っていいよ、駿」


「あ～～も～～」


　駿は、がしがしと髪かみの毛を搔かきむしる。


「そんなこと、できるわけないだろ」


「でも……このままではわたしの気が済すまないんだ」


「じゃあ、貸かしひとつってことで、いいや。いや、ふたつ目か？」


「ありがとう、駿。君は善いい奴だ」


「とか言う割わりには、容よう赦しやなく殴りつけやがったよな。俺に説明する間まも与あたえずに」


「あぅあぅ」


　ふたりのやり取りを見ていた美玖が笑いだした。


「駿様も姉様も、なんだか素す敵てきですぅ」


　駿と香月が顔を見合わせる。


「仲のいい恋こい人びとみたいですよ～」


「なっ何言ってるの、美玖ちゃん！」


「そうだよ、美玖。年上を……からかうものではないな」


「からかってなんか、いませんよ～～？」


「い、いやそれよりも。ここが何ど処こなのかを調べなくては」


　あ、姉様、誤ご魔ま化かした。


「なぁ、香月」


「な、何かな、駿」


「俺たちが揃そろってここで寝ていたってことは……伊砂さんと岩洞さんに連れてこられたんだよな？」


　たちまち香月の表情かおが引き締しまった。


　恐おそろしく真しん剣けんな面おも持もちでベッドから下りた香月が、足早に窓まどに寄よっていく。


　カーテンが閉しまっているから外は見えない。


　カーテンの端はしに立った香月が僅わずかにカーテンを引き、隙すき間まから目だけを覗のぞかせるようにして外を確かく認にんする。


「二階だな。だが、外は……うん？」


「どうした、香月？　何が見える？」


　香月が手て招まねきするので美玖と駿が進みでていくと、香月がカーテンを大きく引いた。


　眩まばゆい光が押し寄よせてきて、駿は思わず目を細める。


　窓の下は砂じや利りを敷しいた空き地だった。


　車が停とまっているところを見ると、駐ちゆう車しや場じようなのかもしれない。


　その向こうには木々の密みつ生せいした森が広がっていた。


　右手のほうに、建物のエントランスと思える場所があった。


　本ほん棟とうから屋根が突つきでているそこは車寄せなのだろう。


「森の中の洋館……みたいな造つくりだな。洋館というかプチホテルというか」


　と呟つぶやくように駿が言う。


「ということは、ここが合宿場所ということなのかな。だとしても、どうして伊砂さんはわたしたちを眠ねむらせるような真似まねをしたのだろう」


　香月が首を捻ひねっていると、そのとき。


　廊ろう下かを近づいてくる足音が聞こえた。


　足音といっても靴くつ底ぞこが廊下を打つ音ではなく、摺すり足のような低くて鈍にぶい音だ。


　足音の主はかなり急いでいるらしい。


「駿！」


　香月が囁ささやいた。


「ベッドの陰かげに隠かくれていろ」


　駿は慌あわててベッドの陰に身を隠す。


「美玖、ドアの横に」


　黙だまって首肯うなずいた美玖が、ドアのすぐ横の壁かべに背せ中なかを貼はりつける。


　香月はドアの正面に立って身み構がまえた。


　足音は三人のいる部屋の前で止まった。


「誰だ？」


　という香月の低い声が上がる。


　外から返ってきた声は。


「カヅキン、目が覚めたか」


「伊砂さん！　あなたには、ちょっとお訊ききしたいことが……」


　という香月の声を無む視ししてドアが開いた。


　そこに立っていたのは間ま違ちがいなく伊砂だったが、どうも様子がおかしい。


　まず息が乱みだれているのが変だ。


　伊砂ほどの手て練だれなら、その辺りを全力疾しつ走そうしても、息が乱れることなどあり得ない。


　その上、何やら顔色が悪い。


「どう……したのですか？」


「うん」


　伊砂は、息を殺してすぐ横に立っている美玖にちらっと視線を走らせたが、すぐに正面の香月に視線を戻もどした。


「ガッチンが殺やられた」


　香月が目を見開いた。


「なんですって!?」


　駿も美玖も、吃驚びつくりして口をぽかんと開けるばかりだ。


「一いつ緒しよに来てくれないか。若わかい連中が動どう揺ようしてるんだ」


「いえ……わたしも若いんですが」


「それでも、参加者の中じゃ、カヅキンは経けい験けん者しやだよ」


「……岩洞さんが殺られたというのは、やはり狗牙にですか？」


「そうとしか考えられないね」


　香月の頭ず脳のうがフル回転を始めた。


　岩洞さんほどの腕うでを持つ狗牙絶ち衆しゆうが、そう簡かん単たんに狗牙になど殺られるものだろうか。もし殺られたのだとしたら、どういう状じよう況きようで、相手はどれほどの狗牙だったのか。そして、これがいちばん肝かん心じんなのだが、ここに自分たちが集められたことと岩洞さんが狗牙に襲おそわれたことと、何か関係があるのだろうか。もし関係があるとすれば……最悪、自分たちも襲おそわれる可か能のう性せいがある。岩洞さんを殺したほどの強力な狗牙に。


　香月は顔を強こわばらせて首肯うなずいた。


「判わかりました。連れていってください」


「じゃあ、美玖ちゃんと葛城君も来て」


　駿は青い顔で、もそもそとベッドの陰から抜ぬけだした。


　着いた途と端たんに殺人事じ件けんかよ!?　いったい、どうなっちゃうんだ、俺たち。


「カヅキン、これ」


　伊砂が鞘さやごと刀を投げて寄よ越こした。


　遊眞のところから予あらかじめ送っておいた狗牙絶ちの劔つるぎだ。


　さすがの香月も些いささか動揺しているのだろう。


　嫌きらっている呼よび方に文もん句くのひとつも言わずに刀を受け取った。


「はい、美玖ちゃんの分」


「あ、どうもありがとうございますです」


　美玖にも刀を渡わたすと、伊砂は身を翻ひるがえした。


「じゃ、ついてきて」


　香月は傍かたわらに立つ駿に静かに言った。


「駿、わたしから絶ぜつ対たいに離はなれないように」


「ああ……判ったよ」
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　腕利きの狗牙絶ち、岩洞那な原ばるが殺された!?


　しかし。


　まだ開かい幕まくを告げるベルが鳴り、舞ぶ台たいの幕が上がっただけに過すぎない。


　この洋館を舞ぶ台たいにした真の惨さん劇げきが繰くり広げられるのは、ここからなのだ。






　駿しゆんと香か月づきの居い合あい道どう入門







　遊あそ眞まの住居棟の裏手にある木もく造ぞう平ひら屋やの建物。


　基本的には物置なのだが、小屋と言うには少し大きくて、十五、六畳じようはある。


　壁際には、あれやこれやが雑然と置かれているが、中央には空あきスペースがある。


　雨が降ったときなど、駿しゆんと香か月づきはここで刀の素す振ぶりをすることにしていた。


　全山これ道場とはいうものの、雨の中で駿に稽けい古こをさせると、風か邪ぜを引いてしまう虞おそれがあるから、これは遊眞も承知の上の措そ置ちである。


　今日は雨なので、道どう着ぎと袴はかまに着替えたふたりは、模も造ぞう刀とうを持ってここに来ていた。


　稽古が一段落したとき、香月が駿に語りかけた。







香月　「駿、君は居い合あいの始まりを知っているかな」


駿　　「いや、知らないけど」


香月　「それでは教えて進ぜよう」


駿　　「なんかもったいぶってるな」


香月　「茶々を入れない」


駿　　「はいはい。で、いつ誰が始めたの、居合って？」


香月　「時は戦国時代。天てん文ぶん年間に出で羽わの国に生まれたという林はやし崎ざき甚じん助すけ重しげ信のぶが抜ばつ刀とう術の開祖だと言われているね。天文十一（一五四二）年生まれとも天文十七（一五四八）年生まれとも言われるけど、今から四百五十年以上も昔の人だよ。もっとも、何歳のときに抜刀術を編みだしたのか、正確には判らないけどね」


駿　　「古いんだな」


香月　「いま伝わっている剣術の各流派は、だいたいその頃、室むろ町まち末期から戦国時代に編みだされていて、抜刀術もそれらの中のひとつというわけ。林崎重信は随分と小こ柄がらな武士だったという言い伝えもあるよ。そんな彼が、刀とう身しん三さん尺じやくもの長刀を一瞬で抜き放てば相手は度ど肝きもを抜かれただろうね。間ま合あいを測り損ね一撃で斬られてしまったなんてこともあったんじゃないかな」


駿　　「刀身三尺って……九十センチはあるってことだよな。遊眞師匠も短身なのに長刀を使っているけど、その辺は居合いの開祖と同じってことか」







　そこへ遊眞乱入。


　ゴスロリミニスカートだ。


　なんだか、猛烈に怒ってる？







遊眞　「誰が、ちんちくりんのチビ女だっってぇぇ!?」


駿　　「うわぁ？　なんでここに遊眞さんがっ!?　っていうか、誰もそんなこと、言ってませんよぉ!?」


遊眞　「あたしがちんちくりんならなあ、おまえのちんピ――はピ――で腐くされピ――だっっ！」


駿　　「ひいぃ、遊眞さん、止やめて止めて止めてぇ」


遊眞　「このピ――でピ――がピ――なクソ野郎がぁっっ！　死ねぇっ、死んでしまえぇっ！」


駿　　「こっ殺されるぅ、マジ、殴り殺されるぅっ。助けてくれぇ、香月　ぃぃっ」


香月　「お師様」


遊眞　「うるせえっ。今いいところなんだ、邪魔すんなっ！」


駿　　「俺を殴り殺すのが『いいところ』なんすかっっ!?」


遊眞　「最高じゃねえかっ」


駿　　「酷ひでえ～～～～っ」


香月　「お師様！」


遊眞　「だから邪魔すん……」


香月　「キッチンにマスドのドーナツが」


遊眞　「馬鹿野郎っ、それを早く言えっっ！」







　遊眞、ミニスカートを翻し、風の如ごとく去っていく。


　床の上に転がった駿は、青あお息いき吐と息いきで胸を撫なで下おろす。







駿　　「た……助かったぁ。あのまま殴られていたら、本当に俺は死んでいたかも」


香月　「駿、くれぐれも言っておくけど、ここでの言動は慎重にな。壁にお師様の耳あり、障子にお師様の目あり、だ」


駿　　「どんな妖怪の家だよ、ここはっ!?」


香月　「お師様は、その辺の妖怪よりも恐ろしいぞ」


駿　　「……気を……つけるよ」


香月　「さて、思わぬ邪魔が入ってしまったが、続けようか、駿」


駿　　「俺があんな目に遭あったってぇのに、冷静だな、香月は」


香月　「まぁ、お師様にはよくあることだから」


駿　　「よく……あるのか、あれが？」


香月　「わたしも昔は、よく殴なぐる蹴ける叩たたかれる斬きられるの暴行を受けたものだ」


駿　　「凄すごいな……っていうか、おいおい、さすがに斬られちゃマズいんじゃ？」


香月　「お師様の腕だからな。薄皮一枚斬るくらい、造ぞう作さもないことだ」


駿　　「おれは香月のことを改めて尊敬してしまったよ」


香月　「ありがとう。それよりも、本題に戻るよ」


駿　　「ああ、うん」


香月　「林崎甚助重信が興した抜刀術の流派は神しん無む想そう林崎流と呼ばれることが多い。これは、彼が神意を得て抜刀術に開眼したという故事に因ちなんだものだと思う」


駿　　「神意？」


香月　「今の山やま形がた県村むら山やま市に居合神社と呼ばれる神社があって、そこに林崎重信が奉まつられているんだ。彼は、その神社に参さん籠ろうしたとき、神意を得て抜刀術の極ごく意いを体得したと、そう言われている。その話自体は作り物だと思うけれど、神社はちゃんと実在しているよ」


駿　　「へぇぇ」


香月　「重信が起こした抜刀術、今で言う居合だけど、その後、様々な流派が興おこった。林崎流の流れを汲くむものでは、『伯ほう耆き流』『田た宮みや流』『関せき口ぐち流』辺りが有名だね。現代だと『無む双そう直じき伝でん英えい信しん流』や『水すい鷗おう流』『夢む想そう真しん伝でん流』などが有名かな。『新しん陰かげ流』『北ほく辰しん一いつ刀とう流』のような剣術の流派だって、居合の技を採とり入れているしね」


駿　　「水鷗流って、聞いたことがある。ひょっとして『子こ連づれ狼おおかみ』の？」


香月　「そうそう、拝おがみ一いつ刀とうは『水鷗流』を名乗っていたね。でも実際の水鷗流とは別物だと思うよ。水鷗流は居合だけでなく、剣術、杖じよう術じゆつに鎖くさり鎌がまや薙なぎ刀なた、さらには体術までを含めた総合武術だから」


駿　　「そうなんだ」


香月　「ちなみに、この作者（＝舞まい阪さか　洸こう）が習ったのは夢想真伝流だけどね」


駿　　「やっぱり流派によって、教える内容が違うの？」


香月　「古流の内容は、当然、流派によって異なるね。ただ、その流派が全ぜん剣けん連れん（＝全日本剣道連盟）に所属していれば、まず最初に全剣連制定の居合十二本を習うんだよ。この十二本の型が基本中の基本でね。居合道で『＊段』といえば、普通は全剣連の段位を指すんだ。段位を取れば練習のとき真剣を振れるよ」


駿　　「あ、俺も真剣を振ってみたいな」


香月　「駄目駄目、駿にはまだ早いよ」


駿　　「ケチだな～～」


香月　「ケチとかじゃなくてね、基本ができていない人が真剣を振ったら、自分を傷つけるだけだから。有段者だって、手の指を切るくらいは日常茶さ飯はん事じなのに。わたしは、まだ駿に自じ刃じんして欲しくない」


駿　　（そんなに俺のことを心配してくれてるんだ、香月は）


香月　「いま駿に死なれたら、玉たま響ゆらが喪うしなわれてしまうもの」


駿　　（そういうオチか～～）







　篠しの突く雨が小屋の屋根を叩く音だけが聞こえる、ある雨の日の午後のこと。


　近いようでいてまだ遠く、遠いようでいて思いの外ほか近いふたりの関係は、この後、どんなふうに進んでいくことになるやら。






　あとがき







　さて世の中はいろいろと不思議なことで満みちていると思うのですが、このような小説を皆様にお届けできるというのも、なかなかに不思議なことだと思うのです。というのも、この小説は「せっかく習ならった居い合あいの知識と実践を活いかして何かできないか」と考えたのが始まりだったわけですが、では、どうして居合を習いに行こうと思い立ったのかというと、今ではその理由がよく思いだせないのです。いい加減ですね。元々、適度ないい加減さと適当な思いつきで日々を生きている舞まい阪さかに相応ふさわしい始まりだったと言えなくもありません。


　本作は『ドラゴンマガジン』誌上で連載されたものですが、かなりの加か筆ひつ修正を加えてあります。連載時には無かったちょっとしたエピソードなんかも入っている上に、なんと書き下ろしのオマケページもありますから、連載で読んだ方ももう一度楽しめること請うけ合いです。また、本作は「連載の途中で選せん択たく肢しを提てい示じして、読者投票によって物語の結末が変化する」みたいな無茶なことをやってまして、『ドラマガ』誌上では、いよいよ駿しゆんと香か月づきの未来を左右する読者投票が始まってたりします。詳くわしいことは、本作と同時発売になる『ドラマガ』７月号をご覧になってください。たぶん締め切りは発売後一ヶ月くらいじゃないかしらん？　この本を手に取ったのがそれより後だった場合は、ごめんなさい。





　駿と香月の明日はどっちだ!?　それを決めるのは、読者であるあなただ！





　そんな感じで、ぜひ投票に参加して二人の未来を左右してやってください。あと何回か選択の提示を予定してまして、その投票結果次第で、お話やキャラの今後が変わってくるはずですので、どうか『ドラマガ』連載もお見逃しなく……みたいな宣伝をさりげな～くこなしながら、今回はページも少ないことですので、そろそろ終わりにしようと思います。


　最後に。


　連載時に的確で適切で適度な助言を舞阪に与え続けてくれた担当Ｔ野さんと、そして、恐ろしいまでに魅力的な駿と香月を、恐ろしいまでの極きよく限げんスケジュールの中で描き続けてくれたうなじさんのお二人に、尽つきせぬ感謝を送りつつ、では、「狗く牙が絶だちの劔つるぎ」二巻でお会いしましょう。きっとたぶんおそらく冬頃です。あ、その前に。某ＧＡ文庫さんから六月辺りに新刊が出ると思いますので、そちらもよろしくです。





　二〇〇八年四月吉日




舞阪　洸　　
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初　出







月刊ドラゴンマガジン２００７年10月号～２００８年３月号


駿と香月の居合道入門　　　　　　　　　　　　書き下ろし




※本書は初出を大幅に加筆、修正したものです。





狗く牙が絶だちの劔つるぎ１


―刀と[image: ]の物語―





舞まい阪さか　洸こう
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